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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　６／１（ｗｅｄ）20：19　Re：ちゃんと着いた？

　お兄にいちゃんへ。

　メールありがとう。

　おじいちゃんの家についたのは、夕方の四時ぐらいです。

　今はごはんを食べて、二階の部屋に一人でいます。

　去年の夏休み、うちの家族みんなでとまった部屋です。それをわたし一人で使っています。

　広くてとてもしずかです。

　窓のそとはまっくらで、他の家もよく見えません。

　でも、星がとてもきれいです。

　おばあちゃんにテレビを見ようとさそわれたけど、メールの返事を出したかったので、つかれたといって二階に来てしまいました。

　おじいちゃんたちには、わたしがケータイを持ってるっていってません。そういうのを子供が持つのはよくないって前にいってました。

　だからかくしています。

　また明日メールします。




　６／５（ｓｕｎ）21：07　（ｎｏｎ ｔｉｔｌｅ）

　お兄にいちゃんへ

　毎日メールありがとう。

　今日はおばあちゃんと畑の草むしりをしました。遊んでていいっていわれたけど、どこに行ったらいいか分からないし、自転車もないから行かないっていいました。

　畑にいるのは好き。土がふかふかしてて、歩くと気持ちがいいんだよ。

　夜はお魚のフライでした。今日の朝、おじいちゃんが近所の川で釣つってきたそうです。今度行く時はわたしも連れてってくれるみたい。

　すごく楽しみです。




　６／８（ｗｅｄ）20：07　雨

　お兄ちゃんへ。

　そとは雨がふっています。テレビの天気予報を見たら、東京では明日ふるみたいです。

　お父とうさんの仕事がたいへんかも。雨がふると、お客さんが少なくなるから。

　今日、おじいちゃんといっしょに釣りに行ってきました。

　すごくたのしかったけど、とちゅうで雨がふったから帰ってきちゃいました。

　近所の子がざりがにをつかまえにきてて、すこしお話ししました。

　こっちにきて、おなじぐらいの年の子と話すの初めてで、ちょっと緊きん張ちようしました

　女の子なんだけど、わたしとおなじ学年だって。

　あと、ざりがにって食べられるんだって。

　さっき、ごはんの時、おじいちゃんがこっちの学校に転校してもいいよっていいました。お父さんたちにはもう話してあるって。

　ほんとにそんなことしていいのかな……




　６／８（ｗｅｄ）21：10　Re：Re：雨

　ううん。こっちにいるのはいやじゃないよ。ほんとにすごく楽しいです。

　こっちに来てから、すごくよく眠れます。

　前みたいにいやな夢も見ないし、朝あさ起きてもお腹なかがいたくなったりしません。

　なんにもいやなことがなくて、楽しいことばっかりって言ったら、

　ここはお前の楽らく園えんなんだなっておじいちゃんが言ってました。




　わたしはだめな人間だから、そっちの学校ではうまくいきませんでした。

　そういう人間には、ここはとてもいいところだと思います。

　ここの学校ならちゃんと通えるかも。

　でも、お兄にいちゃんやお父とうさんたちがいないのが、すごくさびしいです。

　学校のことは、すぐ決めなくてもいいっていわれたから、もうちょっとかんがえます。




　６／10（ｆｒｉ）20：13　見学

　お兄ちゃんへ。

　やっぱりこっちの学校に行くかもしれません。

　今日、おばあちゃんと小学校を見学にいきました。

　校門のところで、この前に川でざりがにをとってた子に会って、びっくりしました。ここの学校にかよってるそうです。すごくよく笑う子で、学校の中を案内してくれました。

　こっちの学校はあまり大きくないけど、プールがすごく立りつ派ぱです。

　こっそりケータイのカメラでとりました。どうすれば画が像ぞうを送れるかわかったら、送ります。




　６／13（ｍｏｎ）19：54　（ｎｏｎ ｔｉｔｌｅ）

　お兄ちゃんへ。

　今日、おじいちゃんとスーパーに行って、下じきとかノートとかを買ってもらいました。

　昨日きのうもメールに書いたけど、学校に通うのは来週からになるみたい。

　色いろ々いろ準備していると、小学校に行く前に戻ったみたいです。

　こっちにいると、色々なことを思い出します。

　幼よう稚ち園えんに通っていた時は、わたしはなにもいやなことがありませんでした。

　東京の家が、わたしの楽らく園えん、だったのかも。




　なにより楽しかったのが、流る手て川がわの遊園地にいくことでした。

　長い橋をわたると、観かん覧らん車しやが見えてきて、音楽とか人の声がちょっとずつ大きくなって、わたしはわくわくしていました。

　あの遊園地がなくなった頃から、わたしは変になった気がしていました。

　学校のこととか、他にもたくさん。

　あそこにいる時、わたしはいつも思っていました。

　このまま時間が止まって、ずっとここで遊んでいられたらって。




　ほんとに、そうだったらよかったのに。
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　夜になって降り出した雨が、ぽつぽつとマンションの窓を叩たたいている。岸きし杜もり直なお人とはベッドに寝ころんで、自分の部屋の天てん井じようを見上げていた。今夜はいつにも増して表情が冴さえない。唇くちびるはへの字に結ばれ、眉み間けんのあたりに深い皺しわが寄っていた。

「……どうすっかな」

　ぽつりと口の中でつぶやく。

　直人はこの飯いい見み町ちようにあるマンションで妹と二人暮らしをしている。両親を二人ともなくしてはいるが、以前は大した悩みもなく、ごく普通に高校に通い、なんの変へん哲てつもない生活を送っていた。

　ほんの一ヶ月前までは。




　不意に玄げん関かんのチャイムが鳴る。ベッドから起きあがる前に、小さな足音が廊下を走っていった。妹の水みず穂ほが玄関へ行ったらしい。ドアを開ける音の後で、かすかに声が聞こえ始めた。会話の内容どころか誰の声かも分からなかった。

　直人は枕まくら元もとにあったデジタルの目覚まし時計を確認する。夜の十時前。この時間に前まえ触ぶれもなく来る客というと、隣となりの部屋に住んでいる主婦ぐらいしか思いつかない。夕方、自分で作ったクッキーを水穂が持っていったので、そのお返しかもしれない。直人は顔を合わせた時に挨あい拶さつする程度だが、中学生の水穂は近所づきあいまできちんとこなしていた。

　水穂はこの家の家事を日々黙もく々もくとこなしていて、直人にもいつも気を配っている。兄として少し心配になるほど世せ話わ好ずきだった。

　直人は玄関からの声を頭から追い出して、さっきまでの考え事に戻った。

「お兄にい、ちゃん……」

　突然、か細い声で呼びかけられる。いつのまにか部屋のドアが細めに開いていて、パジャマ姿の水穂が覗のぞきこんでいる。もう寝る準備をしていたのか、いつも二つ結むすびの髪かみもほどいていた。

「……お客さん誰だったんだ？」

　水穂は無言のまま、眉まゆ一つ動かさない。普段から無む表情な妹だが、長なが年ねん暮らしていると多少はなにを考えているか分かる──どうも怒っているらしい。

「あの、水みず穂ほ？　どうかした……」

「…………恥はじ知しらず」

「はあ？」

　いきなりの非ひ難なんを残して、彼女はばたばたと立ち去ってしまう。直なお人とは慌あわてて立ち上がった。普段誉ほめられるようなことをしている自信はないが、かといって恥を捨てた覚えもない。

「ちょっとおい。なんなんだよ今の……？」

　廊下に出たところで、直人は玄げん関かんのドアが開きっぱなしなことに気付いた。客はまだ帰っていなかったらしい。ドアの向こうでシンプルなブラウスとミニスカートを着た少女が首をかしげている。年は直人と同じぐらい。すらりと均きん整せいのとれた体つき。茶色がかった長い髪かみ、二ふた重えまぶたの目元と淡いピンク色の唇くちびる──客きやつ観かん的に言って外がい見けんは相当に整っている。

「綾あや乃のか。どうしたんだ？」

　彼女の名前は久く世ぜ綾乃。昔から直人の近所に住んでいて、今も同じ高校に通っている。

「どうしたはないでしょう。さっき『じゃあ後で』って言ったじゃない。忘れたの？」

「……そうだっけ」

　今日は午前の授業を少しサボって二人で話をしたが、細かいところまでは思い出せない。いつにも増してぼんやりしていた。

「しっかりしなさいよ。わたしの言葉はある意味神かみの言葉だから、心に刻みこみなさいと昼間あれほど……」

「言ってねえよ……なんだ神って」

　大たい抵ていの場合、二人の会話は綾乃の強気なボケと直人の控えめなツッコミで成り立っている。昔から彼女は傍ぼう若じやく無ぶ人じんかつ強ごう引いんな性格で、それに振り回されつつ従うことが多かった。

「……お前、旅行にでも行くのか？」

　彼女の足元にはキャスターつきの大きなスーツケースが置いてある。

「行かないわよ。旅行なんて」

「まあ、そうだよな」

　記き憶おくを辿たどっても、そんな話はしていなかった。むしろ「わたし、あなたからなるべく離れない方がいいのよね」と言っていたと思う。

「……それで、どの部屋を使えばいいのかしら」

　綾乃はそう言いながら、直人の肩かた越ごしに廊下の奥を覗のぞきこむ。

「なんの話？」

「いやだわ。だから住むのよ。今から」

「誰が？　どこに？」

　彼女は額ひたいを軽く押さえながら深いため息をついた。出来の悪すぎる生徒の解答に絶ぜつ句くする家庭教師、といった態度だった。

「だから、わたしが」

　自分の胸に人ひと差さし指ゆびを向けて、そのまま玄げん関かんの床へ。

「ここに、よ」

　意味が分かるまでしばらく時間がかかった。

「お、お前、うちに住むつもりなのか？」

　直なお人とは思わず叫んだ。

「だからそう言ってるじゃない」

　彼女はにこりともせずに言った。

「これから、よろしく」




　話はその日の朝に遡さかのぼる。

　直人は足を引きずるようにして、人ひと気けのない高校の廊下を歩いている。もう朝のホームルームが始まっている時間だが、彼は教室へ向かっていない。

　行き先は保健室だった。

　不意に鈍い頭ず痛つうとめまいに襲おそわれて、彼は立ち止まった。俯うつむいたまま苦痛の波が通りすぎるのを待つ。すぐそばの窓は開いていたが、近づいて風に当たる気にはなれなかった。外はどんよりと曇っていて、湿り気を帯びた不快な風が吹きこんでくる。かえって具合が悪くなりそうだ。六月に入ってから始まった今年の梅雨つゆは、当分の間続つづくようだった。

「……ふう」

　少し気分が落ち着くのを待って、直人は再び歩き出した。

　様よう子すがおかしいのは病気のためではない。ここ数ヶ月、直人はずっと「悪あく夢む」に悩まされている。目覚めた時にははっきり憶おぼえていないが、無数の怪かい物ぶつに襲われる夢──いつも同じ内容だった。

　眠りに落ちるたびにその夢を見て、ほんの数分で飛び起きてしまう。朝までその繰り返しだった。今日も朝方までその「悪夢」に悩まされて、ほとんど眠らずに学校へ来ていた。

　保健室の前にたどり着いた直人は、音を立ててドアを開ける。先に学校に着いている綾あや乃のが中にいるはずだ。彼女はよくここで授業をサボって本を読んでいる。今朝けさも早めに登校して、職員室に寄ってからここへ来ると言っていた。窓まど際ぎわに並べられた椅い子すが彼女の指定席で──。

「あれっ？」

　直人は首をかしげた。窓際には誰もいない。二つ並べられたベッドも空からっぽだった。

「……あら、岸きし杜もりくん」

　部屋の隅すみから声をかけられる。デスクの前に白はく衣いを着たショートカットの女性が腰を下ろしていた。養よう護ご教きよう諭ゆの佐さ原はら郁いく美みだった。きちんと片づけられたデスクの上で、マグカップが湯ゆ気げを立てている。ちょうど朝の業務が一いち段落したところだったらしい。

「今朝けさはいつもより遅かったのね」

　彼女は笑顔で言った。穏おん和わで人当たりも柔らかく、生徒たちからは信頼されている。

「おはようございます」

　直なお人とは軽く頭を下げる。

「今日もベッド使わせてもらいたいんですけど……あの、綾あや乃の来てませんか？」

　ここへ来たのは綾乃がいるからだ。悪あく夢むを見た次の日は、彼女のいる保健室で仮か眠みんを取ることにしている。彼女のそばで眠ると、その悪夢を見ずに済むからだ。綾乃の協力で直人は日々をしのいでいた。

　今のところ、そんな風ふうに悪夢を一時的に遠ざけることしかできない。一ヶ月前、悪夢を見る原因は分かったが、同時に当面は解決する方法がないことも分かった。

　直人にはその悪夢を見続けなければならない理由があるからだ。

「もし良かったら、お茶に付き合ってくれない？」

　わずかな沈ちん黙もくの後で佐さ原はらは言った。

「……いいっすけど」

　なにか話があることは察しがついた。近くにあった椅い子すを引き寄せて、佐原と向かい合って座る。彼女はティーポットの紅こう茶ちやの残りを新しいカップに注そそぐと、直人に手渡した。

「砂糖は要いらなかったわね」

「はい……ありがとうございます」

　直人はカップを受けとる。どことなく佐原の表情が冴さえない。自分のカップからもう一ひと口くち飲んでから、彼女は口を開いた。

「久く世ぜさん、ここにはいないわ。多分、学校にもいないと思う」

「そうなんですか」

　相づちを打ってから、直人は首をひねった。

「あれ？　なんでそんなこと知ってるんですか？」

「さっきまで、わたしと久世さんは職員室にいたの。教きよう頭とう先生に呼び出されて……」

「え？」

　そういえば、職員室に用事があると綾乃は言っていた。佐原も一緒だったとは思いもしなかった。

「なんで呼び出されたんですか？」

　佐原は苦く笑しようを浮かべた。

「久世さん、授業中はここにあまり入り浸びたらないよう注意されたの。彼女がここを使うのをずっと許してたから、わたしも叱しかられちゃった」

　綾乃は去年からこの保健室を根ね城じろにしている。それでも綾乃を注意する教師はあまりいなかった。いつも学年トップクラスの成績のおかげで、勝かつ手てな行動も多少容よう認にんされているのだろうと思っていたのだが。

「でも、なんで今になってそんな……」

「先月のことが関係しているみたい」

　直なお人とははっと息を吞んだ。表情をなるべく変えないように努力する。

　先月、直人たちの２─Ｅでは奇き妙みような事件が立て続けに起こった。一つはクラスの生徒全員が同じ悪あく夢む──学校の教室で怪かい物ぶつに食い殺されるという内容──を見たこと。夢の中で殺された者は目を覚まさなくなり、最終的にクラスの半はん数すう以上が眠ったままの状態になってしまった。

　もう一つの事件は、２─Ｅの担任の駒こま江え克かつ巳みが、何者かに連れ去られて行方ゆくえ不明になってしまったこと。血まみれの少女だということ以外、犯人については分かっていない。

　二つの事件は誰の目から見ても不ふ可か解かいな点が多すぎた。どうして生徒たちが同じ夢を見たのか、どうして目を覚まさなくなったのか、駒江と彼を連れ去った少女はどこへ消えたのか、すべて謎なぞのままだ。

　真しん相そうを知っているのは直人と綾あや乃のだけだ。しかし、誰かに話したところで、信じてもらえるような内容ではなかった。

「少し顔色が悪いけど、今すぐベッドを使う？　話は別に後でもいいわよ」

　心配そうな佐さ原はらの声に直人は我に返った。

「あー、いえ。大だい丈じよう夫ぶです。寝ね不ぶ足そくなだけだし」

　先月の事件は夢から生まれる怪物──「夢ゆめ神がみ」の引き起こしたものだ。本来、夢はそれを生み出した人間に隷れい属ぞくしている。しかし、中には自らの意い思しを持ち、現実の世界を侵しん食しよくしようとする悪夢が存在する。それが夢神だった。夢神は人間を夢の世界に引きずり込み、実体を得るために人間の魂たましいを取り込んでいく。そして、現実と夢の世界を繫つなぐ「あらずの扉とびら」をくぐり抜けてこちら側へ出てこようとする。

　夢神を生み出したのは、２─Ｅの担任の駒江だった。かつて恋人の女子生徒を殺した罪ざい悪あく感かんから悪夢を見るようになり、やがてその悪夢が夢神「ヨミジ」と化したのだ。彼の生んだ「ヨミジ」は２─Ｅの生徒たちの魂を次々と取り込み、ついにこちら側の世界に現れて駒江を殺してしまった。

　直人は「扉の民たみ」と呼ばれる一族の末まつ裔えいで、〈王おう国こく〉と呼ばれる悪夢に通じる「あらずの扉」を管理する「番ばん人にん」でもあった。現実の世界を侵おかした夢神を〈王国〉の向こうへ封ふう印いんする役割を負っている。

　彼は綾乃の協力を得て「ヨミジ」を〈王国〉へと封じこめた。「ヨミジ」に取りこまれた魂も解放され、眠っていた生徒たちも無ぶ事じ目を覚ました。

　それが一ヶ月前のことだった。もちろん、直人たちは夢神のことを警察に話していない。駒江を連れ去った「犯人」についても、「突然現あらわれた知らない少女」としか言っていなかった。

「それと今朝けさの呼び出しとどう関係があるんですか？」

　と、直なお人とは低い声で言った。佐さ原はらの表情がふっと翳かげる。

「先月の事件のことで、噂うわさが流れているのは知っているでしょう？」

「……『ヨミジ』の、噂ですか」

　佐原はうなずいた。

　駒こま江えのマンションから日記が発見され、一年前に恋人を殺したことが明らかになった頃から、飯いい見み町ちようでは「ヨミジ」にまつわる奇き妙みような噂が流れ始めた。すべての元げん凶きようは死んだ少女の呪のろい、というものだった。彼女は怨おん霊りよう「ヨミジ」となって、自分の通っていた高校の生徒たちに取り憑つき、最後には駒江をあの世に連れ去ってしまったのだ、と。

「ヨミジ」が恐怖に駆られた駒江の心から生まれたということを除けば、当たらずといえども遠からずの内容だと直人は思っていた。

「それがどうかしたんですか」

「どうも、その噂を流したのが久く世ぜさんだって思っている先生方がいるみたい」

「はあ？」

　直人は呆あきれた。綾あや乃のほど噂話ばなしの出で所どころに似に合あわない者も珍しい。お世せ辞じにもおしゃべりではないし、普段ろくに教室にいないし、たまにいたところで話す相手は限られている。部活にも所属していない。

「ほら、あなたたちのクラスの子が眠りだしてから、久世さんとあなたは色いろ々いろ調べていたでしょう？　駒江先生が連れ去られた時もその場にいて……他の生徒たちが知らないようなことを知ってるからだと思うわ」

「そんなの、俺だって同じじゃないですか。綾乃だけの話じゃない」

「もちろん。それは噂を流している根こん拠きよにはならないわ。わたしもそう言ったけど、そうしたら『校内で疑われるような勝かつ手てな行動は控えるように、保健室にも入り浸びたっていないで、きちんと授業に出なさい』ですって」

　佐原の声にかすかな皮ひ肉にくが混じる。どうも彼女も教きよう頭とうにいい感情を抱いていないらしい。

　ようやく事情が吞み込めてきた。もともと教頭は綾乃のような生徒を快く思っていないのだろう。噂話にかこつけて、生なま意い気きな生徒に注意を与えたかっただけなのだ。

「綾乃の奴やつ、なんて言ってました？」

「『出席日数は足りているし、成績も悪くないはずだから、後はどこでなにをしていようがいちいち指さし図ずされる必要はありません』ってずっと言ってたわ。途中で教頭先生もすごく怒ってしまわれて……」

　ふう、と佐原はため息をついた。どういう状況だったのか想そう像ぞうがつく。間に挟まれた佐原はフォローに苦労したことだろう。

「色々すいませんでした……」

「あら、別に岸きし杜もりくんが謝る必要ないわよ」

　綾あや乃のの不必要な強ごう引いんさが起こすトラブルを直なお人とは何度も目にしてきた。たまには一歩引く場面があってもいいような気がする──。

　直人はデスクの上にカップを置く。綾乃と会って話をした方がいいと思った。体も頭も重おも苦くるしいが、所しよ詮せんはただの寝ね不ぶ足そくだ。動けないほど辛つらくはない。どっちにしろ、綾乃抜ぬきで眠ることはできないのだ。

「これ、ありがとうございました」

「久く世ぜさんを捜しに行くの？」

「あ、はい」

　今、綾乃の機き嫌げんは悪いはずだ。こういう時の彼女は携帯にかけてもなかなか出ないだろう。自分の足で捜した方が早い。直人はゆっくりと立ち上がろうとする。

「岸きし杜もりくんと久世さんは、付き合ってるわけじゃないのよね？」

　唐とう突とつすぎる質問に動きが止まった。

「はあ？　なんでまたそんな……」

「彼女が教きよう頭とう先生に一歩も譲ゆずらなかったのはね」

　と、彼女は言った。

「あなたがここで眠ってる時、そばにいるためじゃないかと思ったんだけど」

　直人はどきりとした。綾乃がそう考えたとしても不ふ思し議ぎはない。彼女のそばでなければ、直人には眠れない時があるのだから。しかし──。

「別に付き合ってないです」

　質問にそぐわない、硬い声で答えてしまう。綾乃との関係はそういう単純なものではない。一ヶ月前、直人が「扉とびらの民たみ」であることを自覚した日から変わってしまった。

「あのね、岸杜くん」

　佐さ原はらは厳きびしい眼まな差ざしで直人を見上げた。

「あの事件があってから、あなたは保健室で眠ることが増えているわよね？」

「……はい」

　そりゃバレるか、と直人は心の中でつぶやいた。「ヨミジ」を封じて以来、〈王おう国こく〉の悪あく夢むを見る間かん隔かくが短くなっていた。それに、以前よりも悪夢の内容もひどくなっている気がする。理由はよく分からなかった。

「以前から不ふ眠みんがちで、睡すい眠みんのサイクルが乱れているからって聞いたけど、本当にそれだけ？　あなたがここで眠ってる時、久世さんがどうしてそばにいるのか、不思議で仕方がないの。ひょっとして、彼女がいないと眠れない事情があるとか……」

　ごくりと勝かつ手てに喉のどが動いた。

「綾乃は関係ないです……ほんとにちょっと不眠っぽいだけで」

　沈ちん黙もくが流れる。罪ざい悪あく感かんがちくりと胸を刺した。

「そう。だったらいいけど……」

　佐さ原はらは低い声でつぶやく。おそらく噓うそをついていることは百も承しよう知ちだろう。

「それじゃ、失礼します……その、すいませんでした」

　憂うれえ顔の彼女に深々と下げる。礼を言うつもりが気が付くと謝しや罪ざいになっていた。

　直なお人とは保健室のドアから外へ出た。
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　直人は堤てい防ぼうの上で自転車を停め、コンクリートの階段を慎しん重ちように降りていった。

（……やっぱりここだったか）

　そこは川沿いの忘れられたような小さな公園だった。制服を着た綾あや乃のが塗と装そうのはげかけたシーソーに腰掛けていた。不ふ機き嫌げんそうにぎゅっと結ばれた唇くちびるからキャンディの棒が覗のぞいている。綾乃の好こう物ぶつなので珍しい眺ながめではないが、表情とのギャップがなんとなく可笑おかしかった。

「なに笑ってるのよ」

「いや、別に。なんでもない」

　シーソーの手前で足を止める。一応、慰なぐさめた方がいいかもしれない。

「なんか、今朝けさは色いろ々いろ大変……うわっ？」

　いきなり綾乃はなにかを直人に向かって放り投げる。どうにか胸元で受けとめると、小さな棒つきのキャンディだった。ホワイトキャラメル味。

「ああ、ありが……」

「食べて」

　彼女は吐き捨てるように言う。気き遣づかいなのかやけくそなのか判断に迷うところだったが、とにかく包ほう装そうを解いて口に放りこむ。

（……なんだこれ）

　舌に突き刺さるような甘さに頰ほおが引きつる。甘さで眠ねむ気けが吹き飛ぶというのは生まれて初めての経験だった。

「保健室、使いにくくなったわよ……あのハゲのせいで」

　直人は口の中でキャンディを転がしながら、教きよう頭とうの姿を思い浮かべた。黒いフレームのメガネ。口くち髭ひげ。ふさふさした半はん白ぱくの髪かみ。

「教頭、別にハゲてねえぞ」

「カツラよ」

　沈ちん黙もく。二人の間を湿った風が吹き抜けていった。

「…………噓うそだろ？」

「本当よ。近くで見ると生はえ際ぎわが超ちよう不自然だから」

「うっわ！　マジかよ！　今まで全ぜんっっ然ぜん、気が付かなかった！」

　思わず大声で叫ぶ。反応の良さに満足したのか、綾あや乃のは口元をかすかに緩めた。

「今度近づいて見なさいよ。よく分かるから。あれで『学生は授業に出るのが自然だ』なんて言うんだから笑えるわよね。自分はあんな不自然なものを装そう着ちやくしているくせに……」

　つい噴ふき出しそうになってから、話の途中で教きよう頭とうが怒り出した、という佐さ原はらの言葉が頭をよぎる。直なお人との背せ筋すじがすっと冷たくなった。

「綾乃……まさかと思うけど、お前それ本人に言ったんじゃないよな……？」

「いやだわ。『黙れヅラ！』なんてさすがのわたしも言えないわよ。いくらなんでも失礼でしょう？『不自然なところがある人間も珍しくないと思います』って髪かみの毛を見つめながら言っただけで、他にはなにも……」

「十分言いっちゃってるじゃねーか……怒ってなかったのか？」

「別に怒ってなかったわ。急に顔が真まっ赤かになって肩が震えてたけど」

「それは怒ってたんだよ！」

　佐原が疲れきっていた理由がやっと分かった。今後、教頭が綾乃への見方を変えることはないだろう。今まで以上に厳きびしくマークされるはずだ。

「お前、もうちょっと大人おとなしくしろよ……退学とかになったらどうすんだ」

「気にしすぎよ。こんな理由で退学になんてならないわ……それに、別になったっていいじゃない」

　それから、小さな声で付け加える。

「わたし、ずっとこっちにいるわけじゃないんだから」

　言葉に詰まって、直人は目をそらした。

「……そう、だけど」

　最近、綾乃はよくこういう言い方をする。もう直人に正しよう体たいを隠かくしておく必要がなくなったせいかもしれない。

　彼女がこの世界の住人でないと知ったのは、「ヨミジ」を封じた時のことだ。実は〈王おう国こく〉の王の娘──つまり夢ゆめ神がみだった。子供の頃、直人が誤って〈王国〉への「あらずの扉とびら」を開けて、綾乃をこちら側へ呼び寄せてしまったのだ。

　それは二つの世界の掟おきてを破る「罪」だった。

　直人を苛さいなんでいる「悪あく夢む」は、〈王国〉の王が「番ばん人にん」に与えた罰ばつだった。そして、綾乃は〈王国〉から現実の世界へと追放されてしまった──。

　直人は綾乃に一つ約束をしている。いつか彼女を必ず故こ郷きようの〈王国〉に帰す、と。そのためにも「扉の民たみ」としての役割を果たしていくつもりだった。

「あなた、昨日きのうも悪夢を見たんでしょう」

　しげしげと直人の顔を見つめる。多分、顔色に出ているのだろう。直人がうなずくと、指を折ってなにかを数えはじめる。

「やっぱり〈王おう国こく〉の夢を見ることが多くなってるわね」

「……『ヨミジ』のせいなのかな」

　綾あや乃のは答えなかった。夢ゆめ神がみである彼女にもはっきり分からないらしい。ただ、悪あく夢むがひどくなったのはこの一ヶ月だ。あの事件以い外がいに原因らしい原因は見当たらない──。

「『ヨミジ』というより、『赤い目』かもしれない」

　直なお人との背せ筋すじがこわばった。「ヨミジ」が突とつ然ぜん強い夢神に成長したのは、「赤い目」と名乗る何者かが力を授けたためだった。そして、「赤い目」は先代の〈王国〉の番ばん人にんである直人の父・孝たか臣おみの死にも関わっているらしい。この町のどこかに潜ひそんでいるということ以外、すべてが謎なぞに包まれていた。

「あなたの状態を考えると、保健室を使うのもどっちにしろ限界だったわね。佐さ原はら先生にも迷めい惑わくがかかるし……注意されたのはいい機会かもしれない」

　直人が綾乃のそばで眠っているのは、〈王国〉の悪夢を抑えるためだ。王の娘の気け配はいが近くにある間は、〈王国〉の夢神たちも眠っている直人を襲おそおうとしない。

「他の場所を使うってことか？」

「そういうことになるわね」

　と、綾乃は言った。彼女は校内の様々な場所の合い鍵かぎを勝かつ手てに作っている。保健室以外にも「アジト」はいくつもあるらしい──が。

「ただ、あのハゲ教きよう頭とうにバレない場所って校内にあるのかしら」

「……だよな」

　合い鍵を勝手に作っているのが知られたら、綾乃が処しよ分ぶんされるのは間違いない。本人は構わないと言うだろうが、できるだけそれは避けたかった。

「学校の外に出ないとダメか」

「でも、屋根のないところは無理よ」

　綾乃が灰色の空を指さす──今は梅雨つゆの季節だ。

　いいアイディアも浮かばないまま、二人は押し黙った。綾乃は眉まゆを寄せて真剣に考えこんでいる。教頭に一歩も譲ゆずらなかったのは、眠っている直人のそばにいるため、という佐原の話を思い出した。

「……色々ありがとな。俺のことで」

　直人はしみじみと言った。考えて口にした言葉ではなかったが、綾乃は困ったように目をそらしてしまう。

「な、なんなのよ急に……変な男ね」

　意い外がいに動どう揺ようしているらしい。直人の方も落ち着かなくなってきた。目の前のシーソーの板に意味もなく手をついてみる。

「俺が普通に夜よる寝ねられれば、こんなこと考えなくても良かったんだけど……」

　アホか俺は、と口に出してから思った。そんなことは当たり前だ。夜眠ねむれないから昼間眠れる場所を探しているのだ。

　かすかにシーソーが軋きしむ。綾あや乃のはいつのまにか立ち上がって、大きく目を見開いている。

　しかし、視線の先には堤てい防ぼうがあるだけだった。

「どうかしたのか？」

「……わたし、あなたからなるべく離れない方がいいんだわ」

「うん。まあ、そうだけど……」

　綾乃は自信ありげに微笑ほほえみかけてきた。なにか思い付いたらしい──しかし、なぜか嫌な予感がする。

「やっぱり、あなたもそう思うわよね」

「思うけど、それがどうか……」

「わたし、準備があるから行くわ。あなたは学校に戻って。夜までなるべく寝ないようにするのよ」

「はあ……」

　なにを言いたいのかさっぱり分からない。そう言おうとしたが、

「じゃあ、後で」

　彼女は制服のスカートを翻ひるがえして、堤防に向かって走り去ってしまった。直なお人とはぽかんと口を開けたままその背中を見送った。




　そして夜。岸きし杜もり家のマンション。

「……あれは、『夜になったらこのマンションに行く』って意味に決まってるじゃない」

　と、綾乃は言った。

「分かんねえよ全然……」

　直人たちはフローリングの上で向かい合っている。いきなり追い帰すわけにも行かず、彼女を自分の部屋に通したのだった。

「さっき、水みず穂ほになんて言ったんだ？」

　水穂はリビングにいるが、さっき呼びかけても返事をしなかった。かなり怒っているらしい。昔から綾乃とはそりが合わない。直人が綾乃と話すことも嫌がるほどだった。

「今夜からわたしもここに住むわよって言ったの。もう直人ともそういう話になっているからって……」

　綾乃はクローゼットに背中を預けて、両足を投げ出している。直人の部屋に上がるのは何年かぶりだが、まるで自分の部屋にいるようにくつろいでいる。

「そういう話になってねえよ……第一、マズいってそれ」

「どうして？」

「どうしてってお前……俺ら別に親しん戚せきとかじゃないんだぞ？　赤の他人同どう士しが……その……」

　直なお人とは口ごもった。同どう棲せい、という言葉をこの場合使っていいのだろうか。

「でも、わたしがここに住めば全部解かい決けつするでしょう？　直人は夜に眠れるし、昼間は問題なく学校に行ける。なんの問題があるのかしら」

　思わず額ひたいを押さえる。文字どおりめまいがした。ただでさえ今日はろくに眠っていないのだ。

「で、でもうちは保護者もいないし、世せ間けん的に色々と……」

「ああ、それなら直人がわたしのうちに住んでもいいわよ。母かあさんもダメとは言わないでしょうし」

「待て待て待て待て。それはちょっと」

　直人は激しく首を振って拒きよ絶ぜつする。綾あや乃のの養よう母ぼ・久く世ぜ虹にじ子こは直人が最も苦にが手てとする相手だった。「マダム☆クゼー」を名乗るプロの占うらない師で、性格がキツい上にやたらと勘かんが鋭い。たまに会うだけでも緊きん張ちようするのに、一緒に暮らす羽は目めになったらどんなことになるか──。

「ん？　あれ……？　このこと、クゼーおばさんも知ってるのか？」

「もちろん、ちゃんと話してきたわよ」

　直人の顔から血の気が引いた。

「ああ、もちろん『悪あく夢む』の話はしてないわよ。今日から直人と一緒に住むわって言っただけだから、安心して」

　綾乃は笑いながら言った。つまり、理由も言わずに同棲宣言だけして飛び出してきたことになる。背中から嫌な汗が噴ふき出してきた。

「おばさん、反対しなかったのか？」

「全面的に賛成してくれたわよ。三分ぐらい黙ってから、『まあ、あんたがそうするって言うんだったら、あたしからなにも言うことはないけどね』って」

「賛成してないだろ、それ……」

　怒りをこらえているとしか思えない。ますます不ふ吉きつな予感が強まった。

「あ、忘れるところだった。母さんから直人に伝でん言ごんがあるの。『二人だけで話があるから近ちか々ぢか会いに来るように』って」

　全身から力が抜けて、どすんと床に両手をつく。これで死し亡ぼうフラグが立った。ただでさえハードな一日の終わりに、まさかこんな爆ばく弾だんが待ちかまえていようとは。

「あら、どうしたの？　顔色が粘ねん土どみたいよ」

　綾乃は目を丸くして身を乗り出してくる。息いき遣づかいが聞こえるほどの距離から、直人の顔をまじまじと見つめる。睫まつ毛げの長さまではっきり分かった。別の意味で動どう悸きが速くなり始める。

「……もう寝た方がいいんじゃない？」

　そう言ってベッドの方を見る。

「ね、寝るってそんな……」

「眠くないの？」

「それは……」

　直なお人とはもう色々な意味で限界だった。今夜はなにも考えずにぐっすり眠りたい。

（とりあえず今日は泊まってもらって、また考えるか……）

　今のところ、一緒に住む以外にいいアイディアがないのも確かだ。

「お前はどこに寝るんだ？」

「今夜からこの部屋で一緒に寝るわよ。そうしないと意味がないでしょう」

　彼女は屈くつ託たくなく言い放った。

「そ、それはちょっと」

　まずいんじゃないのか、と言いかけた時、がらんと派は手でな音が廊下から聞こえた。振り向くと半分開ひらいたドアの向こうに水みず穂ほが立っている。足元にはコップと盆ぼんが散さん乱らんしているところを見ると、一いち応おう飲み物を持ってきてくれたらしい──と、不意に直人は自分の置かれた状況に気付いた。直人は今にもキスしそうな距離で綾あや乃のと向かい合っている。

「こ、この部屋で、一緒に……」

　さっきと同じように無む表情だが、かすかに語ご尾びが震えている。間違いなくさっきより怒っていた。

「あのな、水穂。俺たち別に……」

　慌あわてて説明しようとしたが、突然びしりと人ひと差さし指ゆびを突きつけられた。

「…………けだもの」

　そうつぶやくと、ばたばた足音を立てて立ち去ってしまう。

「……どうしたのかしら」

　隣となりで綾乃が真ま顔がおで首をかしげている。直人は深いため息をついた。
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　夜から降り続いていた雨は、次の日の午後になってようやく止やんだ。

　飯いい見み町ちようの中心にある流る手て川がわ中学は下校の時間を迎えている。部活に所属していない生徒たちが次々と校門から出て行く。

　学校前の道路は桜さくら並なみ木きになっていて、雨に濡ぬれた枝からかすかに桜の葉の甘い匂においが降ってくる。一ひと際きわ大きな木の根元に、夏用のズボンとＹシャツを着た男子生徒が立っている。

　背はあまり高くはないが、整った顔立ちはそれなりに人ひと目めを惹ひく。最近額ひたいに怪け我がをしたらしく、前まえ髪がみの下に白いガーゼが貼はり付けてあった。

　彼──野の木ぎ幹みき央おは時々顔かおを上げて、通りすぎる生徒たちを確認しながら、携帯のメールを打っている。




　和かず葉はへ。

　今、学校が終わって校門を出たところ。

　桜の木の下にいるんだけど、雨が降った後でちょっと桜の匂においがするよ。

　そっちは雨が降ってる？




　一いつ旦たん、幹みき央おは指を止めた。和葉は三歳さい下したの妹だった。三週間ほど前から山やま梨なしにある祖そ父ふ母ぼの家にいる。しばらくは毎日のようにメールのやり取りをしてきたのだが──。




　最近、和葉からのメールがないから、少し寂しいです。

　色々忙いそがしいと思うけど、よかったらメール下さい。




　この十日ぐらい、和葉からメールが来ない。

　ただ携帯の調子が悪いだけかもしれない。本当に変わったことがあれば祖父母から連絡があるはずだから、大たいしたことはないと思う。しかし、少し気になっていた。

　メールを送信して、携帯をしまう。その途と端たん、幹央のすぐそばを小こ柄がらな女子生徒が通りすぎた。細かく揺れる二つ結びの髪かみと、白い半はん袖そでのセーラー服。行進のように早足で歩く彼女の背中は、あっという間に人ひと混ごみに紛まぎれそうになる。

　幹央は慌あわてて後を追う。ここに立っていたのは彼女を待つためだった。

「岸きし杜もり！」

　背中から声をかけると、彼女はぴたりと足を止めて振り返る。メガネの奥の目が何度かまばたきしただけで、表情はまったく変わらなかった。

「……野の木ぎくん」

　岸杜水みず穂ほは抑よく揚ようのない声で言った。

「どうしたんですか」

「一緒に帰らない？」

　ほんの一いつ瞬しゆん、彼女は考えこんだ。幹央は息を詰めて返事を待つ。

「いいです、けど」

「良かった。じゃあ行こう」

　二人は並んで歩き始める。水穂とは二年生になってから初めて同じクラスになった。時々、こんな風ふうに一緒に下校している。

　誘うのはいつも幹央の方からで、水穂の方は一緒に帰りたいと思ってはいないようだった。かといって嫌がるそぶりも見せない。

「部活は、まだ休んでるんですか？」

「うん。もう少し様よう子す見みろって医者に言われてて。ちょっと縫ぬっただけだから、大したことないんだけど」

　幹みき央おは先週から所属する陸上部を休んでいる。階段から落ちて頭をぶつけたのだ。怪け我がはさほどではなかったが、まだ時々頭ず痛つうがするので、一いち応おう通院を続けていた。

「そうですか」

　水みず穂ほは前を向いたまま言った。わざと素そっ気けなくしているわけではない。同い年の人間にですます調ちようなのも、彼女の地だと分かっている。

　岸きし杜もり水穂はクラスで「ロボ子」とひそかに呼ばれていた。極きよく端たんに無表情かつ無む口くちで、なんとなく機械っぽいからだ。さすがに面と向かってあだ名で呼ぶ者はいなかったけれど。

　原因は彼女の父親が一年前に亡くなっていることにある。同じ小学校出身の元もと同級生たちは、「前からちょっと変わってたけど、あそこまでじゃなかった」と口を揃そろえて言っている。母親はずっと昔に他た界かいしていて、今は兄と二人暮らし──面と向かってからかうには重すぎる境きよう遇ぐうで、同情と敬けい遠えんの入り交じった気持ちでなんとなく遠とお巻まきにしていた。

　幹央は初めて会った時から水穂を意識していた。皆が避けていることの方が不ふ思し議ぎだった。性格は確かに変わっているが、皆が嫌がる仕事も進んでこなすし、メガネと髪かみ型がたで分かりにくいが顔立ちもかなり可愛かわいい。

　両親が二人ともいなくなるなど、幹央には想そう像ぞうもつかなかった。もし自分と和かず葉はが同じ境遇になったとしたら、どうすればいいか分からないはずだ。噂うわさでは家事は全ぜん部ぶ彼女がやっているらしい。毎日きちんと生活しているだけでも凄すごいと思っていた。

　桜さくら並なみ木きを通りすぎてしばらく進み、二人は十字路ろを折れる──。

「あれ、今日は買い物行く日じゃないの？」

　水曜日は駅前の「スーパーながた」の特とく売ばい日びで、いつもはここで別れている。しかし、水穂は大きく首を振り、

「今日は、いいんです」

　と、妙みようにきっぱりと言った。

「けだものに、やってもらいます」

　最初はなにかの聞き違いかと思った。

「今、けだものって言わなかった？」

「言いました」

「……それ、誰なの？」

「兄です」

　さらりと答える。幹央はようやく水穂の機き嫌げんが悪いことに気付いた。ひょっとすると今日一日ずっとそうだったのかもしれない。

「ど、どういうこと？」

　と、思わず聞き返した。他人の話をほとんどしない水みず穂ほだったが、兄のことは時々話わ題だいに出てくる。「わたしがちゃんと世話をしないといけないんです」と言っていたと思う。水穂に頼りきりで生活しているらしい。

「けだものは、モラルのない……ただの動物です」

　ますます意味が分からない。ふざけているわけではなさそうだった。あれこれ考えて、幹みき央おはやっと常じよう識しき的てきな結論に達した。

「ひょっとして、お兄にいさんとケンカした？」

　その途と端たん、水穂がきっと顔を上げた。彼女が感情を表おもてに出すのは珍しい。しかし、それもほんの一いつ瞬しゆんで、すぐに元の無む表情に戻ってしまう。

「……すみません。野の木ぎくんは、関係ないのに」

「え？　いいよ別にそんなの」

　どうも本当に兄妹の間でなにかあったらしい。気にはなったが、「関係ない」と言われてその先を尋たずねる勇気はなかなか湧わいてこなかった。

（どうしよう）

　迷っているうちに、水穂の住んでいるマンションが見えてきた。訊きくなら今しかない──。

「野木くんには、妹さんがいましたね」

　突然、水穂がぽつりとつぶやいた。

「あ、うん。いるよ」

「野木くんは、いいです」

　彼女の声はあくまで淡たん々たんとしている。え？　と、思わず聞き返した。

「思いやりがあって、頼りがいがあって、頭もよくて……とても、ちゃんとしてる」

　ぼっと火がついたように顔が熱くなる。彼女がそんな風ふうに自分を見ているとも、こんなストレートな言い方をするとも思っていなかった。

「べ、別にそんな……」

　幹央は恥ずかしくなっておでこをかいた。もう少しで傷を覆おおうガーゼをはがすところだった。

「野木くんみたいな人が、お兄ちゃんだったら、良かったのに」

　突然、寂しげな和かず葉はの顔が頭をよぎる。頭から冷れい水すいを浴びせられた気がした。

「俺、そんなにいい兄あに貴きじゃないよ」

　と、幹央は小声で言った。二人は足を止めて向かい合う。いつのまにかマンションの入り口の前に来ていた。

「……どういう、ことですか」

「うん……」

　水穂は無言で話を待っている。ふと、自分はこのことを誰かに話すのが初めてだと気付いた。人にはあまり知られたくないことだった。

「うちの妹は昔から俺の後をついて回ってるような奴やつで……小学校には毎日一いつ緒しよに通ってた。帰りとかもクラスの奴と遊びに行こうとすると一緒に来たがったりして……」

　幹みき央おは口ごもる。なんとなく水みず穂ほの二つ結びの髪かみに目が行った。昔は和かず葉はも同じ髪かみ型がたをしていて、学校に行く前によく結んでやっていた。

「正直、ずっとウザいと思ってた。だから、中学に入ってホッとしてた。もういちいち俺が面めん倒どう見みなくてもいいんだって……一人で学校に行くようになってから、妹がだんだん元気がなくなってくのも分かってたけど、気が付かないふりしてた。あまり巻きこまれたくなくて」

　時々、和葉はなにか言いたげだったが、幹央は自分からはなにも尋たずねなかった。それどころか大人おとなしい和葉が遠えん慮りよするように、わざと忙しいふりをしていたと思う。

「結局、クラスの奴にいじめられてたらしくて。後から聞くとかなりひどいこともされてたみたいで……結局、学校に行かなくなった。色いろ々いろ話し合って、今は山やま梨なしのじいちゃんの家に預けられてる」

　もちろん、和葉は幹央を一ひと言ことも責せめなかった。学校に行かなくなったのも、全ぜん部ぶ自分のせいだと思っている。それでも幹央の罪ざい悪あく感かんが消えるわけではない。できるだけ毎日メールしているのも、大事な時に自分がなにもしなかったという思いがあるからだ。

「だから、俺は全然ちゃんとしてないよ……ちゃんとしてる人は、もっと別のところにいると思う」

「……でも今は、ちゃんとしようと、しているでしょう？」

　水穂は言葉を選ぶように、ゆっくりと静かな声で言った。

「それは、いいことだと、思います」

　幹央は救われたような気分になりかけて──不意に自分が恥ずかしくなった。

　自分がそんな気持ちになってなんの意味があるのだろう。もともと水穂に話を聞かせるのではなく、水穂から話を聞こうとしていたのに。

　多分、心のどこかで、誰かに「よくやっている」と言われたがっていたのだろう。

「俺はともかく……岸きし杜もりはお兄にいさんとなにがあったの？」

　沈ちん黙もく。なにを思い出しているのか、少し頰ほおが赤くなっている。さんざん迷った後で、結局首くびを横に振った。

「……特に、なにも」

　言えない、ということらしい。幹央は心配になってきた。彼よりもずっと複雑な事情がありそうだ。そういえば、さっき兄を「けだもの」と呼んでいた。モラルがない動物がどうとか。

（……どういう人なんだろう）

　ひょっとすると想像していたより危ない人物なのかもしれない。たとえばなにかの犯罪に関わっている、といったような。水穂がここまで悩んでいるのだ。少なくとも、どこにでもいるようなぼんやりした人間のはずがない。

「もし、なにかあったらいつでも言って。絶対に秘密は守るから」

　と、幹みき央おは真ま顔がおで言った。
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　直なお人とは「スーパーながた」の外へ出ると、駅えき前まえ商店街がいの大通りで立ち止まった。

「……ふう」

　両手から提さげている特とく大だいの買い物袋ぶくろを持ち直す。中には食料品と日用品がぎっしりと詰め込まれている。もちろん、したくてした買い物ではなかった。

　普段、岸きし杜もり家けでは兄妹二人で分ぶん担たんして買い物をしている。直人がなにを買うかは、家か事じ担当の水みず穂ほが全部リストにして渡してくれる。

「水穂の奴やつ……」

　今日に限って買い物リストがやけに長い。その上「トイレットペーパー（一八ロール・ダブル）」「コシヒカリ（十キロ・無む洗せん米まい）」など、かさばったり重かったりするものばかりだ。嫌がらせとしか思えない。

　それでも昨日きのうの剣けん幕まくを考えれば、この程度で済んでいるだけマシかもしれない。今日も水穂とはまったく口を利いていない。朝起きるともう学校へ行った後で、キッチンのテーブルにこのメモだけが残っていた。もちろん朝食の準備もしていなかった。それだけでも岸杜家ではちょっとした事件だった。いくら直人が手伝うと言っても頑がんとして聞き入れず、自分が風邪かぜで学校を休んでいても兄の分の食事だけは毎日欠かかさず作り続けてきたのだから。

　まだ直人たちに腹を立てているに違いない。確かに昨日の夜、綾あや乃のは直人の部屋に泊まったが、やましいことなどなにもない。来客用ようの布ふ団とんで寝ていただけだ。保健室にいる時と大して変わらない雰ふん囲い気きだった。

　数日ぶりにぐっすり眠ることができて、今日の調子はだいぶよくなっている。あの〈王おう国こく〉の悪あく夢むを抑えられるのはありがたかった。

　なによりも「番ばん人にん」の責せき務むを果たすには、いつもまともに動ける状態でいる必要がある。このまま綾乃に家にいてもらう他に、いい方法を思いつかない──。

（どうしよう、これから）

　水穂にどう説明したらいいか見けん当とうもつかなかった。綾乃と付き合っていないことを強調すると、一緒に住む理由を説明せざるを得ない。

（いっそ、全ぜん部ぶ打ち明けるか）

　しかし、その場合は父の孝たか臣おみの死が「夢ゆめ神がみ」と関係していることを話さざるを得ない。安あん易いに家族を巻きこむ気にはなれなかった。

　だとすると、しばらく今のまま誤ご解かいさせておくしかなさそうだ。気は進まないが。

　両手の荷物を持ち直して、狭い路ろ地じの前を足早に通りすぎる。その奥には虹にじ子この経営する「マダム☆クゼー占うらないの館やかた」がある。訪ねてこいという伝でん言ごんは憶おぼえているが、今日はこのまま帰るつもりだった。水みず穂ほのことだけでも気が重いのに、この上うえ虹子との話し合いまで乗り切る気力は残っていない。

　意い気く地じがないと言われようがなんだろうが、できるだけ先送りにするつもりだった──。

（あれ？）

　ふと、おかしなことに気付く。右手から提さげている買い物袋ぶくろが妙みように軽くなっている。袋の底が抜けたのかも、と慌あわてて振り返った。

「えっ」

　飯いい見み川がわ高校の制服を着た女子生徒が、ぴったり後ろに付いてきていた。肩ぐらいまでの髪かみと黒くろ目めがちの瞳ひとみ。小こ柄がらだが文もん句くのつけようのない美び少女。どういう意味があるのか、買い物袋の取っ手の端はしをいつのまにか摑つかんでいた。

「あ、やっと振り向いた」

　倉くら野の棗なつめはにっこりと笑いかけてきた。誰にでも好かれるクラス委員も務める優等生。校内の女子人にん気きランキングでも常にトップクラスを維い持じしており、「小さな完かん璧ぺき超ちよう人じん」の異い名みようを取っていた。綾あや乃のとは無む二にの親友同どう士しだ。

「……な、なにやってるんだ？」

「荷物が重そうだったから、ちょっと手伝ってあげようと思ったの」

「……そっか。悪いな」

　直なお人とはぎこちなくうなずいた。袋を持った手の先が軽く触れている。綾乃だったら大だい丈じよう夫ぶだが、棗相あい手てだと激しく緊きん張ちようしてしまう。これでも以前に比べると、かなり打ち解けてきたのだが。

「声かけてくれればよかったのに」

「考え事してるみたいだったから、なんとなく……あ、荷物一つ持ってあげる」

「い、いいよ別に……俺んちの買い物だし」

「どうせ途中までだから、遠えん慮りよしなくても大丈夫だよ。どれ持てばいい？」

　直人は荷物を見下ろした。両手の買い物袋と肩にかけた通学用のバッグ。どれもそれなりに重い。なんとなく決めかねていると、

「……じゃ、これにするね」

　突然、爪つま先さき立だちになって直人の肩に手をかける。彼女の顔が急に近づいてきて、直人は一歩も動けなくなった。通学用のバッグがするりと肩から外されて、棗の両手に移る。

「行こ、岸きし杜もりくん」

　バッグを大事そうに胸の前で抱えて、棗は商店街を歩き出した。直人も慌あわてて彼女と肩を並べる。スーパーに入る前よりも、商店街の大通りには行き交う人の姿が増えてきている。二人は駅とは反対の方向に歩いていった。

「倉くら野のはなにしにこっちまで来たんだ？」

　と、直なお人とは尋たずねる。彼女の家は高校のすぐそばで、登とう下げ校こうのルートにこの商店街は含まれていない。

「駅の南口にスポーツショップができたでしょう？　あそこに水着を見に行ったの。結局買かわなかったけど……ほら、もうすぐプール開きだから」

「……水泳部か」

　棗は美術部の他に水泳部にも所属している。学校のプールが使用できる期間だけ活動する弱小クラブだった。練習が厳きびしくない分、「泳ぐのが好き」という理由だけで入っている生徒も多い。彼女もそういう生徒の一人のようだった。

　去年の夏、プールの前を通りかかった時、競きよう泳えい水着姿すがたの棗なつめを見かけたことがある。意い外がいなスタイルの良さに目をそらしながら立ち止まりそうになったが、今年は一体どんな水着を──。

「……岸きし杜もりくん、どうしたの？」

「べ、別に」

　直人は首を振って、もやもやした想そう像ぞうを頭から追い出した。

「もうすぐ夏だもんな」

　雲の隙すき間まから差しこむ日差しは、以前よりも強くなっている。

「うん。そうだね……」

　そう言う棗が見ているのはまったく別の方向だった。彼女の視線の先には赤と白のギンガムチェックに塗り分けられた大きなワゴン車が止まっている。ボディには大きな文字で「ノギアイス」と書かれている──アイスクリームの屋や台たいだった。町中を所ところ狭せましと走り回っているので、この町に住む者なら誰でも知っている。

　棗の目は「塩アイス始めました」というのぼりに釘くぎ付づけになっていた。

「気になるのか、あれ」

「うん。すごく美味おいしいって噂うわさは聞いてるんだけど……どんな味なんだろ」

　噂も聞いたことのない直人にはなにも言いようがないが、確かに気にはなる。直人は店の手前で足を止めて、店ののぼりを指さした。

「あの……あれ、食ってくか？」

　一いつ瞬しゆん、棗はきょとんとしてから、輝くばかりの笑顔を浮かべる。

「うん。そうしよう」

「シングルとダブル、どっちにする？」

「シングルかな……今日、お金あまりないし」

　直人は歩道の上に荷物を下ろすと、小こ走ばしりでワゴン車に近づいていった。

「はい、いらっしゃい」

　車の後部を改かい造ぞうした屋や台たいの中から、中年の店主がのんびりと声をかけてくる。ころころに太った体と髭ひげに覆おおわれた顔はぬいぐるみのような愛あい嬌きようがある。

「塩アイス二つ。シングルで」

　直なお人とは注文しながら急いでポケットから財さい布ふを出す。後を追ってきた棗なつめがスクールバッグを開こうとするのを無視して、二人分の代金をカウンターの上に置いた。

「お金、俺が出すから」

「え？　駄だ目めだよそんなの……」

「いいって。こんなの大した値ね段だんじゃねえし」

　珍しく強ごう引いんに押し切った──カウンターの向こうで店主が苦にが笑わらいを浮かべている。店主の目の前で「こんなの」はまずい。慌あわてて頭を下げると、棗が隣となりで噴ふき出した。

「お待たせ」

　店主がカウンター越しにアイスの載ったコーンを二つ差し出してくる。見た目は普通のバニラとほとんど変わらないが、表面に透とう明めいの小さな粒つぶ々つぶが見える。

「ん？　あの、サイズが違うんですけど」

　コーンの上のアイスはダブルになっている。店主がカウンターの向こうでにやっと笑った。

「おまけおまけ。持っていきな」

　うまくやれよ、というように片かた目めだけぱちんと閉じる。直人は礼を言ってアイスを受けとった。




　商店街の歩道の上にあるベンチに座って、二人は食べ始めた。名前の通り、バニラアイスに塩を練り込んであるらしい。塩のせいでバニラの風ふう味みが引き立つ。後あと味あじがさっぱりして思った以上に美味おいしかった。

「ここのアイスは外れがないよねー」

　棗は嬉うれしそうに言った。確かにバニラアイスからはできたての牛乳の香りがする。いい材料を使っているのだろう。

　ふと、この店のアイスを食べるのは久しぶりだと気付いた。もともと甘いものをあまり食べないせいもあるが、去きよ年ねん駅前にアイスクリームチェーンの店が建ったことも大きい。この店ほどではないにせよ、コンビニのアイスよりは確実に美味しいし、店内に席もあるので長なが居いもできる。

「わたし、小さい頃からここのアイスが好きで……やだ、岸きし杜もりくん、ついてるついてる」

　棗の指がにゅっと伸びてきて、唇くちびるの端はしについたクリームを親おや指ゆびでぬぐった。そして、なんのためらいもなくぺろりとその指を舐なめる。アイスを持った姿し勢せいで固まっている直人には目もくれずに、彼女は笑顔で話を続ける。

「これが食べたくて遊園地に連れていってもらってたぐらい。昔から味は変わってないんだけど、全然飽あきないの」

　そこまで聞いたあたりで、直なお人とはやっと自分を取り戻した。

「……遊園地って？」

「あれ？　みんな知らないのかなこれ。このお店ってもともとパラダイスランドの中にあったんだけど……」

「俺、初めて聞いた」

　流る手て川がわパラダイスランドはつい数年前までこの町の外れにあったテーマパークだ。このあたりに住む人間にとっては近所の貴き重ちような娯ご楽らく施設だった。昔、この町に住んでいた資し産さん家かが自分の財産を注つぎこんで建設したものだが、経営に行き詰まって閉へい鎖さされてしまった。広大な跡あと地ちはまだ買い手がつかず、アトラクションもそのまま放置されている。

「……あ、でも言われてみるとアイスクリーム屋があったな。あそこだけちょっと混んでたような……」

　昔、父に連れられていった時、園内はどこも閑かん散さんとしていたのに、アイスクリーム売りの屋や台たいにだけ行列ができていた。綾あや乃のと一緒に並んで買った記き憶おくがある。

「うん、多分そこ」
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　と、棗なつめは言った。

「あのおじさんはもともと遊園地の従業員だったんだけど、閉へい園えんした後に自分でお店を開いたの。パラダイスランドの経営者もあの人の作るアイスが好きで、借金だらけだったんだけど、こっそり援助をしてたみたい」

「……詳しいんだな。有名な話なのか？」

　アイスの残りをかじりながら尋たずねた。

「有名じゃないけど、うちの親しん戚せきのことだし」

「へ？」

「今いま言った『パラダイスランドの経営者』って、わたしの母はは方かたの曾そう祖そ父ふにあたる人なの。名みよう字じが違うからほとんど誰も知らないけど」

　直なお人とはぽかんと口を開けた。うろ覚えだったが、確かその「経営者」の一いち族ぞくはもともと政せい財ざい界かいに相当の影えい響きよう力を持つ資し産さん家かだったはずだ。昔の戦争かなにかで一度没ぼつ落らくしかけたところを、その「経営者」が独自の才さい覚かくで事業を建て直し、さらに莫ばく大だいな財産を築いた、と。

（……すごい家に生まれたんだな）

　考えていることを察したのか、棗なつめは首を横に振った。

「あ、でも、わたしの家は関係ないんだよ？　お父とうさんも普通のサラリーマンだし……それに、その人も遊園地で失敗してお金がなくなっちゃって、今は普通のマンションに住んでる」

（その人……？）

　直人はやっと棗の言葉に含まれている微び妙みようなよそよそしさに気付いた。生まれた時から同じ町に住んでいるはずなのに、あまり親しい間あいだ柄がらではないらしい。そういえば、パラダイスランドのあった土地はテーマパークの建設に適した場所ではなく、作った人間がかなり強ごう引いんに計画を進めたと聞いたことがある。一族の中でもなにかトラブルがあったのかもしれない。

「おいしかった。ごちそうさまでした」

　棗はベンチから立ち上がる。

「今度、なにかお返しするね」

「……別にいいよ。そんなの気にしなくて」

　とは言ったものの、心が浮き立つのは止められなかった。棗は本当に文もん句くのつけようのない女の子だった。少しでもお近づきになりたいと思うのが当然だ──。

　不意に綾あや乃のの顔が脳のう裏りをよぎった。

（……ん？）

　どうしてこんなところに綾乃が出てくるのだろう。棗と仲良くなったところでなんの問題もない。たまに周囲に誤ご解かいされるだけで、別に綾乃と付き合っているわけではないのだ。彼女もそんなことを考えていそうにない。そもそも「人間」との恋愛に関心があるかどうか。追放の罰ばつを受けたとはいえ、彼女は夢ゆめ神がみの王の娘なのだ。

　直人は重い買い物袋ぶくろを持ち上げると、棗と並んで大通りを歩き出した。綾乃のことを考えるのはよそう、と思った時、

「そういえば、綾あや乃のってどうして休んでるのかな……岸きし杜もりくん、なにか知ってる？」

　隣となりを歩いている棗なつめが言った。

「い、いや……なんでだろうな」

　ぎこちなく首を振る。本当は今朝けさ起きた後で本人から理由を聞いていた。

　昨日きのうの晩、急いで荷造りをしたせいで色々足たりないものがある、一いち度ど家に帰って部屋を整理しながらちゃんと荷造りしたい、あと教きよう頭とうとのケンカでまだムカついてて学校に行く気がしない──とのことだった。

「あいつの携帯にかけなかったのか？」

「かけたんだけど、なにしてるのかはっきり言ってくれなくて……家にはいるみたいだけど」

　棗は少し沈んだ声で言った。綾乃は岸杜家けにいることを親友の棗にも話さないつもりのようだ。直なお人との方も気になっている女の子に「幼なじみと同どう棲せい中ちゆう」だと知られたくない。もちろん、他のクラスメイトや教師にも知られたくはないが。

　今さらながら、直人は学校では絶対に口こう外がいできないことを実感した。一応、飯いい見み川がわ高校では男女交こう際さいは禁止されている。さすがに有名無む実じつ化かしている規則だが、同棲まで大おお目めに見てくれるとはとても思えない。ただでさえ綾乃は教師からマークされているのだ。知られれば大変な騒ぎになるに違いない──。

「綾乃の家に行ってみようかな」

　なにげない一言に、直人はぴくっと肩を震わせた。今いま頃ごろ、綾乃は家で荷造り中だ。行かせない方がいい、と直感した。

「そんな気にしなくてもいいんじゃねえか？　しょっちゅう休んでるだろ」

「でも……なんかちょっといつもと違う気がして……」

「昨日話したけど、別に変わった様よう子すなかったぜ」

「……そう。だったらいいんだけど……」

　と、棗は言う。それでも気になるらしい。彼女は普通の人間より勘かんがいいのだ。

「明日も学校に来なかったら、また考えるよ。岸杜くんも綾乃に会ったら、どうしたのか訊きいてみてくれる？」

「お、おう」

　ほっと胸をなで下ろす。とりあえず時間は稼かせげた。今晩にでも綾乃と棗について話した方がよさそうだ。真まっ先さきに「同棲」に勘づきそうなのはこの棗だった。

　二人は商店街の突き当たりを折れて、車通りの多い国道に入った。

「岸杜くんの家って、綾乃の家のそばにあるマンションなんだよね」

「……知ってるのか？」

「うん。だって綾乃の部屋の窓から見えるし。遊びに行った時、あそこが直人の部屋の窓よって教えてもらった」

　直なお人とは妙みように気き恥はずかしくなった。別に部屋の中が見られたわけではないし、これからもそういう機会があるわけではないのだが──。

「今度、岸きし杜もりくんの家にも行ってみたいな」

「ええっ！」

　思いがけない言葉につい大声が出た。

「な、なんでまたそんな……？」

「あ、ごめん。急に変なこと言って……迷めい惑わくだよね」

「いやいやいやいや。そうじゃないんだけど……ちょっと今、色々あって……」

　直人は口ごもった。二人は川に近い横おう断だん歩道にさしかかっている。直人の住むマンションは信号の先の橋を渡ったところにあった。

「あ、俺こっちだから。荷物ありがとな」

　直人は早口で言って、バッグを受け取ろうとする。棗なつめは逆に胸の前でしっかりとバッグを抱えこんで、不安そうな目で直人を見上げた。

「……色々ってなにがあったの？」

「え？」

「綾あや乃のも岸杜くんも、なにかわたしに隠かくしてない？　二人ともちょっと様よう子すが変だよね」

「それは……あの……」

　いきなりストレートに尋たずねられて、うろうろと目を泳がせる。うまい言いわけなど思いつかない。口くち下手べたな自分が恨うらめしかった。

「わたし、二人のことが心配なの……また、先月の時みたいなことが起こってるんじゃないかって……」

　棗は「ヨミジ」の事件の時、学校で情報を集める手伝いをしてくれた。教室に現れた「あらずの扉とびら」にも、現実の世界へ現れた「ヨミジ」にも遭そう遇ぐうしている。しかし、夢ゆめ神がみについて彼女にはなにも事情を説明しなかった。

「先月みたいなことは起こってない。大だい丈じよう夫ぶだよ」

「じゃあ、なにが起こってるの？」

　二人の間に沈ちん黙もくが流れる──。

　突然、背後で歩行者用ようの信号が耳みみ障ざわりな音楽を流し始めた。ふっと我に返ったように、棗は表情をゆるませた。

「……説明しないのも説明のうち、だったよね」

　彼女は目を伏せてつぶやいた。以前、彼女自身が口にした言葉だったが、今日はずっと寂しげに響ひびく。

「倉くら野の……」

　思わず口を開きかける。突然、棗なつめはバッグのストラップを直なお人との首にかけた。ずしりとしたバッグの重みを感じる。

「ほら、信号変わっちゃうよ」

　彼女の声はもういつもどおりだった。後うしろ髪がみを引かれる思いだったが、今この場で話せることはなにもない。

「……また明日な」

　そう言い残して、直人は急いで横おう断だん歩道を渡っていった。
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「いいのかな、このまんまで」

　直人は窓まど際ぎわに座って、外を見ながら言った。

「倉くら野の、俺らのこと心配してたぞ」

「なにも言わない方がいいのよ。棗本ほん人にんにとってもね」

　夕食の後、二人は岸きし杜もり家けの和室にいた。仏ぶつ壇だんを置いているだけで、普段はほとんど使っていない部屋だ。

　綾乃は家から持ってきた荷物を整理している。話し合いの結果、普段はここに寝ね泊とまりして、直人が〈王おう国こく〉の夢を見た時だけ同じ部屋で寝る、ということになった。もちろん水みず穂ほは賛成していない。というより直人と口を利こうともしなかった。部屋に籠こもったきり出てこない。

「俺、昼ひる間ま思ったんだけど……」

　直人は綾乃の方を振り向き──ぎょっとしてまた視し線せんを窓の外に向けた。彼女はまじめくさった顔で色とりどりの下着を畳たたみの上に並べているところだった。なにを持ってきたのかチェックしているらしい。いくら幼なじみでも、下着までは見慣れていない。

「ちょっ……お前、そういうの誰もいない時に整理しろよ」

「なんのこと？」

「だからその……下着を……」

「え？　下着？」

　沈ちん黙もく。

「……やだ、あげないわよ？」

「いらねえよ！」

　駄だ目めだこいつ、と直人は思った。彼女には昔から妙みように無む頓とん着ちやくなところがある。他人がなにを考えているのか、自分が他人にどう思われているのか、まったく分かっていないのだ。

「で、なんなのよ。今いま言いかけたこと」

　まだ整理が終わった気け配はいはない。仕方なく目を背けたまま話し始めた。

「他の人はともかく、倉くら野のには全部話はなしてもいいんじゃないか？　夢ゆめ神がみのこととか」

　別れ際の寂しげな表情が気になって仕方がなかった。もちろん、綾あや乃のがここに住んでいることを知られたくはないが、このまま隠かくしているとかえって誤ご解かいを招きそうな気がする。

「倉野は信用できるし、俺らの助けになってくれるんじゃないか？　あの性格だと、かえって隠しごとされてる方が嫌なんじゃ……」

「それは駄だ目めよ」

　綾乃はきっぱり言った。

「本来、無関係な人間を夢神のことに巻きこむべきではないの。『ヨミジ』の悪あく夢むは、クラス全員が見ていたでしょう？　夢神の悪夢を見ている者の周囲にいたり、悪夢について調べたりする人間は、それだけ悪夢を見やすくなってしまうの……まるで感かん染せんするみたいに。『扉とびらの民たみ』の存在が秘密にされていたのも、そういう事情よ」

「でも、『ヨミジ』の時は倉野に色いろ々いろ調べてもらってただろ」

「あれは特別なケースよ。思った以上に『ヨミジ』の被害が広がっていて、時間の余よ裕ゆうがなかったし、なによりももう棗なつめ自身も巻きこまれていたしょう？　だから仕方なく手伝ってもらったの。それに、もし事情を話せばわたしたちが何者なのかも知られることになるのよ」

　綾乃の言葉がつかの間ま途と切ぎれる。

「……あなた、自分が『扉の民』だって棗に知られてもいいの？」

　直人は首をひねる。別に嫌がる理由はなかった。

「俺はいいけど。隠しとく方がなんか嫌だし」

「そう。あなたがそう言うならいいわ」

　と、彼女は言った。

「わたしは別にどっちでもいいし……どうせずっとこっちにいるわけじゃないもの」

（また言った）

　どうもその言葉が引っかかって仕方がない。確かに死ぬまで彼女が現実の世界にいるわけではないし、いずれ〈王おう国こく〉に帰すと約束したのも直人自身なのだが。

「……でも、今はこっちにいるだろ」

「そうだけど、それがどうかしたの？」

「いや、別に……」

　どこか割りきれないものを感じながら、直人はまばらな明かりを見下ろす。

　夜は更ふけていく。人々も眠りにつく時間だった。




　おそろしくまぶしい日差しの下に、その白い門は建っていた。壁面を覆おおうレリーフは少しパリの凱がい旋せん門もんに似ている。アーチの手前には庇ひさしがあり、ギリシャの神しん殿でんのような中央の膨ふくらんだ柱で支えられている。豪ごう華かな外見を目指したのは分かるが、思いつくものを寄せ集めたようで統とう一いつ感はない。はりぼてのような安っぽさが漂っている。

　門の手前に立っていた直なお人とは耳を澄すます。アーチの先からかすかにメリーゴーラウンドの派は手でな音楽と、ジェットコースターのレール音が聞こえてくる。

（……あそこか）

　ここがどこなのかすぐ分かった。

　流る手て川がわパラダイスランドだ──ただし、本物ではない。直人の夢の中だった。

　振り返ってもテーマパークの外にはなにもない。単色で塗りつぶしたような青い空と白い地面がどこまでも広がっているだけだ。前へ進むしかなさそうだった。

　直人はアーチをくぐり抜けた。この白い門がパラダイスランドの入園口ぐちになっている。その先には芝しば生ふに覆おおわれた庭園が広がっている。庭園は十字を描く小こ径みちで区切られており、二つの小径が交わる中心には円形の噴ふん水すいが設しつらえてある。

　庭園を囲うように、陽かげ炎ろうに揺れるジェットコースターや観かん覧らん車しやが建っていた。反射的に早はや足あしになりかけて、直人は苦く笑しようした。子供の頃はこの入園口を通ると、いつもアトラクションへ向かって駆け出したものだった。

（直人、もう少しゆっくり行きなさい）

　父の声がはっきりと蘇よみがえる。あれは家族全員でこの遊ゆう園えん地ちを訪れた時だ。まだ赤あかん坊ぼうだった水みず穂ほは母の押すベビーカーに乗っていた。

　大人おとなたちが来るのを待つか、このまま走っていくかこのあたりで迷ったと思う。確かあの時はそうしているうちに──。

（ふんすい、みにいこう）

　耳元で女の子の声がはっきり聞こえた気がした。確かあの時は綾あや乃のも一緒だった。彼女に手を引かれて、噴水に向かって走り出したのだった。

　不意にぎゅっと胸が締め付けられる。現実にあるこのテーマパークはただの廃はい墟きよと化している。

　昔のままで残っているものはなに一つない。

　かつてこのテーマパークを訪れた人間も同じだ。あの頃、直人たちには両親がいた。夢ゆめ神がみのことも、「悪あく夢む」のことも、なにも知らずにいられた。

　ゆっくりと噴水に向かって歩き出す。

（……昼間の話のせいか）

　アイスクリーム屋のそばで、棗なつめとこのテーマパークの話をした。

　おそらく昔の記き憶おくが刺し激げきされて、夢の形になったのだろう。

　庭園にいるのは直人一人だった。アトラクションが動いているのに、どこからも悲鳴や歓声が上がっていない。

　どうして他に観客がいないんだろう。みんなどこへ行ったんだろう。

　やわらかな芝しば生ふを歩いていた直なお人との靴くつの爪つま先さきに、なにかがかつんとぶつかった。

（……ん？）

　見下ろすと黒い靴が落ちている。地じ味みな女おんな物もののピンヒールだった。他に誰もいないのに、どうして靴だけがこんなところに落ちているのだろう。直人はかがみこんでヒールをつまんで拾い上げようとする。

「うっ？」

　ぬるりとした感かん触しよくに思わず手を放した。指先が赤黒く濡ぬれている。

　血だった。

　あたりを見回しても、視し界かいの範はん囲いにはやはり誰もいない。動くものと言えば噴ふん水すいぐらいだ。次々と形を変えてきらめく奔ほん流りゆうを凝ぎよう視しする。水の動きに不ふ審しんなところはない──しかし、なにか気になるところがある。

　噴水池いけへ近づくにつれて。空気が冷たくなっていく。なだらかにカーブするコンクリートの縁ふちに両手を突き、池の中をそろそろと覗のぞきこんだ。

　直なお人とは啞あ然ぜんとした。

　様々な形の靴、ストラップの切れたバッグ、服の切れ端はし、携帯電話──様々な小こ物ものが池の底に散らばっている。それも一人や二人の持ち物ではない。男おとこ物ものもあれば女物もあり、子供用の帽ぼう子しや、老人が持っていたらしい折れたステッキまで沈んでいる。

「なんだこれ……」

　何人もの人間の持ち物が沈んでいる。

　一体、どういう夢なのだろう。これも直人自じ身しんが自分の記き憶おくから作り出した「イメージ」なのだろうか。これを持っていた人たちは、どこへ行ってしまったのだろう。

　ふと、万まん年ねん筆ひつと腕うで時計の間に、一つだけなんなのか分からないものが沈んでいることに気付いた。ピンポン球だまほどの白い球きゆう体たい。しかし、ピンポン球なら水に浮くはずだ。

（なんだ、これ？）

　手を突っこんで拾い上げる。思ったよりも冷たく、ゆで卵を思わせる弾だん力りよくがある。完全な球体ではなく、少し平べったい。根本からは電気のコードのようなものが伸びている──。

「うわああっ？」

　突然、直人はその球体を芝生の上に投げ捨てた。転がった球体がぎょろりと直人を見上げる。噴水に洗い流されて、血は一いつ滴てきも残っていないらしい。まるで標ひよう本ほんのようだった。

　それは人間の眼球だった。




　話を聞き終えてから、綾あや乃のはマグカップをテーブルに置いた。

「……そこでその夢は終わり？」

　直人はうなずく。制服に着替えた二人はダイニングテーブルの前でコーヒーを飲んでいた。隣となりのリビングのテレビからは朝のニュースが流れている。昨日きのうと同じように、水みず穂ほはもう学校へ行ってしまっていた。

「夢ゆめ神がみの悪あく夢むとは限らないわ」

　あっさり綾あや乃のは言った。

「けど、人が死んでるみたいだったぞ」

　眼球の感かん触しよくがまだ手の中に残っている。あれがただの夢とは思えない。

「……確かに今のあなたは夢神の悪夢にとても影えい響きようされやすくなっているわ。周りにいる人間の悪夢に入りこんでしまう……その鍵かぎが『扉とびらの民たみ』に影響を与えるから」

　そう言いながら、綾乃は直人の前に置かれた黒い鍵に視線を落とした。彼がいつも持ち歩いているその黒い鍵が番ばん人にんの証あかし──モーフィアスだった。〈王おう国こく〉を含めて、あらゆる悪夢へ通じる「あらずの扉」を開ける鍵。夢神に対抗するための唯ゆい一いつの武器だった。

「でも、今の話だけでは結けつ論ろんが出せないわ。夢神に関係なくても、あなたがそういう夢を見ることはありうるはずよ」

　直人はコーヒーを黙って一ひと口くち飲んだ。確かにあの時、頭にあったのは死んだ両親のことだった。特に父の孝たか臣おみの死には「赤い目」が関係している。あの眼球はそのイメージの反映でしかないかもしれない──。

「今夜もこの夢を見るようなら、話は別でしょうけど」

「……それまで待つしかないってことか？」

「そうは言ってないわ」

　綾乃は椅い子すから立ち上がった。

「わたし、これから病院に行ってくる」

「病院？」

「もし、夢神が悪夢の中でそんな風ふうに人間たちの魂たましいを食べたとしたら、目を覚まさなくなった患かん者じやが大おお勢ぜい運びこまれているはずよ。なにかの騒ぎになっていると思わない？」

「そっか……そうだな」

　夢神のもたらした悪夢なら、なんらかの形でこの現実にも影響が出ているはずなのだ。

「俺は病院に行かなくてもいいのか？」

　ダイニングキッチンを出て行こうとする綾乃に声をかけた。

「直人には他にやることがあるじゃない」

「え？」

「昨日も話したでしょう？　夢神の悪夢は感かん染せんするのよ。最近あなたが接せつ触しよくした人間の中に、その悪夢を見ている人がいたかもしれない。そういう人がいないかどうか、一応訊きいてみなさいよ……一番可能性があるのは学校だと思うけど」

　最近接触した人間、で真まっ先さきに思い付くのは棗なつめだった。彼女とはあのパラダイスランドの話もしている。

「ただ、質問の仕方に注意してね。もし昨日きのう見たのが夢ゆめ神がみの悪あく夢むだったとしたら、あなたは感かん染せん症しようのキャリアみたいなものよ」

「待て。どうやって訊きくんだよ？　こっちから内容話はなすと感染するかもしれないんだろ？」

「『毎晩変へんな夢を見ていないか』を訊いて。毎まい晩ばん見続けるのが、夢神の悪夢の特とく徴ちようだから。とにかく、相手の精神に悪夢のイメージを伝えないようにするの。それでも『ヨミジ』の悪夢みたいに、特定の空間にいただけで感染する悪夢もあるから完全ではないけど、かなり危険性は減らせるはずよ」

「……分かった」

　棗なつめと話すことを思うと気が重かった。理由も話さずに「どんな夢を見ているのか」を訊かなければならない。

（やっぱり、倉くら野のに協力してもらった方がいいんじゃないか）

　しかし下手へたに事情を話せば、悪夢に「感染」してしまうおそれがある。そう釘くぎを刺されたばかりだ。

「じゃ、わたし行くわね」

　綾乃は足あし早ばやにダイニングを出て行く。

　それを見送ってから、直なお人とはのろのろと立ち上がった。




　　　　　　　　　６




　その日の放課後ご、棗は飯いい見み駅えき前の商店街にいた。

　狭い裏通りに足を踏み入れた途と端たん、背後の喧けん噪そうが噓うそのように遠ざかる。まだ明かりのついていない居い酒ざか屋やや、看かん板ばんの文字が消えかけたクリーニング屋の前を通りすぎ、突き当たりのひときわ小さな店の前で立ち止まった。

「マダム☆クゼー占うらないの館やかた」という看板の脇から、窓ガラス越しに店の中を覗のぞきこむ。

　オレンジ色のドレスを着て、同じ色のサングラスをかけた太った女性がテーブルの向こうに腰掛けている。今は客を占っている最さい中ちゆうで、メガネをかけた中学生らしい女の子がその正面に座っていた。二つ結びの髪かみがセーラー服の襟えりにかかっている。

　身を乗り出して話しているのは客の方で、店主はうなずきながら聞いている。占いにしては少し変わった光景だった。

　棗はドアから一歩下がって待つことにした。何度か綾乃の家では顔を合わせたことはあるが、この店へ来るのはこれが初めてだった。今日は占い師のマダム☆クゼーではなく、綾乃の母親の久く世ぜ虹にじ子こに話があって来たのだった。

（昨日、なんか夢ゆめ見みなかったか？）

　彼女は今朝けさの直なお人との言葉を思い出す。見なかったと思うけど、と戸と惑まどいながら答えると、あからさまにほっとした様よう子すだった。

　なにかあったの、と尋たずねても、なんでもないという返事がかえってくるだけだった──が、なにかあったと顔に書いてあった。その後、直人と仲のいい山やま中なかたちにそれとなく訊きいてみると、同じような質問を皆にしていたらしい。

　綾あや乃のは今日も学校に来ていない。彼女の携帯にかけると、今日も行かない、と素そっ気けなく答えるだけだった。どこかの施設の中にいたようだが、かすかに聞こえた館かん内ない放送では、どうも病院だった気がする。

（どうして、二人ともわたしに教えてくれないんだろう）

　なにかあればいつでも手助けをするのに。

　自分にとって二人は友達でも、二人にとって自分は友達ではないのだろうか。

　事情があることぐらいは分かっている。それでも、どうしても胸むな騒さわぎが治まらなかった。

　考えた末にやって来たのが、虹にじ子この経営するこの店だった。綾乃の母親ならなにか知っているだろう。ヒントぐらいは聞けるかもれないと思った。

　突然ドアが開いて、「客」の女の子が店の外へ出てきた。棗なつめの方をちらりとも見ずに、硬い表情のまま目の前を通りすぎていく。間ま近ぢかで見るとはっとするほど可愛かわいい顔立ちだった。

（……あれ？）

　知らない相手のはずだ。それなのにどこかで見た顔の気がする──。

「おや、珍しい顔だね……倉くら野のさん、だったっけ」

　店内から声をかけられて、棗は我に返った。

「はい、そうです。こんにちは」

　と、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「中へどうぞ。外にも書いてあるけど、時間は一回二十分で……」

「すいません。今日は客として来たんじゃないんです。綾乃のことで少し相談したいことがあるんですけど」

　虹子はぱちぱちとまばたきをしてから、厚くルージュを塗った唇くちびるに苦く笑しようを浮かべた。

「……今日はそんな子ばっかり来るねえ」

「え？」

「とにかく、こっちへ来てお座りよ」

　と、虹子は言った。




　棗がテーブルの席に着くと、虹子は慣れた手つきでティーポットからカップにお茶を注そそいで差し出してきた。きっと普段からこんな風ふうに客に振る舞っているのだろうと思った。

「さっきの客に淹いれたもんだけど、出す前に帰っちゃってね。そろそろ飲み頃のはずだよ」

　ふわりと甘い香りが漂ってくる。ローズヒップがベースだが、他にも何なん種類かのハーブとブレンドしてあるらしい。棗なつめの好きな味だった。

「あ、美味おいしい……オレンジピールが多めに入ってるんですね」

「おや、あんたは味が分かるんだね。ここに来る客はそういうのに疎うといから、あたしも張り合いがなくてさ。前に直なお人とに出した時は、今にも吐きそうな顔してたよ」

　あっはっはっは、と自分のカップを手に虹にじ子こは笑った。

「ん？　あんたは直人を知ってるんだっけね？　岸きし杜もり直人」

「はい、もちろん。友達ですから」

　カップを置こうとしていた虹子の手が一いつ瞬しゆん止とまる。なんだろう、と棗は怪け訝げんに思った。

「……そう。友達かい。実は今いま出てった女の子が直人の妹なんだ。水みず穂ほっていうんだけどね」

「えっ？」

　びっくりして振り返った。もちろん、外にはもうあの少女の姿はない。言われてみれば、直人にどことなく似ていた。

「そうだったんですか」

「あたしはあの子たちの親と仲が良くってね……一応、今も近所に住んでるから相談相あい手てになってるのさ。まあ、わざわざ会いに来るのは妹の方ばっかりだけど。直人の方はこっちから呼んだって来やしない」

　棗は黙ってハーブティーを飲む。直人の気持ちが分かる気がした。職業のせいなのか、虹子は人を威い圧あつするような雰ふん囲い気きを漂わせている。棗も少し緊きん張ちようしていた。

「それで、相談っていうのはなんなんだい？」

「この三日、綾あや乃のが学校に来てないんですけど、具合でも悪いんですか？」

　虹子は首をかしげる。

「多分、元気なはずだけどね」

「じゃあ、なにか他に理由があるんですか？」

「さあねえ……あたしも見当つかないよ。ここ何日かほとんどうちにいないしさ」

　わざととぼけているわけではないらしい。放ほう任にん主義だとは聞いていたが、ここまでとは思ってもみなかった。

「先月、学校であった事件はご存ぞん知じですよね？　わたしたち、あの時色いろ々いろ調べていて、駒こま江え先生が連れて行かれた時もその場にいたんですけど……」

「ああ、それは後で警察から聞いたよ」

　その答えも驚きだった。あれだけの事件だったのに、親子で話そうともしなかったのだろうか。あの事件の後、棗は両親からしつこいほど質問攻ぜめにされたのに。

「……まあ、あの子たちがなにか調べてるのは知ってたよ。直人が綾乃に部屋に泊まったりしてたしさ」

　棗なつめの胸がどきっと鳴る。そんな話はまったく聞いていない。あの事件の時だったら、きっとなにか理由があったのだろう。そう思おうとしたが、なぜか動どう揺ようを抑えきれなかった。

「で、先月のことがどうかしたのかい？」

「あ、はい……二人の様よう子すがあの事件の前にちょっと似ている気がするんです。なにか調べてるみたいなんですけど……このままだと危ない目に遭あうんじゃないかって心配で。そういうこと、二人から聞いてませんか？」

　なにか思い当たる節ふしがあるらしい。虹にじ子こはちらっと目を伏せた──が、すぐに顔を上げる。

「あたしは知らないね。少なくとも二人からはなにも聞いてない。あたしも訊きかないし」

「……どうしてですか？」

「うちの家はちょっとよそとやり方が違うんだ。綾あや乃のが話さない限り、こっちからはなにも訊かない。そういうルールになってる」

　虹子は淡たん々たんと言った。

「綾乃のこと、心配じゃないんですか？」

　つい責めるような言い方になった。

「そりゃ心配だよ。でもね、心配ってのはあたしが自分のためにやってるもんだから。あの子がそれに付き合う義理はないんだよ」

　意味がよく分からなかった。他人を心配することが、どうして自分のためになるのだろう。

「あの子だって心配されてることぐらい分かってるさ……それでも話さないのは、きっと事情があるからなんだ。言いたくても言えない、言うのがこわいことってのは誰にでもあるもんだろ？　あんたにだってあるんじゃないのかい？」

　棗は考えこんだ。他人に話したくないことはあるが、言いたいのに言えない、という気持ちはうまく想そう像ぞうできなかった。言いたければ言えばいいのに──。

「……この際だからちょっと言わせてもらうけどね」

　虹子の声の調子は今までと変わらない。ただ、なにかを見み透すかすようにぎゅっと目を細めている。

「あんたはさっきから心しん配ぱい心配って言ってるけど、あんたが本当に気になってるのは綾乃たちのことじゃないね。どっちかというと、心配してるのは自分のことだよ」

「ど、どういう意味ですか？」

「あたしが今言ったって、絶対に納なつ得とくしないよ」

　素そっ気けなく虹子は言う。棗はむっとした。自分から言い出しておいて。

「……もともと、あんたはそんなに知りたがりじゃないはずだよ。後は自分で考えるんだね。自分自身のことなんだから」




「占うらないの館やかた」を出た棗は、大通りへと小こ走ばしりに出て行った。

（時間を無む駄だにしちゃった）

　結局、虹にじ子こに煙けむに巻かれただけの気がする。自信満まん々まんの彼女の言葉が頭から離れなかった。棗なつめは綾あや乃のたちを心配していない──どういうことなんだろう。

（もともと、あんたはそんな知りたがりじゃないはずだよ）

　それだけは虹子の言うとおりだった。先月まで棗は二人の事情をいちいち訊きこうとはしなかった。「説明しないことも説明のうち」。そう思っていたからだ。

　でも、今は違う。

　あの「ヨミジ」の事件の影えい響きようだと思う。自分たちは死んでもおかしくなかった。もし友だちがまた危険な目に遭あったら、と心配しているだけだ。なにをしているのか詳しく知りたくなっても不ふ思し議ぎはない。

　多分、そういうことのはずだ。

　彼女は大通りに出ると、家のある方角に向かって歩き出す。アイスクリーム売りのワゴン車は見当たらない。別の場所を回っているのだろう。今日も食べたい気分なのだが。

　昨日きのう直なお人とと一緒に座ったベンチにさしかかった時、メガネをかけたセーラー服の少女が座っていることに気付く。さっき虹子の店にいた客──直人の妹だった。

　視線に気付いたのか、彼女は顔を上げて、無言かつ無表情に棗を凝ぎよう視しする。話しかけるしかなかった。

「岸きし杜もり水みず穂ほさん、だよね」

「……はい」

「わたし、お兄にいさんの友達で倉くら野の棗っていいます」

　と、棗は言った。




　一いつ瞬しゆん、水穂は自分の耳を疑った。

「兄の……友達……ですか？」

　黒くろ目めがちの瞳ひとみと桜さくら色いろの頰ほお。感じのいい笑顔。小こ柄がらで童どう顔がんだが、誰からも好かれそうな「かわいい女の子」だった。ぼんやりもっさりした兄には似に合あわない。ひょっとすると同どう姓せい同どう名めいの別人の友達──いや、兄と同じ高校の制服を着ている。

「うん。岸杜くんの友達。綾乃の友達でもあるけど」

　そこで体から力が抜けそうになる。そういえば、綾乃にはクラス委員のしっかりした友達がいる、と兄から聞いたことがある。先月、兄の学校で事件が起こった時、その友達も一緒にいた、と。多分、この人のことだろうと思った。いかにもクラス委員を務めていそうだ。

「さっき、占うらないのお店の前ですれ違ったでしょ？」

「あ……」

　そういえば、この制服を着た客が外で待っていた。それどころではなかったので、気が付かなかった。

「わたしも座っていい？　ちょっと話したいことがあるの」

「……どうぞ」

　訝いぶかりながらうなずくと、棗なつめはすとんと隣となりに腰を下ろした。

「なんでしょうか」

「最近、岸きし杜もりくんと綾あや乃のになにか変わったことはない？」

　前まえ触ぶれなく棗は切り出した。水みず穂ほの頰ほおがぴくりと震える──まさにそのことを相談しに虹にじ子このところへ行ったのだ。

　最初は綾乃が虹子の制せい止しを無視して、いきなり押しかけてきたのだとばかり思っていた。こんな「いやらしい」ことを大人おとなの虹子が許すはずがないからだ。いかに自分たちの生活がメチャクチャになってしまったか、二人が一体どんなことをしているのか、思い付くままに訴えた。

　虹子は黙って耳を傾けていたが、途中でいきなり口を開いた。

「あの二人、別にやましい間あいだ柄がらじゃないと思うけどね。今のところは」

　仰ぎよう天てんしたのは水穂だった。虹子は絶ぜつ対たい反対していると信じていたからだ。

「おばさん……賛成なんですか？」

「そりゃ、あたしも色いろ々いろ言いたいことはあるけどさ。あの二人にはそれなりの事情があるんだと思う。好きでやってるようには見えないんだよ……」

「そんなの、どうでもいいです」

　と、水穂は言った。

「あの人が、お兄にいちゃんを、騙だましてるんです」

「綾乃はうちの娘だよ。そんな言い方はやめとくれ」

　虹子は渋しぶい顔で言った。さすがに水穂もなにも言えなくなった。

「そのうち、あたしからも直人に話をしてみるよ。不満だろうけど、もうしばらく様よう子すを見るんだ……約束してくれるね？」

　ほとんど強制に近い勢いで迫られて、はいと言うしかなかった。

（みんな、どうして「あんな人」を甘やかすんだろう）

　昔からそうだった。虹子はやたらと綾乃を信用しているし、直なお人とはワガママにただ従っているし、亡くなった父も彼女にはとても優しかった。

　水穂はそんな風ふうに扱われたことがない。

　一度だけ、父に不満をぶつけたことがある。綾乃ばかり優しくされるのはどうしてなのかと。父はしばらく考えてから、嚙かんで含めるように言った。

「水穂が考えるほど、あの子は幸せじゃない。他の子供たちなら誰でも持っているものを、今のあの子は持っていない……直人はともかく、わたしや虹子はそれが分かってるから、少し違う接し方をしている……」

　もちろん、水みず穂ほには意味が分からなかった。綾あや乃のが持っていないものなどなさそうだった。全部独ひとり占めしたがっているようにしか見えない。

　水穂は兄のことが心配だった。綾乃の後にくっついているうちに、道を踏み外すのではないか。

　本人のためにも、自分がしっかり監かん視ししなければ、と彼女は固く心に決めていた。

「……変わったこと、ですか」

　水穂は棗なつめの質問を繰り返す。

「うん。最近様よう子すが変だから、心配してるの。なにかが起こってるんじゃないかと思って」

　水穂は大きく目を見開いた。ここにも自分と同じように兄を「心配」している人がいる。

　この人は信用できる。今の兄を「正しい道」に戻してくれるかもしれない。

「実は、ですね……」

　しばらく様子を見なさい、という虹にじ子この忠ちゆう告こくが頭をよぎった。ここで相談しては「様子を見る」ことにならない──しかし、水穂は必死に虹子の巨きよ体たいを頭の片かた隅すみに追いやった。約束を破ることになってしまうが、これも兄の将来のためだ。

「兄は今……」

　棗の澄すんだ瞳ひとみが自分に注そそがれている。水穂ははっと我に返った。

（友達じゃ、なくなるかも）

　もし「同どう棲せい中」などという下げ品ひんな真しん相そうを知ったら、棗の中で兄への評価は地に墜おちてしまう。しかも相手の綾乃も棗の友達なのだ。恋愛に疎うとい水穂にも、棗が兄にそれなりの好意を持っているのは分かる。

　あの頼りない兄に、こんなかわいい女の人と仲良くなるチャンスはそうそうないはずだ。

　ひょっとすると、一生に一度かもしれない。本当に「兄のため」なら、この場ですべてを話してしまっていいのだろうか。それこそ、しばらく様子を見てから決めるべきだ。

「……秘密、です」

「えっ？」

「失礼します」

　水穂はそそくさと立ち上がる。驚いている棗を残して、その場を立ち去った。
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　直なお人とはマンションのドアを開ける。まだ水穂も綾乃も帰ってきていないらしかった。まっすぐに自分の部屋に戻って、ベッドの上にバッグを放り投げる。

「……ふう」

　気き疲づかれする一日だった。

　パラダイスランドの夢を見ている者がいないか、クラスで聞いて回ったのだが、結局誰だれも見つからなかった。「ヨミジ」の事件が起こってからそう経たっていないのに、「さりげなく」夢の話を聞き出すのは思ったよりもずっと難しかった。ただ不ふ審しんがられるだけではなく、「お前はなんか夢を見てるのか？」と逆に訊きかれてしまう。

　もちろん棗なつめにも尋たずねたが、思い切り怪あやしまれていた。

（倉くら野のだったら、こういうのうまくやるんだろうな……）

　考えても仕方がない。彼女は巻きこまないことになっているのだから。

　不意に直なお人との携帯が鳴る。パネルを開くと、かけてきたのは棗だった。

「……はい」

『岸きし杜もりくん？　倉野です』

　棗が電話をかけてくるのは珍しい。女の子にしては珍しく、用事がないと電話しない人間だった。

「なんかあったのか？」

　携帯の向こうで車の走る音が聞こえる。彼女は外にいるらしかった。

『さっきまで、岸杜くんの妹さんと話してたんだけど』

「水みず穂ほと？　なんで？」

　一体どういう組み合わせなのだろう。第一、今まで面めん識しきもなかったはずだ。

『商店街で偶ぐう然ぜん会ったの。わたしも彼女も綾あや乃ののお母かあさんのところに相談しに行って……岸杜くんたちのことで』

　顔から血の気が引いていった。虹にじ子こにはまだ会いに行っていない。多分、相そう当とう腹を立てているはずだ。

「お、おばさん、なんか言ってた？」

『ううん。大したことは別に。なにも分かってないみたい』

　なぜか棗は怒ったような早はや口くちで言った。

『……迷めい惑わくだと思うけどどうしても気になるの。やっぱり今なにか事件が起こってるんでしょう？　妹さんは全ぜん部ぶ知ってるみたいだったよ』

「え……？」

　直人の頭が混乱してきた。水穂には「夢ゆめ神がみ」のことも、先月の事件のことも詳しく話していない。知っているのは綾乃がここに住み始めたことだけだ。

「いや、あいつはよく知らないと思うけど」

『でも、岸杜くんには秘密があるって言ってた』

　それ違う、と直人は心の中でつぶやいた。もちろん妹を責められない。この混乱の原因は全部自分と綾乃にあるのだ。

「……誤ご解かいしてんだよ、多分」

『じゃあ、なにを誤ご解かいしてるの？　誤解だったら隠かくすことないでしょ？』

　直なお人とはぐっと詰まった。それはそれで説明するわけに行かない。

『わたし、少しは二人の役に立てると思う。今日だって、二人ともなにか調べてたんでしょう？　綾あや乃のは学校に来ないし、岸きし杜もりくんは夢のことをみんなに聞き回ってたし……』

　棗なつめの声はだんだん弱々しく、小さくなっていった。

『わたし、そんなに信用できないかな……』

　沈ちん黙もくが流れる。

　直人はぐっと唇くちびるを嚙かんだ。ここまで聞いてとぼけ続ける気にはなれない。

「……そういうわけじゃないよ。正直、俺は協力して欲しい。でも、倉くら野のに話せない理由がある。それに、本当にこの前みたいな事件が起こってるのか、まだ分かってない……今、俺も綾乃もそれを調べてるとこなんだ」

『綾乃、家にもあまりいないみたいなんだけど、それと関係があるの？　岸杜くんはそのこと知ってた？』

「う、うん……なんていうか……まあ……」

　知っているもなにも、綾乃はこのマンションにいる。

『綾乃、どこに行ってるんだろう……学校にも来てないし』

「そ、そうだな……」

「あら、帰ってたの？」

　口から心しん臓ぞうが飛び出しそうになった。ドアの方を振り向くと、綾乃が部屋の中に入ってくる。止まれ、と手で合あい図ずした。

『今の、妹さん？』

「うん。いつのまにか帰ってきてたみたいで……」

　棗は黙りこんだ。なにかおかしいと思っていそうだ。

「わ、悪いけどなんか呼んでるみたいだから。それじゃ！」

　通話を終わらせてから、直人はため息をついた。

「直人」

　と、綾乃が言った。なぜか彼女の視線は直人の携帯に注そそがれている。

「今日、このあたりの病院を回ってきたけど、目を覚まさなくなって運びこまれた患かん者じやはいなかったわ」

「そっか……こっちも探してはみたけど、俺と同じ夢を見た奴やつは今んとこ出てきてない」

　夢ゆめ神がみの痕こん跡せきが見つからない──現実の側からはこれ以上調しらべようがなかった。

「しばらく様よう子す見るしかないってことか？」

「……そうね」

　まだ彼女は直人の携帯を見ている。よほど気になるらしい。

「……どうかしたのか？」

「今のは棗なつめからの電話？」

　ようやく綾あや乃のは言った。最初からそれを訊きけばいいのに、どうしてためらうのだろう。

「うん。クゼーおばさんに会いに行って、その後水みず穂ほとも話したってさ」

　途と端たんに綾乃の表情がくもった。

「なにを聞いたのかしら、あの二人から」

「大たいしたことは聞いてないみたいだぞ。ただ、俺らがなにやってるか気になってるって」

「それで、あなたはなにか話した？」

「してないよ」

　ほっと息をついたのが直なお人とにも分かった。

「……話さない方がいいわ。棗のためには」

　直人はさっきの棗の様よう子すを思い出した。こういう風ふうに隠かくすことが、本当に棗のためになっているのだろうか。少なくとも、本人の望んでいることではない──。

「俺、ちょっと思ったんだけど」

　と、ポケットに携帯をしまいながら言った。

「倉野には話せるとこだけ事情を話して、協力してもらっちゃ駄だ目めなのか？　悪あく夢むに感かん染せんしないようにしながら、手伝ってもらうっていうのも……」

「駄目よ。それでも危険はあるもの」

　綾乃はきっぱりと否定する。直人の中でずっとくすぶっていた違い和わ感かんが形になり始めた。どうしてここまで必死に隠そうとしているのだろう。

「でも、倉野は俺らを手伝いたがってんだぞ」

　と、直人は言った。

「俺も一応そうだけど、お前は倉野の友達だろ？　危険なのは分かるけど、少しはあいつの気持ちも考えて……」

「気持ちを考えてるから、こうしているの」

「……え？」

「自分が本当は何者なのか、知られてもいいの？」

　綾乃は低い声で言った。

「だから、昨日きのうも言ったろ。俺は別にバレてもいいって……」

　突然、直人は頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを憶おぼえた。

（あ……）

　どうしてもっと早く気が付かなかったのだろう。今までの彼女の態度がすべて物語っていたのに。

「お前、自分が夢ゆめ神がみだってこと、倉野に知られたくないんだな？」

　綾あや乃のの顔がさっと青ざめた。

　彼女は夢ゆめ神がみで、人間ではない。その事実をあっさり受け入れてしまったので、直なお人とはつい忘れてしまっていた──彼女は「ヨミジ」の事件の時、「本当のことを知っても変わらないで欲しい」と直人に約束させていた。秘密を知られることに怯おびえていたからだ。

　現に棗なつめには「夢ゆめ神がみ」という言葉すら教えなかった。無む二にの親友に自分が「ヨミジ」と似たような存在だと思われたいはずがない。

「べ、別にわたしはどっちでもいいって言ったじゃない」

　と、うめくように言った。

「わたしはずっとこっちにいるわけじゃないからって……」

「それ、自分に言い聞かせてるだけだろ？」

「違うわ！」

「綾乃……」

「うるさい、黙れ！」

　彼女はくるりと背を向けて、部屋から駆け出していった。




（綾乃、色々悩なやんでたんだろうな）

　と、直人は思った。秘密を知っている彼にも、今まで一ひと言ことも悩みを打ち明けようとしなかった。いや、ひょっとすると彼女自じ身しんにも自分の気持ちがよく分かっていなかったのかもしれない。

（倉くら野のは、どう思うんだろう）

〈王おう国こく〉はかつて罪を犯した夢神と、その子し孫そんが暮らす場所だ。綾乃の先せん祖ぞも、かつて人間の魂たましいを食ったということになる──あの「ヨミジ」と同じように。

　自分の親友がそんな存在だと聞かされて、棗は今までどおり接し続けるのだろうか。彼女自身も「ヨミジ」に魂を食われかけたことがあるのだ。

（……ん？）

　すぐそばで水音が聞こえる。

　考えごとをしていた直人ははっと体を起こした。彼のいる場所はベッドではなく、庭園の芝しば生ふに変わっている。目の前には大きな円えん形けいの噴ふん水すいがあった。

（夢の中か）

　いつのまにか眠り込んでしまったらしい。

　昨日きのうの夜と同じように、彼の他には誰の姿もない。陽かげ炎ろうの向こうでアトラクションだけが動き続けている。直人は立ち上がり、噴水池いけを覗のぞきこむ。

　池の底には誰かの持ち物が散さん乱らんしている。昨日よりも少し増えているかもしれない。子供用のサンダルのそばに、ピンク色の携帯ゲーム機が沈んでいる。どちらも昨日の夜は目にした記き憶おくがない。

　水すい面めん近くを黒っぽい海かい草そうのようなものが漂っている。そろそろと目を近づけると、人間の髪かみの毛のようだった。思わず後ろにのけぞった。

（なんなんだろう、ここ）

　この噴ふん水すいにどうしてこんなものが沈んでいるのだろう。それとも夢らしく、まともな意味などないのだろうか。

　直なお人とが手をついているコンクリートのへりに、赤いしずくが落ちている。

　目を近づけるまでもなく血だと分かった。そのしずくは一つではない。振り返ると白い小こ径みちの上を、赤い点線がまっすぐに伸びている。

　その先には陽かげ炎ろうに揺れるミラーハウスが建っている。

　建物のかげから、ゆらりと赤いものが現れる。

「それ」は残ざん像ぞうのように蠢うごめきながら、まばゆい光の下をゆっくりと進んできた。

　直人はその場に立ちつくし、相手が近づいてくるのを見守ることしかできなかった。この庭園の中では身を隠かくすところなどない。

　やがて、「それ」の輪りん郭かくが確かなものになる。一いつ瞬しゆん、直人は気が抜けそうになった。

　大きな頭とずんぐりした体。長い鼻。垂れ下がった耳──象ぞうの着ぐるみだった。子供の頃、このテーマパークで何度も目にしたことがある。

　ただ、色が違っている。彼の記憶ではもっと淡いピンク色だった。

　ぴんと跳ね上がった象の鼻からは、赤い液体が滴したたっている。むわっと生なま臭ぐささがあたりに漂った。直人の口の中に鉛なまりの味が広がった。

　着ぐるみの全身は血で染まっていた。

　赤い象はどこかおぼつかない足取りで、とことこと直人のそばを通りすぎる。動きには愛あい嬌きようがあるが、背は直人よりもずっと高い。太い両腕にはなにかぐちゃぐちゃに丸めた赤いものを抱えこんでいる。

　突然、大きな水音とともに飛沫しぶきが広がった。

　噴水池いけの中で、象の持っていた荷物がほどけ、広がっていく。同時に透とう明めいな水があっという間に赤く濁にごっていった。

　それは血みどろになった人間の服だった。主あるじを失った抜けがらはゆらゆらと水底へ沈んでいき、それまでに沈んでいた沢たく山さんのものたちと混ざり合った。

（あ……）

　いつの間にか、象の着ぐるみは直人の方に顔を向けている。象の口元は笑っているように三角形に開いている。その奥は黒々とした闇やみだった。

　赤い象は丸い足をじりっと直人の方へ踏み出した。反射的に直人も一歩下がる。

　着ぐるみの口の奥で、なにかが光っている。二つ並んだ赤い光。

　直なお人とは大きく目を見開いた。

（……「赤い目」）

　これは夢ゆめ神がみだ。そして、ここはゴミ捨て場なのだ。獲え物ものを食った後に残った不要なものを、この夢神は噴ふん水すい池いけへ捨てている──。




　直人は気が付くとベッドの上に起き上がっていた。震えが止まるのを待ちながら、たった今まで見ていた夢を思い返す。

　どこかでまた、人間の魂たましいが食われ始めているのだ。













　　　第二章　隠された扉
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　ベッドの中で目を開けると同時に、目覚まし時計が鳴り始めた。

　野の木ぎ幹みき央おは体を起こして部屋の中を見回す。朝にしては部屋の中が薄うす暗ぐらかった。今日も雨が降るのかもしれない。

（……また同じ夢、か）

　ここ数日、幹央はパラダイスランドにいる夢を見ていた。いつも一人で観かん覧らん車しやに乗って、ぼんやりと外の景色を眺ながめている。夢の中では真夏らしく、すべてのものが陽かげ炎ろうにゆらめいていた。

　園内には人の姿をほとんど見かけない。従業員すらおらず、時とき々どき動物の着ぐるみが歩いているだけだ。昨日きのうは珍しく庭園に一人だけ客らしき少年がいた。少年、といっても幹央より年上かもしれない。なぜか部屋着ぎっぽいジャージを着て、噴ふん水すい池いけの中を覗のぞきこんでいた。

（まあ、いっか）

　気にするほどのことではない。父がパラダイスランドで働いていたので、あそこへはしょっちゅう遊びに行っていた。

（このまま時間が止まって、ずっとここで遊んでいられたらって）

　和かず葉はがメールに書いていたように、自分たちにとっては「楽らく園えん」だった。何日か続けて夢に見たところで不ふ思し議ぎはない──。

　幹みき央おはベッドから降りると、机の上に放りっぱなしにしていた携帯を確かめる。

　和葉からのメールは来ていなかった。もう十日以上経たつ。少し心配になってきていた。

　なにかの理由でメールを送れなかったとしても、和葉なら別のやり方で連絡を取るはずだ。幹央がメールを毎まい日にち出していることは知っているのだから。

　ひょっとすると、メールを送るどころではなくなっているのかもしれない。例えば、具合が悪いとか。いや、そうなったら両親に連絡が来るはずだ──。

　いくら考えても結けつ論ろんは出なかった。

　制服に着替えた幹央は一階へ下りていった。父の謙けん司じが洗面所の鏡かがみの前で髭ひげを剃そっている。狭い洗面所は父の巨きよ体たいでほとんどいっぱいになっていた。

「おはよう、父とうさん」

「ん？　おはよう」

　謙司はぴったりと壁に貼はりついてスペースを作る。幹央は洗面台の前にどうにか割りこんで顔を洗った。

「……うちの洗面所は狭すぎるな」

「父さんが瘦やせればいいんだよ」

　謙司は泡あわだらけの顔のまま、声を上げて笑った。このところ、毎朝のように繰り返される会話。挨あい拶さつのようなものだった。

「今日、早いね。もう仕事に出るの？」

　幹央は額ひたいの絆ばん創そう膏こうが濡ぬれないように顔を洗い、タオルで顔を拭ふく。

「少し遠くの駅まで足を伸ばすつもりだからな……雨が降らないでくれるといいんだが」

　謙司の仕事はアイスクリームを売ることだった。後部を屋や台たいに改かい造ぞうしたワゴン車に乗って、この一帯を走り回っている。このあたりではわりと有名な店、のはずだ。それでも雨が降ると途と端たんに売り上げが落ちる。

「浮かない顔だな。どうしたんだ？」

　と、謙司が尋たずねる。

「あのさ、和葉って元気なのかな」

　鏡の中で父の目が不ふ思し議ぎそうにまばたきを繰り返した。

「どうしたんだいきなり……元気だって言ってたぞ。ちゃんと学校に通ってるようだし」

　幹みき央おはほっと胸を撫なで下ろす。病気が原因ではないらしい。でも、だったらなんなんだろう？

「和かず葉はからそう聞いたの？」

「いや……直接俺おれが聞いたわけじゃないんだが、昨日きのうの夕方、母かあさんが電話で和葉と話したみたいでな。で、それがどうかしたのか？」

　自分たちがずっとメールのやりとりをしていたことは誰も知らない。幹央は首を横に振った。

「ううん。別になんでもない」

　幹央は洗面所を離れてキッチンへ入っていった。テーブルの上でスクランブルエッグとトーストが湯ゆ気げを立てている。シンクの前にいた母の品しな子こが振り返った。母は背が高くがりがりに瘦やせている。父とは正反対の体型だ。

「あら、いいタイミング。ちょうど呼びに行こうと思ってたのよ……早く食べちゃいなさい」

　幹央はうなずいて自分の席につく。

「……いただきます」

　朝食を口に運びながら、忙しそうに動き回っている母の後ろ姿を眺ながめる。ポットからカップに液体を注そそいでいることに気付いて、幹央はげんなりした。

「はい、これも飲んでいきなさい」

　断る暇ひまもなくカップが目の前に置かれる。薄い黄おう土ど色いろの液体からはほのかに土の臭においが漂ってくる──一応、ハーブティーのはずだ。本当に泥どろ水みずかと疑いたくなった。

「今朝けさはハーブの分ぶん量りようをほんの少し変えてみたの。少し香りが違うでしょう？」

「違うっていうか、臭いよ……」

「体内の毒どく素そを外に出す効果があるのよ。薬だと思って黙って飲みなさい」

　母は一いち度ど言い出したら自分の意見を曲げない。この家では法律のようなものだった。

「……母かあさんもこれで治ったんだから」

　品子がハーブにこだわるのはただの趣しゆ味みではない。何年か前から不ふ整せい脈みやくを伴う心しん臓ぞうの病気にかかっていた。すぐに死に至るわけではないが、特とつ効こう薬やくはなく、症しよう状じようを抑えながら自然に治ち癒りようするのを待つ以外、することはなかった。

　それが最近、みるみるうちに症状が治まってしまった。

　今ではほとんど健康体たいと変わらない。

　母はこのハーブティーを毎日飲のんだからだと考えているようだ。以前、知り合いの占うらない師に教えて貰もらった特別なブレンドらしい。怪あやしいことこの上ないが、確かに病気は治っている。

　ひょっとするとなにかの効果があるのかもしれない。

　一ひと口くち飲むと心配していたより土つち臭くさくはない。しかし、植物の味とも思えなかった。ほのかに異い臭しゆうの漂うお湯、という感じだ。どこかでガスが漏れている錯さつ覚かくに陥おちいりそうだった。

「そのハーブ、今があんたが飲んでる分で終わりだから、帰りに駅前に寄ってくれる？　お店に新しい分を注文してあるの」

　頰ほおを引きつらせながら、幹みき央おはうなずいた。この朝の苦く行ぎようはこれからも続くらしい。

　品しな子こはシンクに寄りかかって、幹央と同じものを飲んでいる。舌が慣れている──あるいは麻ま痺ひしているのか、涼しい顔のままだった。

　ふと、幹央はテーブルの隣となりに目を移した。そこには和かず葉はの座っていた椅い子すが置いてある。

「昨日きのう、和葉と電話で話したんだって？」

　と、幹央は言った。

「ええ。話したけど」

「なんか様よう子すが変だったりしなかった？」

「なんともなかったわよ。学校で友達もできたんですって」

（ひょっとして、わざとメールを無視してるんじゃ……）

　もともと、メールを出し合おうと言い出したのは幹央の方だ。和葉は今まで携帯などほとんど使っていなかった。もともと乗り気でなかったとしても不ふ思し議ぎはない──。

　その考えを慌あわてて振り払った。和葉に限ってそんなはずはない。メールにも何度となく寂しいと書いていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。また四人で住めるようになるわよ」

　いつのまにか幹央のそばにいた品子が、ぽんと肩を叩たたいてきた。

　妹がいないことを寂しがっていると思ったらしい。

「うん。そうだね」

　メールのことを打ち明けようか迷った。ただ、こんな風ふうに考えているよりはいいかもしれない。

「じゃ、出かけてくるよ」

　そこへ廊下から父が声をかけてくる。品子は笑顔でキッチンを出た。

　玄げん関かんから二人の声が聞こえてくる。なにを話しているか聞き取れなかったが、笑い声が上がっていた。

　最近、両親は元気になったと思う──特に父の方が。

　以前は家ではふさぎこむことが多かった。謙けん司じは感情豊ゆたかで、家族思おもいな性格だった。祖そ父ふの家へ預けた和葉や、病びよう状じようが一いつ向こうに良くならない品子のことが心配だったのだろう。仕事でもなにかよくないことがあったらしい。

（……心配かけるのはよそう）

　自分が黙っていれば済むことだ。幹央は自分にそう言い聞かせた。




　久く世ぜ綾あや乃のの乗ったクロスバイクは、町まち外はずれにある緩やかな坂を上っていた。広い車道の前後には一台の車も見えない。走っているのは彼女だけだった。

　灰色の空は暗くなってきて、頰ほおをすり抜ける風は少し湿り気を帯びている。

　もうすぐ雨が降りそうだった。

　行き止まりにある大きな白い門の前で、綾あや乃のはバイクから降りる。門には「流る手て川がわパラダイスランド」の文字が刻みこまれていた。「解かい体たい中・立たち入いり禁止」のプレートがアーチを塞ふさいでいる金かな網あみにかかっている。

　しかし、その向こうはしんと静まりかえっている。解体中どころか、もう何年も放置されたままだった。

　綾あや乃のは坂の下を振り返る。太い川が流れていて、見み覚おぼえのある鉄てつ橋きようがかかっている。たった今、彼女がここへ来るために通ってきた橋だった。

「……なにかあるわ、やっぱり」

　と、独ひとり言をつぶやいた。

　朝、綾乃は直なお人とから彼の見ていたテーマパークの夢の話を聞いた。やはり、そこは夢ゆめ神がみの支配する悪あく夢むだったらしい──それも、「ヨミジ」と同じく「赤い目」を持つ夢神の。

　直人にはひとまず学校へ行ってもらった。昨日きのうに引き続き、悪夢を生んだ「親」を捜さなければならないからだ。彼女は一人でこの流手川パラダイスランドへ向かった。

　今、坂の下に見えている橋は、先せん月げつ直人と綾乃が「ヨミジ」と戦った場所だ。同時に、直人の父の孝たか臣おみが事故に遭あった場所でもある。

　奇き妙みようにこの近辺は夢神の事件に関係している。なにかがある、と見て調べに来たのだった。

　綾乃は金網の隙すき間まをすり抜けて、白い門のアーチに入った。門の内側には入園窓まど口ぐちがあり、園内の案内図ずもかかっている。間ま近ぢかで見るとどこも薄うす汚よごれ、あちこちにスプレーやマジックの落らく書がきがある。閉へい園えん以来、勝かつ手てに入りこむ者が後を絶たないと聞いたことがある。

　アーチを抜けて庭園へ出た途と端たん、綾乃は反射的に右手でなにもない空間をつかんだ。まるでそこに誰かの手があるように。

「……なにやってるのかしら」

　頰ほおが熱くなった。多分、握ろうとしていたのは直人の手だ。つい子供の頃、ここへ遊びに来た時の癖くせが出てしまった。直人と手を繫つなぐのが当然だと思っていた頃だ。誰かに見られなかったことを確かめるように庭園を見回す。

「あ……」

　そこは思ったよりもずっと荒れ果てていた。小こ径みちを囲むように造られた花か壇だんはほとんど朽くち果て、手入れされなくなった芝しば生ふは背の高い雑ざつ草そうで覆おおわれていた。つい最近、どこかから車が入りこんだらしく、二本の轍わだちがくっきり残っている。

　なによりもひどいのは中心にある噴ふん水すいだった。とっくの昔に水は涸かれているが、残された円えん形けいの噴水池いけがぞっとするような赤い色に染まっている。

　近づいていくと、なにかの塗と料りようによるもので完全に覆われ、コンクリートの地がまったく見えなくなっている。落書きにしても相当な労ろう力りよくだったはずだ。こうなってから日にちが経たっているようで、色を塗った上にさらに土ぼこりがまとわりついている。

　綾あや乃のは噴ふん水すいに背を向けて、庭園の周囲にあるアトラクションを見回した。ジェットコースターのコース、観かん覧らん車しや、ミラーハウス、メリーゴーラウンド──どれも風雨に晒さらされ、錆さび付き、色あせつつある。

　誰からも顧かえりみられることのない、孤こ立りつした世界だった。

　立っているだけで落ち着かない気持ちになる。ポケットから棒つきのキャンディを取り出した──レモンミント味。

　口の中でキャンディを転がしながら、ぼんやりと芝しば生ふを見つめた。

　こんな風ふうに荒れ果てた場所を彼女は知っている。以前、よく似た世界にいたからだ。

（……〈王おう国こく〉）

　もうおぼろげにしか憶おぼえていない彼女の故こ郷きよう。幼い頃、彼女は〈王国〉の城の奥おく深ふかくに住んでいた。他の夢ゆめ神がみがほとんど入ってこない場所。そして、彼女自じ身しんもそこから出ることを許されていなかった。父のこともぼんやりとしか憶えていない。滅めつ多たに顔を見せることもなければ、親しく話しかけてくることもなかったと思う。

　こちらの世界に通じる「あらずの扉とびら」が現れたのは、古い石いし壁かべに囲まれた小さな庭だった。崩れかけた石の四阿あずまやと、基き部ぶしか残っていない塔とう。誰とも語り合うことなく、彼女は長い時間をそこで一人で過ごしていた。

　いずれ、自分はあそこに帰っていくのだろう。ずっとこちら側の世界にいるわけではないのだから。

（自分に言い聞かせてるだけだろ）

　昨日きのうの直なお人との言葉が頭をよぎる。途と端たんにむかむかと腹が立ってきた。言い聞かせてなにが悪いのだろう。この世界で「人間」として暮らしていると、時とき々どき夢神としての自分を忘れそうになる。このままずっとここで暮らしていける気がしてしまう。

　自分が夢神だと直人に知られることは覚かく悟ごしていた。彼は〈王国〉の「番ばん人にん」で、自分はその証あかしである黒い鍵かぎ──モーフィアスを預かってきたのだから。もし、夢神である彼女を嫌けん悪おしたとしても、「番人」を補ほ佐さする役割を負った自分からは離れられない。それに、二人は同じ「罪」を犯し、「罰ばつ」を受ける身み分ぶんなのだ。

　棗なつめは違う。彼女とはもともと係わりはなかった。いつでも互いに離れていける。曖あい昧まいで不安定な関係だった。もちろん夢神としての自分には、人間との不安定な関係など不要だ。どうせこの世界にいる間だけのかりそめのものだ。

　なにもかもきちんと分かっている。それでも棗に自分が夢神だと告げる決心が付かない。

　告げれば棗が離れていきそうで不安だった。

　それがそんなにおかしなことだろうか。

　綾乃は苛いら立だちまぎれにキャンディの棒を投げ捨てる。少しここでのんびりしすぎた。雨が降る前に、園内の他の場所も見ておかなければ。

（え？）

　ふと、キャンディの棒が落ちたあたりに目を留めた。半なかば雑ざつ草そうに隠かくれているが、芝しば生ふの上を赤く太いラインが走っている。噴ふん水すい池いけを染めているのと同じ塗と料りようによるものらしい。ラインはしばらく先で急カーブを描き、池の反対側を通り抜けている。そのラインは不ぶ格かつ好こうな円を描き、噴水池を囲んでいるらしい。一体、どんな意味が──。

「……まさか」

　綾あや乃のは全ぜん速力で走り出した。庭園を横切り、観かん覧らん車しやのゴンドラ乗り場へ通じる階段を駆け上がっていく。乗り場に到着すると、手すりから身を乗り出して噴水池を見下ろした。

　彼女は目を瞠みはった。

　赤く染まった円えん形けいの噴水池を、アーモンド型のいびつな楕だ円えんが囲んでいる。

「……赤い目」

　ただの落らく書がきではなかった。庭園いっぱいに描かれているのは、巨大な赤い目だった。
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　昼休み。

　直なお人とは空あき教室の教きよう卓たくにもたれて、綾乃の携帯の画面を見下ろしている。
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　表ひよう示じされているのは庭園に描かれた巨大な目──綾あや乃のがパラダイスランドで撮とってきた画が像ぞうだった。

「……ホントに『赤い目』だな」

　と、直なお人とは言った。

「あなたが見た悪あく夢むに、こういうものは出てきた？」

　淡たん々たんと綾乃が尋たずねる。直人は首を横に振った。

「噴水はちゃんと出てたし、こんなに汚くなかった」

　小さな画像からでも、「現実」の庭園がいかに荒れ果てているかが分かる。悪夢の中で見た光景の方がずっと美しかった。

　夢ゆめ神がみさえ出てこなければ、の話だが。

「……この目は、少なくとも先月からここにあったのよ」

「どういうこと？」

「『ヨミジ』がどうしてあの鉄てつ橋きようへ行ったのか、分からなかったでしょう？」

　直人はうなずいた。あの時は偶ぐう然ぜんなのかそうでないのか、どちらとも判断がつかなかったのだ。

「多分、『ヨミジ』はこのテーマパークに向かってたんだわ。その途中で橋を通っただけ……きっとここに『赤い目』がいたのよ」

「ここで待ち合わせしたってことか？」

「それは違うわね」

　綾乃は素そっ気けなく言った。

「あの『ヨミジ』にそういう計画性はなかったでしょう？　多分、『赤い目』のいる方向に本能的に引き寄せられていたんだと思う。それもきっと授けられた力の一部だったんだわ」

　直人は改めて画像を見下ろす。降り始めた大おお粒つぶの雨が、窓ガラスを激しく叩たたいている。

「今はここにいるわけじゃないんだよな、『赤い目』は」

「多分ね。居い場所が一つとは限らないでしょうし」

「多分ってお前……気を付けろよ。『赤い目』に襲おそわれたらどうすんだ」

　この「赤い目」について分かっていることは皆かい無むに等しかった。手がかりを得たのはこれが初めてかもしれない──できるだけ危険は冒して欲しくなかった。

「『赤い目』のことは後回しよ。あなたの方はなにか分かったの？」

「それがなにも……」

　直人は学校で悪夢を生んだ者を捜していた。色いろ々いろ手は尽くしたが、相変わらずなんの収しゆう穫かくもなかった。

「思うんだけど、学校の中じゃないかもしれない」

「根こん拠きよは？」

「捜したんだけど、見つからないからさ」

「ちゃんと捜したんでしょうね？」

　綾あや乃のは冷ややかに言った。昨日きのうの夜、棗なつめのことを話してからずっとそんな調子だった。夢ゆめ神がみが現れなければ、直なお人ととは口も利きたくないのだろう。

「……そのことで話があるんだけど」

　と、おそるおそる切り出した。どうしても話さなければならないことがあった。

「実は倉くら野のが……」

　名前を出した途と端たん、綾乃の目つきが変わった。

「聞きたくないわ」

「そうじゃなくて……」

「しつこい男ね。昨日説せつ明めいしたとおりよ」

「聞けよ人の話を。あのな……」

「帰るわ」

　彼女はくるりと背を向けて、ドアの方へ歩き出す。

「あ、ちょっと……」

　棗に夢神だと話していないことを言っているわけではない。別の話なのだが──。

　突然、ドアががらりと音を立てて開く。

　綾乃はその場に立ちすくんだ。廊下から入ってきたのは棗だった。

「どうして棗がここに来るの？」

　振り返った彼女はきっと直人をにらんだ。

「みんなに話を聞くの、手伝ってもらってたんだよ……変な夢を見てる人間がいないか」

「綾乃」

　と、棗が言った。

「ちょっと綾乃に話したいことがあるの……二人だけで」




「岸きし杜もりくんは悪くないよ」

　直人が空あき教室を出て行くと同時に、棗は口を開いた。

「わたしが無理に手伝ったの。うまく行ってなかったみたいだったから」

　悪あく夢むを見ている者がいないか、直人はクラスで聞き回っていた。しかし、普段ほとんど付き合いのない女子にはなかなか話しかけにくいらしい。見るに見かねて、横から口を出してしまったのだった。

「……直人は棗になんて説明したの？　どうしてこんなことをしてるか」

「ううん。なにも言わなかった」

　俺の口からは言えない、と言っただけだった。綾乃の判断に任せるつもりなのだ。

「棗なつめに言えることはなにもないわ」

　綾あや乃のは硬い声で言った。

「いちいち詮せん索さくしないで」

　一いつ瞬しゆん、言葉が見つからなかった。綾乃からこんな風ふうに拒きよ絶ぜつされるのは初めてだった。

「……わたし、なにを聞いても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「なにも分かってないのね。これは棗のためでもあるのよ。あまり悪あく夢むに関わりすぎると……」

「危険だってことは分かってるよ。でも、綾乃たちは関わってるでしょ。どうしてわたしも手伝っちゃいけないの？」

　二人にはなにか特別なものがある。「ヨミジ」の事件の時、なにが起こっているのか最初に気付いたのは綾乃だったし、直なお人とはあの悪夢の中で自分を助けてくれた。

「綾乃たちは『ヨミジ』みたいな怪かい物ぶつと戦ってるんじゃないの？」

　あの時「ヨミジ」を追っていった綾乃たちは、怪け我がを負って病院へ行ったらしい。なにがあったのか二人は話さなかったが、「ヨミジ」と戦ったことは薄うす々うす分かっていた。

　棗は自分に「特別なもの」がないのは分かっている。でも、なにもせずにただ待っているのは嫌だった。

「怪物……」

　綾乃はうつむいたままつぶやいた。表情ははっきり分からない。

「棗は、わたしと違うわね」

「……え？」

「あなたには、話せないことがないの？」

　棗ははっとした。虹にじ子こに言われたことを思い出す──誰にでも言えないことがある。

（もともと、あんたはそんなに知りたがりじゃないはずだよ）

「……棗はどうして知りたいの？　わたしたちのこと」

「わたしは……」

　二人が心配だから、という言葉が出てこなかった。

　なぜ、関わると危険だという説明で納なつ得とくできないのだろう。以前からそのことは分かっていて、それで納得もしていたのに。

　本当に二人を心配しているだけなのだろうか。

「答えられないなら、これ以上踏ふみこんでこないで」

　綾乃は廊下に出て行った。

　棗はただその背中を見送ることしかできなかった。
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　雨はなかなか降り止やまない。

　学校帰り、幹みき央おは商店街の一角で立ち止まった。目の前には「ハーブとアロマのお店・ティニー・ウィニー・ボッピー」という看かん板ばんのかかったガラス張りの店がある。ハーブの袋ふくろやアロマオイルが、バスケットごと壁かべ際ぎわの棚たなに陳ちん列れつされている。

　畳たたんだ傘かさを持って重いドアを開ける。ドアベルの音が低く響ひびいた。客どころか店員の姿も見当たらない。

　かすかに店の奥から話し声が聞こえてくる。電話をしている最さい中ちゆうのようだった。

　母の言いつけで時々この店に来るが、なにかが売れているところを見たことがない。どことなく埃ほこりっぽく、商品が動いている感じもしなかった。それに、ところどころ妙みように薄うす暗ぐらい──天てん井じようの蛍けい光こう灯とうがいくつか切れかかっていた。

（……大だい丈じよう夫ぶかな、ここ）

　どう見ても繁はん盛じようしていないし、あまり感じのいい店でもない。どうして母がこの店の常じよう連れんになっているのか、よく分からなかった。

　突然、店の奥へ通じるドアが開いて、幹央は飛び上がりそうになった。長ちよう髪はつを後ろで結び、エプロンをかけた背の高い男が奥から現れる。この店のオーナーだった。どうやら電話は終わったらしい。

　年ねん齢れいはよく分からないが、お世せ辞じにもいい人にん相そうとは言えなかった。凹おう凸とつのない顔立ちで、眉まゆが妙みように薄い。なんとなくトカゲを思わせる顔立ちだ。なにか不快なことでもあったのか、苦にが虫むしをかみつぶしたような顔で舌した打うちする。

　と、やっとそこで店内に立っている幹央に気付いた。

「やー、いらっしゃい。どうもどうもどうもどうも」

　突然、口元にわざとらしい笑えみを浮かべて、もみ手しそうな勢いで迫ってくる。エプロンにつけた「ハーブアドバイザー・錦にしき野の」という名な札ふだが斜めになっていた。

「あの、注文したものを受け取りにきたんですけど」

「あー。はいはいはい……お名前は」

「野の木ぎです」

「あー！　野木さんとこの息子むすこさんか。そういやそうだ。ごめんごめん。いつも来てもらってんのにね」

　錦野の笑顔がさらに大きく広がる。下の前まえ歯ばが一本なかった。

「しっかしマジで良かったね、あんたのお母かあさん。うちのハーブで元気になって！」

「はあ……」

　どんな顔をしたらいいか分からない。幹みき央おはハーブの効果だとは思っていなかった。

「記念に商品化してみたんだよ、ほら！」

　錦にしき野のはテーブルの上にディスプレイされたハーブの袋ふくろを指さした。袋にはオレンジ色の髪かみを伸ばした仏ぶつ頂ちよう面づらの女性の顔と、




「マダム☆クゼーオリジナルハーブ『ウィッチブレンド』」




　という文字がでかでかと印刷されている。

「なんですか、これ」

　この前まえ来た時、こんなものは売られていなかったと思う。

「だからだから、これがあんたのお母かあさんの命を救ったハーブだよ。今日、あんたが取りに来たハーブを混ぜたやつ。良かったらこっちも買ってくかい？」

「いいえ、結けつ構こうです」

　品しな子こが買っているのはこういうブレンドハーブではない。何なん種類かのハーブを買って、自分の家でレシピを見ながらブレンドしている。

「あの、この人は誰なんですか？」

　と、幹央は袋に印刷されている顔を指さした。

「だからほら、このハーブのレシピをあんたのお母さんに教えた人。この町で一番有ゆう名めいな占うらない師、マダム☆クゼー先生」

　幹央はしげしげとその顔を見つめる。今まで一度も会ったことがなかった。母の知り合いという話だったが、とても普通の人には見えない。

「いやー、心しん臓ぞうガンが治るってフレコミでうちの通つう販はんサイトに載せてんだけどさあ。結けつ構こう注文が入り始めてんだよね。ホント、野の木ぎさんには感謝しちゃうよ」

「うちの母、ガンじゃありませんけど」

　幹央はむっとして訂正する。そもそも、心臓がガンにかかるんだろうか。

　この男は母の病気を商売に利用している。もちろん、母もこんなことを知らないだろう。

「そうだっけ？　まあなんでもいいや。とにかく、治りにくい病気だったよな？」

　ますます腹が立ってきた。前々から薄うす々うす感じていたが、このオーナーはまともではない。

　多分、この「マダム☆クゼー」とかいう占い師もまともではないのだろう。なにしろこんなうさんくさい男と組んでこんな商品を出すぐらいだ。金かね儲もうけのためだろうが、どうかしている。帰ったら全部母ははに話そう──。

　不意にドアベルが鳴った。振り向いた幹央は凍りついた。オレンジ色の髪かみとオレンジ色のドレス。右手には真まっ赤かな杖つえ。たった今、顔を知ったばかりの「マダム☆クゼー」の巨きよ体たいがガラスのドアから入ってきた。雨の日の薄うす暗ぐらい店の中で、ネオンサインのように浮き上がって見えた。

「……なんであたしからの電話を切ったんだい？」

　ドスの利いた低い声で彼女は言った。サングラスの奥の目は吊つり上がっている。どう見ても激げき怒どしている。

「え？　いやあ、ほら。お客さん来ちゃってさあ」

　はははは、と錦にしき野のは虚うつろな笑い声を響ひびかせる。かなりうろたえているらしい。幹みき央おが来た時、奥で電話していた相手はこの占うらない師だったのだ。

「ほらほら、お客さんってこの子、野の木ぎさんの息子むすこさん。なっかなかハンサムだよねえ」

　盾たてにでもするように、幹央をぐいと彼女の前に押し出した。

「マダム☆クゼー」は幹央を一いち瞥べつしただけで、すぐにオーナーに視線を戻す。

「で、あたしの言ったことはすぐやってくれるんだろうね？　このたわけたシロモノを」

　彼女の杖つえの先が跳ね上がり、テーブルの上に並べられた「ウィッチブレンド」の袋ふくろにぐにゅっと食いこんだ。

「今すぐ全部ドブに沈めろ、っていう……」

　あれ、と幹央は首をかしげた。なんだか、話の成り行きが想そう像ぞうしていたものと違うような。

「あの、すいません。おばさん」

　幹央は軽く手を挙げて二人の話を遮さえぎった。「マダム☆クゼー」は横よこ目めでこちらを見た。

「……これっておばさんが許可を出して、売ってるんじゃないんですか？」

「そんなわけないじゃないか」

　彼女は言げん下かに否定して、ぐいっと顎あごで錦野を指し示す。

「こいつが勝かつ手てに売り出したんだよ。あんたのお母かあさんとあたしをダシに使って、金かね儲もうけしようって魂こん胆たんなのさ」

　幹央にも状況が飲み込めた。要するに錦野一人の独どく断だんらしい。しかし、彼は愛あい想そ笑わらいを浮かべている。まだ諦あきらめていないのだ。

「い、いやー。相談しなかったのは悪かったよ先生。でも、もうこうやって売り出しちまったし、そこそこ注文も来てんだよね。同じ商店街なんだしさ、後はほら……みんなで幸せになる方法を考えるっつーか、もうちょっと穏おん便びんに話をしたいつーか……」

「これでもあたしは十分穏便なつもりだけどねえ」

　彼女の口元に酷こく薄はくな笑えみが浮かんだ。

「そこのゴミをドブに沈めるのが嫌なら、あんたをドブに沈めるまでさ」

　錦野の顔がさっと青ざめた。

「ま、まさか訴そ訟しようでも起こすってのか？　こんなことで？」

「あんたは日本語が理解できないようだね」

　ひゅん、とステッキが目にも留まらぬ速さで動き、錦野の喉のど元もとに突きつけられる。

「いいかい。あたしは、あんたを・ドブに・沈める、って言ったんだ。裁判なんて悠ゆう長ちようなマネ、この久く世ぜ虹にじ子こがすると思ってんのかい？　このクソガキ」

　男の膝ひざががくがくと震え始めた。ぎこちない動きでテーブルの上の商品をかき集めると、両手に抱えてカウンターの方へ運んでいく。その背中に「マダム☆クゼー」──久世虹子は声をかける。

「……あと、あんたがそのゴミを売ったお客さんにはちゃんと返金するんだよ。後であたしの家にお客さんの名めい簿ぼを持ってくるんだ」

　錦にしき野のは肩を落としたまま、店の奥へと消えていった。それを見送ってから、彼女は幹みき央おの方へ向き直る。

「……さて、ちょっとうちの店まで来てくれるかい？　あんたと少し話がしたいんだけどね」

「え？　でも……」

　店主の消えていったドアを見る。ここへ来たのは母のハーブを買うためだった。

「ハーブが欲しいなら、あたしが持ってるのを分けてあげるよ。ここの店に置いてあるやつはあんまり質しつが良くないんだ」

　初しよ対面の人間の申し出を受けていいか少し迷った。しかし、あのオーナーから買うよりはましだろう。

「はい。分かりました」

　と、幹央はうなずいた。




「済まなかったね。あいつはあまり評判のいい奴やつじゃないんだ。あの店を開く前はロクでもないことをやってたらしくて」

　そう言いながら、虹子は黒いテーブルにジッパー付きの食品保ほ存ぞん袋ぶくろをいくつか積み上げていった。それぞれに違う種類のハーブが詰まっている。

「……これで足りるはずだよ」

　あの店に置いてあるものとはどことなく違う気がした。こちらの方が高級な品なのかもしれない。

「ありがとうございます。あの……お金はどれぐらい払えばいいですか？」

　と、幹央は言った。今、彼は「マダム☆クゼー・占うらないの館やかた」という小さな店で、テーブルを挟んで虹子と向かい合っている。

「遠えん慮りよしなくていいんだよ、別に」

　彼女はふっと微笑ほほえんだ。

「あんたのお母かあさんとは知らない仲じゃないしね」

「すいません……じゃ、いただきます」

　幹央は頭を下げて、バッグにハーブをしまいこむ。見た目は変わっているが、ちゃんとした人だと思った。

「それにしても、あんたはなかなかしっかりした子だね」

「そ、そうですか」

「あたしは高校生でももっとぼんやりしたのを知ってるよ」

　誰のことを思い出したのか、彼女は顔をしかめた。

「お母かあさんもあんたをよく誉ほめてるよ。勉強もできるし、妹の面めん倒どうをよく見てるって」

　突然、幹みき央おは冷れい水すいを浴びせられた気分になった。面倒をちゃんと見ていたことがあるとは思えない。今だってメールの返事も来ないのだから。

「……話って、そのことですか？」

「いや、そうじゃない。あんたのお母さんのことなんだ」

　虹にじ子こは手元に視線を落として、なにか言葉を探している様よう子すだった。

「あんたのお母さん、元気なのかい？」

「はい。最近はすっかり」

「そうかい」

　とん、と彼女の指がテーブルを軽く叩たたいた。幹央はなぜか落ち着かない気分になってきた。

「あの、ありがとうございます」

「なにがだい？」

「おばさんに教えてもらったハーブのおかげで、元気になったって母が言ってて……」

　幹央はそう言いながら、最近母ははの口から「マダム☆クゼー」の名前を聞かないことに気付いた。占ってもらうというより、悩み事を相談しに以前はよく訪ねていたはずなのだが。

「ああ、あれはね」

　と、虹子は苦く笑しようした。

「あたしが毎まい朝あさ飲んでるハーブティーのブレンドなんだ。頭がすっきりする成分が入ってるだけで、特別なものはなにもない……あんたのお母さんにもそう説明したんだけどね。なんか誤ご解かいされちまったみたいだ」

　なんとなくその時の様よう子すが目に浮かぶようだった。品しな子こは思いこみが激しい。効果があると信じてしまったのだろう。

「すいません……でも、ホントに元気になったんですよ」

　偽にせの薬でも病気が治ることがある、と聞いたことがある。成分はともかくとして、本当に治ったのだからなにも問題はない──。

「……元気になったってのは、本当の話なんだよね？」

　幹央はその質問に戸と惑まどった。

「どういう意味ですか？」

「実は話ってのはそのことなんだ。お母さんの主しゆ治じ医いは、本当に治ったって言ってるのかい？　信頼できる診しん断だんなんだろうね？」

「……え。はい、多分」

　そういえば、病院で医師がどう言ったのかは、母から伝え聞いただけだ。誰がどう見ても回復しているので、特に不ふ思し議ぎにも思っていなかった。

「一昨日おとといの夕方だったかな、あんたのお母かあさんにばったり会ったんだよ。すぐそこのスーパーの前でね……ずいぶん顔色もよくなって、元気そうになってた。で、声をかけたんだよ。よかったらお茶でもどうかと思ってさ。それが……」

　虹にじ子こは言葉を切った。内ない心しんの動どう揺ようを示すように、テーブルを叩たたく指の動きが大きくなる。胸の奥で黒い雲のような不安が広がりつつあった。

「……あんたのお母さん、あたしの顔を憶おぼえてなかったみたいでね」

「えっ？」

　思わず幹みき央おは聞き返した。そんなバカな。母は今まで散さん々ざん「マダム☆クゼー」の店に通ってきた。それに一度でもこの顔を見たら、忘れようとしても忘れられない。

「あんたは知らないだろうけど、あんたのお母さんとあたしは高校時代の同級生でね。そんなに親しい間あいだ柄がらじゃなかったけど、古くからの知り合いではあるんだ……でも、あたしが挨あい拶さつしてもただにこにこ笑ってるだけでさ。なんにも言わないで帰っちまったんだよ」

　とても信じられない話だった。しかし、虹子が噓うそを言っているとは思えない。

「だから、ホントに治ってるのかちょっと心配になっちまったんだよ。ここんとこ、あたしんとこにも連絡がないし」

「……あの、それって本当に母だったんですか？」

　考えられることは人ひと違ちがいぐらいしかない。虹子はふっと微笑ほほえんだ。

「それはあたしも考えなかったよ……まあ、他人のそら似ってのはあるかもしれないね。もしそうだったら、あたしもなにも心配することはない」

　虹子はちらりと腕うで時計を見た。休きゆう憩けい中、と言っていたことを思い出した。

「あの、そろそろ失礼します」

　幹央はそう言って立ち上がった。

「悪かったね。付き合わせちまって」

「いえ。ありがとうございました」

　頭を下げると、サングラス越しの目が幹央を見つめていた。

「お母さんにはまた店に来てくれって伝えとくれ。あたしはここで待ってるからって」




　キッチンから包ほう丁ちようのリズミカルな音が聞こえてくる。

　幹央はぼんやりとリビングのソファに座っていた。点つけっぱなしのテレビでは、夜のニュース番組が始まっている。原げん油ゆ急きゆう騰とうによる株かぶ価かの下げ落らく、東京郊こう外がいで行方ゆくえ不明者急きゆう増ぞう、連続放ほう火か殺人事件の犯人逮たい捕ほ──次々と切り替わるニュースの中身は、ほとんど耳に入ってこない。

　彼は水みず穂ほに宛あてたメールを打っていた。




　今日は商店街にあるハーブのお店に行きました。

　母かあさんの用事で行ったんだけど、

　そこで占うらない師の




　そこで指が止まる。昼間の話を思い出したのだった。

　家に帰ってから、幹みき央おはハーブの袋ふくろを品しな子こに渡して、あの店での出来事を説明した。

「いやねえ」

　品子は眉まゆをひそめて言った。

「あんな店、二度と行かないわ。それに、クゼーさんにもお詫わびしないと」

　母の反応におかしなところはなかった。もちろん「マダム☆クゼー」のこともちゃんと憶おぼえている。

「一昨日おとといの夕方、スーパーの前であのおばさんに会ったの？」

　と、幹央は尋たずねた。品子は首をかしげながら、一昨日の夕方、とつぶやいた。

「会ってないわ。一昨日は外に出ていないもの」

「でも、母さんに会ったって言ってたけど……」

「知らないわよ。誰か別の人のことじゃないかしら」

　虹にじ子この勘かん違ちがいなのかもしれない──ただ、少し引っかかることがある。相変わらず母は虹子に連絡を取ろうとしなかった。「お詫び」をすると言っていたのに。なんとなく、虹子を避けているように見える。

　ふと、幹央は顔を上げる。リビングテーブルの上にレシートの束が置いてあった。品子は買い物のレシートを取っておくわりに整理が苦にが手てで、色々な場所に投げ出して忘れてしまうのだ。

（すぐそこのスーパーの前でね）

　虹子の声が蘇よみがえった。ごくりと幹央は唾つばを吞みこむ。二人がスーパーの前で会ったのは、きっとそこで買い物をしていたからだ。レシートの束を手にとって、一枚ずつめくり始める。

　目当てのものは拍子抜ぬけするほどあっさり見つかった。「スーパーながた」のレシート。

　日付は六月二二日、時間は一六時三七分──一昨日の夕方だった。

（母さんは噓うそをついてる）

「なに見てるの、幹央」

　首のすぐ後ろから声が聞こえて、ソファに座ったまま飛び上がった。品子の腕が肩かた越ごしににゅっと伸びてきて、レシートの束を奪い取る。

「レシートなんかチェックして……どういうつもりなのよ」

　どういうわけか母は上じよう機き嫌げんだった。

「やっぱり、一昨日おととい商店街に行ってたんじゃないか」

「なに言ってるの。行ってないわよ」

「だって、スーパーのレシートが」

　品しな子この手元から小さな音が聞こえる。彼女はレシートの束をむしるようにして細かく破っていた。指の間からぱらぱらと雪のように紙し片へんがフローリングに落ちていく。

　幹央の背中がひとりでにぶるっと震えた。

「母かあさんのすることを、いちいち詮せん索さくしないでね」

　かげりのない笑顔で品子は言った。怒っているわけでも注意しているわけでもない。よくできたテストを誉ほめている時の顔だった。

「……もうすぐ、晩ご飯できるわよ」

　くるりと向きを変えて、鼻はな歌うたまじりにキッチンへ戻っていく。後には紙片の山だけが残った。それがなければ、今の出来事が本当に起こったと信じられなかったかもしれない。

　幹央は呆ぼう然ぜんとその紙片を見つめ続けていた。
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「……遅いな」
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　ダイニングテーブルの前に座っていた直なお人とは、壁掛けの時計を見上げた。もう夜中の十二時近い。まだ綾あや乃のは岸きし杜もり家けのマンションに帰ってきていなかった。

　放課後、母親の様よう子すを見に行く、と言って別れたまま、その後どうしているのか分からない。一度来たメールには「ちょっと遅くなる。待ってて」としか書かれていなかった。

　それっきり連絡も付かない。

　もう少し待っても戻らなければ、捜しに行くつもりだった。

　その時、ドアの開く音が聞こえた。ダイニングに入ってきたのは、赤いチェックのパジャマを着た水みず穂ほだった。

「あ、水穂……」

　妹は無む表情のままキッチンに入っていく。相変わらず直人たちとは一言も話をしない。冷れい蔵ぞう庫こを開ける音が聞こえる。なにか飲みに来ただけらしい。すぐにまたキッチンから出てきた。

「待てよ、水穂。ちょっと話があるんだけど……」

　もうドアノブに手をかけていた水穂は、顔だけ直人の方に向けた。

（……あれ）

　いつもの妹と様よう子すが違う。顔色が優れない。少し疲れているように見える。

　どうかしたのか、と訊きくほど鈍どん感かんではなかった。自分たちのことで悩んでいるに決まっている。

「あのな、俺と綾乃のことなんだけど……別にお前が考えてるような……」

「…………ハレンチ」

　いつの言葉だそれは、とツッコむ余よ裕ゆうもなく、水穂はキッチンを出て行ってしまう。ばたんと音を立てて水穂の部屋のドアが閉まる。

　それと同時に、玄げん関かんのドアが開いた。直人はほっと息をつく──やっと帰ってきた。すぐに制服姿すがたの綾乃がダイニングに現れた。

「あー、疲れた……ただいま」

「お帰り……ってこんな時間までなにやってたんだよ」

「しょうがないじゃない。母かあさんが色いろ々いろ大変だったのよ」

　綾乃は正面の椅い子すにどすんと腰を下ろしてから、ふと直人と目を合わせた。

「なによ、心配して待ってたの？」

「当たり前だろ。なかなか帰ってこねえんだから」

　腹立ち紛まぎれにそう言った途と端たん、微び妙みような空気がダイニングに流れる。

「あ、そ、そうなの……」

　綾乃は困ったように視線を逸そらしてしまう。

（……あれ？）

　今までだったら、こんな風ふうに「心配している」などと素直に言わなかったと思う。

「コ、コーヒーでも飲むか」

　直なお人とはそそくさと立ち上がってキッチンへ入った。一緒に住むようになってから、たまに綾あや乃のとの距離の取り方が分からなくなる。

「おばさんになにがあったんだ？」

　と、直人は声をかけた。マグカップを二つ出し、インスタントコーヒーを入れる。

「うちの母かあさんの店に行ったら、母さんとハーブ専門店のオーナーが大おお喧げん嘩かしてたのよ。なにかトラブルがあったみたいで」

「ハーブ専門店……って、あの表通りにある店か？　あんまり流行はやってなさそうな……」

　店に入ったことはないが、どこかうさん臭いオーナーがカウンターで大あくびしているのを見かけたことがある。

「で、母さんに殴なぐりかかろうとしたから、わたしが相手になったの」

　ぎょっとしてキッチンから顔を出した。

「な、なんだそれ。大だい丈じよう夫ぶだったのかよ？」

「大丈夫よ。ちゃんと手て加か減げんしたから」

「……」

　心配するまでもなかったらしい。綾乃は普通の人間よりもずっと強い。

「取り押さえた後の方が大変だったわね。近所の人が警察を呼んでくれたんだけど、わたしが一方的に暴力を振るったってオーナーの方が騒ぎ出したの。『他の事件で忙しいから、世せ話わを焼かせるな』って最後には説せつ教きようされていたけど……」

「……なんか、とことん情なさけない奴やつだな」

　二つのマグカップにポットの湯を注そそいで、直人はダイニングに戻った。

「で、そのオーナーって警察に捕まったのか？……ほら」

　と、綾乃の前にカップを一つ置く。彼女はそれを両手で抱えこんだ。

「それが向こうも解放されてしまったの。母さんが穏おん便びんに済ませたいって言ったものだから」

「なんで？」

「自分に被害はなかったから別にいいって……でも、どう見ても向こうに反省している様よう子すがなかったわ。万まんが一いちのことを考えて、今まで母さんと一緒にいたのよ」

　カップを手にしたまま、直人は考えこんだ。と、いうことは、虹にじ子こは今一人で自分の家にいることになる。

「……だったら、おばさんと一緒にいた方がいいんじゃないか？」

「ええ……わたしもそう言ったんだけど、直人のところへ戻れって言われたの。理由があるから、一緒に住んでいるんだろうって」

　直人は黙ってコーヒーを一口飲んだ。てっきり、虹子は綾乃がここにいることを反対していると思いこんでいた。彼女は「夢ゆめ神がみ」のことをなにも知らない。それでも二人に事情があることを察してくれている。

　そういえば、話があるから来い、と言われているのを思い出した。

（……会いに行った方がいいか）

　と、直なお人とは思った。

　それからしばらくの間、二人は黙ってコーヒーを飲んでいた。こうして向かい合っていると奇き妙みように落ち着く。もし、互いに他の相手だったら、こんな風ふうになにをするでもなく、二人だけで真ま夜よ中なかにぼんやりと過ごす気にはならない。

　おかしな関係だとつくづく思う。

　もちろん、ずっとこうでいられるわけではないことも分かっている。綾あや乃のがいつまでもここに住み続けるわけではないだろうし、なによりもいずれ彼女は〈王おう国こく〉へ帰る身だ。必ず帰す、と直人自じ身しんも約束している──。

「……夢ゆめ神がみのことだけど」

　突然、綾乃が口を開いた。直人は夢から覚めたように我に返った。

「う、うん」

「そろそろ別のやり方を取った方がいいと思う」

「別のやり方？」

「今回の夢神は、『ヨミジ』とは違うわ」

「……そうだな」

　この夢神は現実の側に痕こん跡せきを残していない。直人以い外がいに悪あく夢むを見ている人間も見つかっていないし、魂たましいを食われた犠ぎ牲せい者しやも見つかっていない。

「悪夢を生み出した『親』を学校で捜していたけど、結局見みつからなかった。かといって、学校以外の誰かだとすると、捜そう索さくの範はん囲いが広がりすぎるわ。現実の世界で情報を得るのは限度があると思う」

　なんとなく彼女の言いたいことが分かってきた。「現実」で調べられなければ、残っているのは一つしかない。

「それってつまり……悪夢の中で調べろってことか？」

　綾乃はうなずいた。

「夜中だったら、『親』かそれに近い他の感かん染せん者しやも悪夢の中にいるかもしれない……まだ、夢神に魂を取りこまれていなければだけど」

　確かに今の状況は手詰まりだった。あてもなく現実で感染者を捜すよりは効率がいいはずだ。

「分かった。やってみる」

　と、直人は言った。




　雨上がりの夜道を、一人の男がよろよろと歩いていた。どこかで転んだのか、白いシャツにはべっとりと泥どろがついている。長い髪かみの下にある顔はゆで上げたように赤く、誰が見ても酔よっ払ぱらいだ。

「……あのアマどもが」

　と、男は呂ろ律れつの回らない舌でつぶやいた。「ハーブとアロマのお店」のオーナー・錦にしき野のだった。

「俺をコケにしやがって」

　彼の怒りの対たい象しようは久く世ぜ虹にじ子ことその娘だった──虹子の名前を使って勝かつ手てに商品は売り出した。それは確かだが、今いま振り返るとちゃんと礼はするつもりだった。

　その商品を買った客の名めい簿ぼを持ってこいと言われて、少なめに書いたのはちょっとしたミスだ。それをぐちぐちと責められて、ついかっとなって手を上げそうになってしまった。もちろん自分は女を殴なぐるようなクズではないので、寸すん止どめのつもりだった。

　急に現れた高校生の娘が騒ぎ立てるものだから、落ち着かせるつもりで取り押さえようとしたら、いきなり暴力を振るわれて殺されそうになった。まだ極きめられた肩の関かん節せつがずきずきする。現れた警察に自分が被害者だと訴えたが、女に甘いのか取り合って貰もらえなかった。

　本当に踏んだり蹴けったりの一日だった。どう考えても自分は悪くない。悪いとしても、そう大それたことはしていない。

　錦野が歩いているのは、既すでに寝ね静しずまった住宅地だった。やがて、一いつ軒けんの古い家の前で立ち止まる。窓の灯あかりはすべて消えていた。このあたりには街がい路ろ灯とうの光も届かない。ライターの火で表ひよう札さつを確認すると、「久世」の文字があった。

　もちろん、なにかをしに来たわけではない。これはちょっとした──散歩だ。特別な意味などないのだ。

　彼はまだライターを握りしめたままだった。今、火を点つけた時、表札の下に古ふる新聞の束が置いてあるのが見えた。それに火を点けて放りこめば、よく燃えるだろう。なにしろ古い家だ。

　それを実行しようなどとは毛もう頭とう考えていない。当たり前の話だ。もちろん。

　ただ、もしやったとしても、今なら誰も見ていない。

　ひゅう、と湿った風が吹き抜けていった。錦野は手て探さぐりで古新聞を少し引き抜き、おもむろにライターで火を点ける。新聞紙の端はしから炎ほのおが上がり始めた。

　彼は顔を上げ──すぐそばに誰かが立っていることに気付いた。

「……え？」

　あのババア起きてやがったのか、と毒づきかけたが、相変わらず家の方は静まりかえっている。門も閉ざされたままだった。

（誰なんだ……？）

　顔を確認しようと火を持ち上げた途と端たん、なにか重いものが頭に振り落とされる。彼はあっさりと気を失った。




　陽気な音楽が流れてくる。どこかでパレードでもやっているらしい。

　錦にしき野のが目を開けると、つり革のついた天てん井じようが見えた。背中からレールの振しん動どうが伝わってくる。

「どこだ、ここ」

　どうやら列車の中に横たわっているらしい。と、言っても左右の幅がやけに狭い。普通の電車ではなさそうだ。真夏のようなまぶしい光が窓から差しこんでくる。まるでじりじりと焼かれている気分だった。

　一体いつこんな乗り物に乗ったのだろう。ついさっきまで真ま夜よ中なかで、久く世ぜ虹にじ子この家の前に立っていたはずなのに。

　立ち上がろうとしたが、異い様ように体が重い。まだ酔よっ払ぱらっているのかもしれない。錦野は手て近ぢかな椅い子すに這はい上がるようにして座ると、窓の外を眺ながめる。

　彼は目を瞠みはった。ちょうど列車はコーヒーカップのそばを通りすぎるところだった。無む人じんの巨大なカップがくるくるとせわしなく回っている。その向こうには水上ボブスレー用のプールと、ジェットコースターのレールが見える。

「どうなってんだ、こいつは……」

　どうやらここはテーマパークらしい──彼が乗っているのは、園内を回る小さな列車だった。窓から見える範はん囲いでは、アトラクションがどれも微び妙みように古くさい。建造されたのはずっと昔なのだろう。

「夢かな、これは」

　あの久世家の門の前で、誰かに殴なぐられて気き絶ぜつしてしまった。それでこんな夢を見ているのだ。ただ、妙みようにリアルではあるが。

　青空の下でアトラクションは動き続けているが、どこにも人の姿はない。清せい潔けつで、健けん全ぜんで、楽しげな場所だったが、心が浮き立たない。むしろどことなく虚うつろで気味が悪い。ここにいることが間違いのような気がする。

　突然、目の前にホームが現れる。列車を待っていたらしい赤い人ひと影かげがすっと通りすぎていった。

　ブレーキを軋きしませて列車が停まった。窓から身を乗り出してみると、一番後うしろの車しや輌りようにずんぐりとした巨きよ体たいが乗りこんでくるのが見える。列車は間かん髪はつ入いれずに再び動き出した。

（今のは……？）

　はっきり見えなかったが、人間にしては体つきがおかしい。二本足で立っていたから動物とは思えない。

　後ろの車輌の方から、ぺたぺたと足音が近づいてくる。

　彼は連れん結けつ部分を凝ぎよう視しする──そこからひょっこり顔を覗のぞかせたのは、満まん面めんの笑えみを浮かべた真まっ赤かな象ぞうの着ぐるみだった。

　象ぞうは愛あい嬌きようのあるしぐさでおじぎをする──つい噴ふき出しそうになった。

　どうやら体が大きすぎて、連れん結けつ部分に引っかかっているらしい。手すりに片手をかけて、体を横にしてどうにかすり抜けた。勢いをつけすぎたせいなのか、ぺたんと床に転んでしまう。

　錦にしき野のの全身に戦せん慄りつが走った。

　着ぐるみがすりぬけた連結部ぶの枠わくが、赤い液体でべったりと濡ぬれている。どう見ても血の色だった。

　この象はもともとこの色だったわけではない。どこかで大量の血を浴びてこうなったのだ。床についている手には大きな木き槌づちを握りしめている。木槌はあちこちが赤黒い染みだらけで、頭の部分には髪かみの毛が何本もへばりついていた。

（……まずい）

　本ほん能のう的に身の危険を悟さとった。あたりを見回したが、武器になりそうなものはない。そもそも体の自由が利かなかった。

　後は逃げるしかない。彼は渾こん身しんの力を振り絞しぼって窓を上に押し上げた。地面まで高さはあるが、さほどスピードは出ていない。多少怪け我がしたとしても、この着ぐるみに殺されるよりはましだろう。

　彼は窓まど枠わくに手をかけて、どうにか窓の向こうに身を乗り出す──もう少しで外に出られる。

　ぺた、と背後で足音が聞こえた。濃のう厚こうな血の臭においが漂ってくる。さらに両手に力を籠こめようとした瞬しゆん間かん、背せ筋すじの真まん中なかに重い衝しよう撃げきが伝わった。しびれるような激げき痛つうに、彼の口から獣けもののような絶ぜつ叫きようが上がった。

　彼は列車の中に引き戻され、座席の上に転がされた。

　ぼやけていく視し界かいの中で、彼はゆっくりと顔を上げる。

　着ぐるみの口の奥から、ぎらぎらと光る赤い目が彼を射すくめる。

「あああああああああ！」

　彼は悲鳴を上げる。恐怖のあまり、指ゆび一本動うごかせなかった。

　どすん、どすん、どすん……木槌が断続的に振り下ろされる。衝撃のたびに視界が暗くなっていく。もはや自分の断だん末まつ魔ますら耳に届いていなかった。




　どこかから聞こえる野の太ぶとい声に直なお人とは振り返った。しかし、すぐにその声は途と切ぎれてしまう。

「今の……？」

　悲鳴だったような気がする。また誰かが夢ゆめ神がみに魂たましいを食われているのかもしれない。駆けつけようにも場所が分からなかった。この悪夢の空間は広すぎて、なにが起こっているかそう簡単に知ることはできない。

　それでも放っておくわけには行かない。ちょうど彼は「感かん染せん者しや」を捜しているところだった。この声の主ぬしがそうである可能性が高い。

　彼は園内を駆け回って、アトラクションを一つ一つ覗のぞきこんでいく。どこに行っても誰もいなかった。アトラクションは動き続けているが、係員は一人もいない。

（なんでこんなに人がいないんだろう）

　感かん染せん者しやに出会うとしたら、真ま夜よ中なかが一番可能性が高いはずなのだが。

（感染した人間が、もともとが少ないのか？）

　もともと、感染する力の弱い悪あく夢むなのかもしれない。一体、自分は誰の悪夢に入りこんでいるのだろう？

　ふと、直人はメリーゴーラウンドの前で立ち止まった。自動オルガンの音ね色いろは、周囲を圧倒するようにやかましい。

　これに乗った記き憶おくはほとんどない。家族で来た時も、こんな風ふうに乗らないで見ていたことがあったと思う。いかにも退たい屈くつだったし、もっと刺し激げきの強いアトラクションに乗りたかった──。

「え……？」

　直人は目を疑った。見み覚おぼえのあるものが目の前を通りすぎていった気がする。

　その場でしばし待つ──やがて、木もく馬ばの群れがもう一周する。

　チェックのパジャマを着た少女が、角つのの生はえた白馬にしがみついていた。普段の無む表情からは想そう像ぞうもつかない満まん面めんの笑えみをたたえている。

「み、水みず穂ほ……？」

　メリーゴーラウンドに乗っているのは、妹の水穂だった。

　直なお人とははっきりと理解した。

　自分がこの悪夢を見ているのは水穂から影えい響きようを受けたせいだった──学校を捜し回ったところで、意味がなかったのだ。
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　いつもの時間に水穂はぱっちり目を開けた。

　起き上がってカーテンを開ける。今にも雨が降りそうな天気だったが、目覚めは良かった。昨日きのうもとてもいい夢だったからだ。

（遊園地の、夢）

　思い出すだけで顔がほころんでくる。閉へい園えんしてしまったパラダイスランドの、一番好すきだったメリーゴーラウンドを独ひとり占めしている夢だった。

（……楽しかった）

　余よ韻いんに浸ひたりながら着替え始める。今日は土曜日なので学校はない。多分、直人はまだ寝ているはずだ。兄のことを考えた途と端たんに、怒りがこみ上げてくる。

「…………最低」

　と、思わずつぶやく。そういえば、昨日きのうの夢には兄も出てきた。メリーゴーラウンドの前に立って、こちらの方を見ながらびっくりしたように口をぽかんと開けていた。

　昔、家族で行った時も、あんな風ふうに外で待っていることが多かった。兄妹で乗れる数少ないアトラクションだったのに、直なお人とは乗るのを嫌がっていた。多分、一緒にいた綾あや乃のの影えい響きようだと思う。「わたしは乗らない」と彼女が言うと、まるで家け来らいみたいに付いていってしまうのだ。

　家族でパラダイスランドに行くのは大好きだったけれど、綾乃が付いてくるのがいつも不満だった。父が連れてきてしまうのだ。そうすると、兄は綾乃とばかり一緒にいる。二人が乗りたいものはだいたい一致していたのだが、まだ水みず穂ほに乗れないものばかりだった──。

　ふう、と水穂はため息をついて部屋のドアを開ける。今日も綾乃が視し界かいに入ってくると思うと憂ゆう鬱うつだった。休日ぐらいはどこかに行ってくれればいいのに。もちろん平日も、可能なら一年中どこかに行って欲しかった。

　綾乃の寝ね泊とまりしている和室の前を通りすぎた時、彼女の姿がないことに気付いた。そういえば玄げん関かんにも彼女の靴くつはなかった気がする。

（でかけてる……？）

　ほっと胸をなで下ろす。そのままダイニングへのドアを開けて、水穂は目を丸くした。テーブルの前に直人が座っていたからだ。土曜日に兄が九時より前に起きたことなど未だかつてない。

「……おはよう」

　と、直人は言った。ちゃんと服も着替えているし、眠そうな顔もしていない。起きたばかりというわけでもないらしい。それでも返事をする気にはなれず、そのままキッチンへ入ろうとする──。

「水穂」

　強い口く調ちようで直人が言った。つい足を止めて振り返ってしまった。

「ちょっとそこに座ってくれるか？　話があるんだ」

　兄の顔は珍しく真剣だった。大事な話をする時の父に似ていた。最近、たまにそういう顔をする時がある。

　結局、言われたとおりにすることにした。正面の椅い子すにきちんと背せ筋すじを伸ばして座る。

「あの人の話は、聞きません……」

「綾乃の話じゃない……あ、そうだ。綾乃、ちょっと今いま自分ちに帰ってる」

　水穂はぷいっと横を向く。綾乃の話は聞かないと言っているのに。

「昨日の晩、クゼーおばさんちが放火されそうになったらしくて。今、警察が来てるんだ」

「えっ……おばさんは？」

「なんともない。本当に火を点つけられたわけじゃなくて、未み遂すいだから」

「誰が、やったの？」

「だいたい見けん当とうはついてるみたいだけど、まだ捕まってないって」

　彼女はそわそわし始めた。綾あや乃のはともかく、虹にじ子このことは心配だ。無事だとしても様よう子すを見に行きたかった。兄の話というのがなんなのか知らないが、先に行ってきてしまおうかと思った時、

「……水みず穂ほ、最近ずっと同じ夢を見てないか？」

　突然、直なお人とが言った。水穂が戸と惑まどっていると、ぐっと身を乗り出してくる。

「まずは見てるか、見てないかだけ答えてくれ……見てるのか？」

「……うん」

「やっぱり」

　直人の表情が引き締まった。普段のぼんやりした兄とは別人のようだ。鋭い──いや、ちょっと怖い目付きだった。

「昨日きのう、俺も夢の中にいたの、気が付いた？」

　水穂はうなずいた。よく分からないが、兄も同じ夢を見ているということらしい。

「でも……これって、どういうこと？」

　二人の人間が同じ夢を見るなんて聞いたことがない。兄はなにか知っているようだ。しかし、その質問の答えは返ってこなかった。

「……水穂は俺おれ以外の人間と、あそこで会ったことあるか？」

「ない……と思う」

「動物の着ぐるみを見たことは？」

「……何回か。遠くを歩いてた」

「向こうは水穂に気が付いてた？」

「分からない……こっちを、見てたかも」

　兄はちっと舌した打うちをした。彼女は不安になってきた。どうしてなにも説明してくれないのだろう。それに、どうしてこんなに怖い顔をしているのだろう。

「水穂の知り合いで、これと同じ夢を見てる人は……」

「ま、待って。お兄にいちゃん」

　やっとのことで質問を遮さえぎった。「お兄ちゃん」と呼んだのは久しぶりだった。

「わたしと、お兄ちゃんは……どうして、同じ夢を見てるの？」

　それをまず説明して欲しい──それでも、直人は怖い目つきのまま首を横に振った。

「まず、こっちの質問に答えてくれよ……俺が訊きいてるのは大事なことなんだ」

　水穂は悲しくなってきた。自分の質問はどうでもいいことなのだろうか。あんなに楽しい夢なのに、兄はあまりいいものだと思っていないようだった。

　それでも、訊かれたことには答えようと思った。

「同じ夢なのか、分からないけど……遊園地の夢を見るって話は、クラスの人から聞いたことが……」

　そういえば、あの夢を見始めたのは、その話を聞いてからのような気がする。

「クラスの人って誰なんだ？」

「えっと……」

　その時、玄げん関かんのドアが勢いよく開く音がした。ばたばたと足音が聞こえて、綾あや乃のがダイニングに飛びこんでくる。

「直なお人と！　ちょっと話が……あら」

　彼女は水みず穂ほに目を留めると、首をかしげて顔を覗のぞきこんできた。

「おはよう、水穂。元気かしら？」

　少し目が笑っている。こっちが嫌っているのを知っていて、からかっているのだ。水穂は無言で相手を睨にらみつける。走ってきたせいなのか、彼女の上気した頰ほおはほんのり桜さくら色いろに染まっていた。いつもより目め鼻はな立だちもくっきりしているような気がする。

（………………綺き麗れい）

　昔からそのことだけは認めざるを得ない。皆から大事にされるのも、この容よう姿しのせいだと思う。同時に関係のないことを考えている自分にもむかむか腹が立ってきた。

「あら、どうしたの水穂。なんだか目が吊つり上がってるけど」

「やめろって。こっちの話の途中なんだよ」

　直人が呆あきれたように口を挟んだ。そうよ、と心の中でつぶやいた。関係ない人は今すぐここから出て行って──。

「話って例の話よね。ちゃんと考えて質問してるんでしょうね？　自分から喋しやべったら駄だ目めなのよ」

　え？　と水穂は目を丸くした。綾乃は事情をちゃんと知っているらしい。というより、綾乃が直人を使って質問をさせているように聞こえる。

「分かってるよそんなこと……お前の方こそなんかあったのか？」

「ええ、それが……」

　綾乃は言いかけてから、ちらっと横よこ目めで水穂を見た。

「……後で話すわ」

　不意に水穂は自分が置物の人形にでもなったような気がした。この場で「関係のない人間」は、綾乃ではなく自分だったらしい。直人の質問は確かに大事なことのようだが、どういう事情なのか妹に説明することは大事ではないのだ。

「ごめん水穂。それで、さっきの話の続きなんだけど……」

　直人は話を続けようとする。

「……知らない」

　自分でもびっくりするほど強い調子で言った。

「えっ？　今いま言いかけてただろ？　クラスの人の名前」

「絶対、言わない」

　水みず穂ほは椅い子すから立ち上がると、直なお人とに向かって指を突きつけた。彼は大きく目を見開いて、その指先を見つめている。

「お兄にいちゃんは、この人に騙だまされているの！」

　それから、綾あや乃のをきっと睨にらみつけた。

「出て行ってください！　あなたなんか、いなくなっちゃえばいい！」

　しばらくの間、綾乃は無言で立っていたが、やがておもむろに口を開いた。

「……それで？」

「え？」

「今、関係ないでしょう、そんな話……ほら、直人もちゃんと質問しなさいよ」

「う、うん……」

　直人はその言葉に素直にうなずいている。どこまでも綾乃の言いなりだ──妹の話など聞いていないも同然だった。強い憤いきどおりがとめどなく湧わき上がってくる。

「お兄ちゃんのバカ！」

　水穂はくるりと向きを変えて走り出す。ダイニングを出て、マンションの玄げん関かんでサンダルをつっかけて、ドアを開けて外へ飛び出していった。
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　直人と綾乃はすぐに玄関のドアを出て、エレベーターに向かった。水穂を捜しに行くつもりだった。

（あんな風ふうに怒るとこ、久しぶりに見た）

　滅めつ多たに水穂は感情を表おもてに出さない。よほど取り乱していたのだろう。綾乃がそばにいたのに、話を進めようとしたのはまずかったかもしれない。

　正直、少し焦っていたと思う。一度悪あく夢むに感かん染せんしてしまった以上、居い眠ねむりでもすればあの世界に引きずりこまれる。今は無事だが、いつ水穂もあの着ぐるみの夢ゆめ神がみに襲おそわれるか分からない。夢神に対抗する武器「モーフィアス」を持つ直人と違って、妹には身を守る術すべがなにもないのだ。

　二人はエレベーターのボタンを押して、上がってくるのを待つ。まずは久く世ぜ家けに行ってみようと思った。ひょっとしたら虹にじ子こに会いに行っているかもしれない。

「……さっきわたしが言おうとしたことなんだけど」

　階かい数すうの表ひよう示じを見ながら綾乃が言った。ああ、と直人は思った。そういえば、彼女は話があって帰ってきたのだ。

「ハーブの店のオーナー、昨日きのうから家に帰っていないの」

　今朝けさ早く、虹にじ子この様よう子すを見に行った綾あや乃のは、家の門の前で燃えかけの新聞の束を見つけた。あのオーナーの名前入りのライターが落ちていることに気付いて、すぐ警察に通つう報ほうしたのだった。

「……逃げたのか？」

「普通に考えればそうなんでしょうけど……警察は別の可能性も考えているみたい」

「他になにがあるんだよ」

　放ほう火か未み遂すいを起こした人間がいなくなったのだ。他に考えようがない気がするのだが。

「わたしも初めて知ったんだけど、最近この一帯で行方ゆくえ不明者が続出しているの。年ねん齢れいも性別もばらばらで、互いに接点もなかったから、最初は問題になっていなかったそうよ。でも、もう十人以上もいなくなっていて……」

「あ……」

　そういえば、テレビのニュースで目にしたような気がする。東京近きん郊こうで行方不明者が増えている、とか。

「オーナーもそれだっていうのか？」

「そういう可能性があるという話だったわ」

　そこへエレベーターが到着し、二人は中に乗りこんだ。

「昨日の夜、悪あく夢むの中で悲鳴を聞いたって言ってたわよね？　男の声だったって」

　ボタンを押しながら綾乃が言った。

「うん。でも、それがなんの関係が……」

　直なお人とははっと気付いた。

「まさか、あれがオーナーだってのか？　そんなの分からないだろ？」

「今回の事件でもう一つおかしなことがあったでしょう？　誰かが夢ゆめ神がみに魂たましいを取りこまれているはずなのに、眠り続けている人間がどこにもいない……でも、行方不明者は大おお勢ぜい出ている。これが無関係だとは思えないの」

「え……？　どういうことなんだ？」

　綾乃の言いたいことがうまく吞みこめなかった。夢神は悪夢の中で人間の精神──魂を食う。すると現実の方には眠り続ける人間の肉体が残る。そういうことになっているはずだ。

「あなたも、この悪夢の感かん染せん力が弱いって思ったんでしょう？　今まで行方不明になった人たちは、どうやって感染して、悪夢を見始めたんだと思う？　互いに接点もなかったのよ。考えられることは一つだけ……その人たちは、もともと悪夢を見ていないのよ」

　と、綾乃は言った。一階にエレベーターが停まり、彼女は外へ出て行く。直人は慌あわててその後を追った。

「な、なに言ってるんだ？　夢神が悪夢を見ない人間を襲おそえるはずないだろ。夢神ってのは悪あく夢むから出られなくて、こっちへ来るために『あらずの扉とびら』を開くんだろ？」

「……もう、そんな段階が終わってるんだとしたら？」

「え……？」

「現実と夢の二つの世界が、もうとっくに繫つながっているとしたら、どうかしら？」

　直なお人とはエントランスのドアの前で棒ぼう立だちになった。

　もしそんなことがあるとしたら、それは──。

「……『あらずの扉』が開いてる、って言いたいのか？」

　直人が震える声で言うと、綾あや乃のは静かにうなずいた。

「そう考えると、すべての辻つじ褄つまが合うの。この夢ゆめ神がみは『あらずの扉』から現実の世界へ出て、人間を肉体ごと悪夢に引きずりこんで殺す……現実の世界では行方ゆくえ不明になっているだけだから、なにが起こっているか把は握あくしにくい。もともと悪夢を見ている人間が少ないから、噂うわさにもならない。感かん染せん力の弱さを逆さか手てに取っているんだわ」

「でも、『あらずの扉』を開けっ放しにしてると、大変なことになるんじゃないのか？」

「開け放さなければいいのよ。そのことも分かってるんだわ」

　あの着ぐるみをかぶった夢神の姿が頭に浮かんだ。もし綾乃の言っていることが正しいとすると、あの赤い象ぞうは「ヨミジ」などとは比ひ較かくにならないほど狡こう猾かつということになる。

「……行こう」

　と、直人は言った。あの悪あく夢むを生んだ「親」に少しでも早く辿たどり着く必要がある。これ以上被害を広げるわけには行かないのだ。




　大おお粒つぶの雨がぱらぱらとアスファルトの道路を打ち始めた。

「あ……」

　見上げた空は重おも苦くるしい鉛なまり色いろで塗りつぶされている。まるで夏の夕ゆう立だち雲ぐものようだった。

　棗なつめはトートバッグから折りたたみ傘がさを出して広げると、再び人ひと気けのない住宅地を歩き出した。

　彼女は久く世ぜ家に向かっているところだった。と、言っても会いに行くのは綾乃ではなく、母親の虹にじ子この方だ。

　昨日きのうの昼休み、空あき教室で綾乃に訊きかれたことをずっと考えていた──どうして綾乃と直人のことを知りたいのか。はっきりと彼女には答えられなかった。自分のことだというのに、うまく言葉にできない。一ひと晩ばん悩んだ末に、虹子にもう一度相そう談だんすることを思い付いた。棗の収まりのつかないこの気持ちがなんなのか、彼女は分かっているはずだ。

　今日は土曜日で「占うらないの館やかた」は休みだ。おそるおそる久世家けに電話をして用件を告げると、いつでもおいで、と虹子はあっさり言った。綾乃は家にいないようだった。




　棗は公園の門をくぐる。綾乃の家へ行くには近道だからだ。中央に大きな広場があり、その周囲をジョギングコースと雑ぞう木き林ばやしが囲んでいる。雨のせいで広場のあちこちに水たまりができている。真まん中なかを突っ切るのを避けて、彼女はジョギングコースを歩いていった。

　公園の反対側の出口に近づいた時、ふと棗なつめの足が止まった。出口のそばに小さな四阿あずまやがある。見み覚おぼえのある少女がベンチに座っていた。

　棗は向きを変えて四阿に近づいていった。

「あの……？」

　声をかけると、水みず穂ほはぱっと顔を上げる。

　立っているのが棗だと気付くと、ほっとしたように肩の力を抜いた。

「こんにちは……」

　立ち上がって深々とお辞じ儀ぎをする。途と端たんに前まえ髪がみからぽたりと滴しずくが落ちた。よく見るとカーディガンの肩も濡ぬれている。彼女は傘かさを持っていなかった。慌あわててバッグからタオルを出して、水穂に手渡した。

「これ、使って」

「……ありがとう、ございます」

　かぼそい声で礼を言うと、丁てい寧ねいに自分の顔を拭ふき始める。

「水穂ちゃん、家に帰るところだったら、わたしが送って……」

「帰りません、あんな家」

　水穂の頰ほおがぷっとふくらんだ。子供っぽい表情に、棗は可笑おかしくなった。

「……なにかあったの？」

　直なお人ととケンカでもしたんだろうか。水穂はじっと棗の顔を見つめてから、ため息をついて視線を逸そらした。

「言えません……ちょっと……」

　そういえば、直人に「秘密」があるような話をしていた。直人自じ身しんは誤ご解かいだと否定していたけれど、結局あれはなんだったんだろう。

「あの、もしよかったら話してみて。わたし、岸きし杜もりくんとは仲がいい方だと思うし、力になれるかもしれないよ」

　仲がいい、というところでなぜか水穂はぴくっと肩を震わせた。

「話したら……仲がいいのも……今日で、おしまい……」

　口の中でぼそぼそつぶやいている。意味はよく分からなかったが、ためらわせるような理由がなにかあるらしい。

「わたし、秘密はちゃんと守るから、それは安心して。話したってことは岸杜くんにも言わないし、もちろん綾あや乃のにも……」

　綾乃、という名前が出た途と端たんに、水穂はまた肩を震わせる。今度はどことなく渋しぶい表情だった。綾乃にも関係したことなのかもしれない。

　水みず穂ほはタオルを両手に持ったまま、ベンチに腰を下ろす。棗なつめはその隣となりに座って、彼女が話し始めるのを待った。

　雨あま足あしはますます強くなってきている。雲の上から雷らい鳴めいまでかすかに聞こえてくる。

「……お兄にいちゃんとあの人は、ずるいんです」

　しばらくしてから、水穂は囁ささやくように言った。

「小さい頃から、いつも二人一いつ緒しよで……わたしは、入っていけないんです。遊園地に行っても、わたしだけ置いてきぼりで……気が付くと、二人だけでどこかに行くんです」

　棗は黙って耳を傾けていた。おそらく、誰よりも間ま近ぢかで二人を見てきたのは、この水穂だった。

「あの人が、全部持もっていっちゃうんです……いいものは、いつもいつも、独ひとり占めなんです」

　しかし、これは兄ではなく綾乃への不満という方が正しい。

（……やきもち、なんだ）

　直人と綾乃は、本人たちが自覚しているよりずっと仲がいい。幼い頃は今ほど誤ご解かいされなかっただろうから、当然のようにいつも一緒にいたのだろう。それを延えん々えんと目の前で見せられれば、誰でも──。

（え？）

　棗は首をかしげる。なにか引っかかる。どこかで似たようなことがあったような。

「……でも、二人のことを話しても、誰もちゃんと、聞いてくれないんです。クゼーおばさんも、様よう子すを見ろ、って……不公平なんです。わたしには、色々訊きくくせに、自分たちは、なにも教えてくれないの」

　水穂は言葉を切った。なぜか棗の鼓こ動どうが速くなってくる。

「……わたし、お兄ちゃんが、心配なの」

　水穂のつぶやきに、棗ははっと胸を衝つかれた。

「……心配」

　彼女の唇くちびるから、ひとりでにその言葉が洩もれた。

「はい。このままだと、お兄ちゃんが……よくない目に、遭あってしまう、気がするんです。わたしがそばで、ちゃんと見てないと……」

　いたたまれない気持ちになってきた。他人が口にすると嫌でも分かる。

　棗自じ身しんの考えていたことにそっくりだった。

（わたしも、岸きし杜もりくんと綾あや乃のに嫉しつ妬としてたんだ）

　二人の間に入っていけないから。自分だけ置いてきぼりのような気がしたから。棗も大事だと直人たちに言ってほしかったから。

　頰ほおが熱いのに、体の内側は震えるほど冷たい。今すぐ消えてなくなりたかった。嫉妬していたからではない。「心配」という言葉に置き換えていた自分がたまらなく恥ずかしかった。

　虹にじ子こにはすべて見み透すかされていたはずだ。でも、あの時はそう言われても理解できなかったと思う。こうして他人の口から聞かなければ、分からなかったかもしれない──。

「あの、倉くら野さん？」

　いつのまにか名前を呼ばれている。

「は、はいっ」

「わたし、決めました……もう、我が慢まんできません」

「え？」

　一体、なにを決めたのだろう。いきなり水みず穂ほは棗なつめの両手をぎゅっと握りしめてくる。

「あの……？」

「是ぜ非ひ、倉野さんに、見てもらいたいんです……」

　棗が自分のことで混乱しているうちに、なにか水穂は決心してしまったようだった。

「来て、いただけますか？」

　水穂はすぐそばから真剣な眼まな差ざしを向けてくる。とても聞き直せるような雰ふん囲い気きではなかった。

「う、うん……行きます」

　棗は戸と惑まどいながらうなずいた。
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　激しい雨あま音おとを背中に聞きながら、直なお人とたちはマンションのドアを開けた。

　中に入ってドアを閉めた途と端たん、雨音が急に遠ざかった。

「……ふう」

　薄うす暗ぐらい土ど間まに向かい合って、二人は同時にため息をついた。立っているだけで体中からぽたぽたと水すい滴てきが落ちる。服も水が絞しぼれるほどぐしゃぐしゃになっている。

　傘かさを持っていかなかったことに気付いたのは、雨が降り始めた後だった。もちろん、すぐに取りに帰ることにしたのだが、マンションにたどり着いた時は二人とも水に落ちたような有あり様さまになっていた。

「どうしようもないわね……着替えないと」

　長い髪かみをぎゅっと絞しぼりながら綾あや乃のは言った。

　着替え、という言葉につい視線を向けてしまう。半はん袖そでのブラウスの上にベストを羽は織おっている。今まで意識していなかったが、ぴったりと肌はだに貼はりついてブラまで透すけていた。

　水色。カップの縁ふちにレース付き。

「……どうしたの」

　直人は飛び上がりそうになる。慌あわてて靴を脱いで廊下に上がった。

「ちょ、ちょっとそこで待ってろ」

　爪つま先さき立だちで洗面所まで行って、きれいなバスタオルを二枚抱かかえて玄げん関かんに戻った。なるべく彼女を見ないようにしながら、一枚だけ放り投げた。

「じゃ、また後でな」

　そう言い残して、そそくさと自分の部屋に駆けこんだ。




　クローゼットからＴシャツとジーンズを出すと、直人は手早く着替えた。脱いだものはひとかたまりにしてフローリングに放り出す。まださっきの綾乃の姿が目に焼き付いている。

　彼女とはなんでもないはずだが、それでもうまく距離が取れない時がある。飛行機同どう士しのニアミスのようなものだ──多分。

　綾乃にはそういうことがないのか、時々不ふ思し議ぎになる。直人のことを異い性せいとして意識している様よう子すはまったくない。というより、自分が女だという意識が極きよく端たんに薄うすいような気がする。

　突然、窓の外で光が閃ひらめいた。ややあって、鈍い轟ごう音おんがあたりに響ひびき渡る。雨だけでなく雷かみなりまで落ちている。直人はレースのカーテンを開けたが、窓ガラスに叩たたきつける雨のせいか、視し界かいはひどく悪かった。一体、水みず穂ほは今どこにいるのだろう。

「……水穂、大だい丈じよう夫ぶかな」

　直なお人とは低くつぶやいた。自分たちと同じく、傘かさを持っていなかったはずだ。

「そうね。本当に大だい丈じよう夫ぶかしら」

「まあ、どっかで雨あま宿やどりしてんだろうけど……って、お……お前……な、な、なにを……」

　途中からパニックで言葉にならなかった。いつのまにか部屋に入っていた綾あや乃のが、隣となりに立って外を眺ながめている。

「……まあ、ずっとこの調子で降り続けたりはしないんじゃない？」

「…………ど、どう、どうして」

「ずっと向こうに雲の切れ間もあるから、もうすぐ雨が止やむのかもしれないわ……なによ、一体どうしたの？」

「いっ、いや……だ、だから……」

　一いつ旦たん口をつぐんで、大きく深しん呼吸をする。相変わらず心しん臓ぞうはあり得ない勢いで脈みやく打うっているが、頭に上っていた血が少し下に下がった。

「お前、どういうカッコしてんだ！」

　やっとまともな言葉を発することができた。綾乃は怪け訝げんそうに首をかしげる。彼女はさっき直人が投げたバスタオルを巻き付けただけの姿だった。ちらりと横よこ目めで見ると、陶とう器きめいたなめらかな肩と首くび筋すじが露あらわになっている。

「ああ、これ？　ドライヤーで髪かみを乾かしてたの。雷かみなりが鳴ったから、見に来ただけよ」

「服、着ろよ！」

　そこへタイミングよく雷らい鳴めいが響ひびき渡る。さっきより近づいてきていた。

「大声出さなくてもちゃんと聞こえるわよ。髪が乾く前に着ると、服が湿っちゃうでしょう？　ほら、わたし髪が長いから……」

「そんな話はしてねえよ！」

「あなたが言ったんじゃない」

　綾乃は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。どうやらこちらの言いたいことはまったく伝わらないらしい──と、不意にむきだしの白い腕を伸ばして、彼女は直人の髪に触れた。

「な、なんだよ」

「髪、濡ぬれてるじゃない。ちゃんと拭ふかないと風邪かぜ引くわ」

「別にどうでもいいだろ」

「駄だ目めよそんなの。よくそんな状態で平気でいられるわね……信じられないわ」

　信じられないのは今のお前だと直人は思ったが、どうも綾乃には髪を乾かすことに妙みようなこだわりがあるらしい。そういえば、この前まえ綾乃の部屋に泊まった時も、やたらと念ねん入いりに髪を拭いていた。

「あ、だったらわたしが拭いてあげる」

　そう言って、綾乃は自分の体に巻いていたバスタオルに手をかける。直人はほとんど気を失いそうになった。

「ババババババカ！　なななななにやってんだお前は！」

「いやだわもう。大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと下着つけてるから」

　彼女は笑いながら言った。

「あ、そうなんだ」

　一いつ瞬しゆん、納なつ得とくしてしまったのは、この時もう十分頭あたまが混乱していたからだと思う。

　我に返った時、綾あや乃のはもうためらいなくバスタオルを解いていた。直なお人とはぽかんと口を開けたまま凍りついた。

　本人の言葉どおり、下着しか身に付けていなかった。さっきと違うオレンジ色のブラとショーツ。均きん整せいの取れた引き締まった体つきだが、女らしい丸みもきちんと備わっている。なめらかな白い肌はだには曇くもり一つない。

　綾乃は直人の髪にバスタオルを巻き付けると、ゆっくりと揉もむように拭ふき始めた。手を動かすたびに花のような香りが立ちのぼってくる。直人は口で息をすることにした。

「小学生の頃、プールの帰りによく髪を拭いてあげたの、憶おぼえてる？　あなたいつも全ぜん然ぜん拭かないで出てきちゃうから」

　彼女はいつもと変わらない声で言った。直人も必死で会話に意識を集中させる。

「……そんなこと、あったっけ」

「あったわよ。それで風邪かぜを引いたことがあったじゃない。夏休みの初めぐらいに」

　そういえば、そんなこともあった。確か小学校三年の夏休みだったと思う。枕まくら元もとに毎日のように綾乃が来て、ぐったりと寝ている直人をじっと見つめていた記き憶おくがある。

「あの時、わたし直人が死んじゃうかもしれないって思ったの」

「風邪で死ぬ奴やつなんかいないだろ……」

　彼女は彼の頭を抱くようにして、後うしろ髪がみを拭き始める。ますます体が密みつ着ちやくしてきた。仕方なく天てん井じようの一点を凝ぎよう視しする。

「だって知らなかったのよ。風邪を引くとどうなるか」

「なんだそれ。風邪なんか誰でも……」

　直人ははっと息を吞んだ。今まで一度でも綾乃が風邪を引いたことがあっただろうか。いや、他のどんな病気にもかかったことがないかもしれない。

「やっと気が付いたの？」

　と、綾乃は言った。

「わたし、人間の病気にはかからないの」

　彼女は人間ではなく、夢ゆめ神がみだった。肉体の組そ成せいが根本的に異なっているらしい。物理的に肉体を傷つけられても、すぐに元に戻ってしまう──人間の病気にかかるはずがない。

「……全然気きが付かなかった」

「直なお人と、ニブいから」

　くすっと綾あや乃のは笑った。直人の胸が締めつけられるように痛んだ。今まで気が付かなかったのは、本人が隠かくしていたせいでもあるはずだ。そういえば、今まで彼女の口から病気や怪け我がの話を聞いた憶おぼえがない。きっと意識して避けていたのだ。

　自分が何者なのかを隠して暮らしていくのはどんな気持ちなのだろう。直人には想そう像ぞうがつかなかった。

　窓の外に雷かみなりが落ちる。閃せん光こうと轟ごう音おんがほとんど同時にやって来た。

　綾乃はびくっと全身を震わせる。反射的に彼女の体を見下ろしてしまう──オレンジ色のストラップがかかった白い肩に、かすかに鳥とり肌はだが立っている。

「ひょっとして、寒いのか？」

「当たり前じゃない。寒さぐらい感じるわよ」

　彼女は目を合わせずに言った。

「……人間じゃなくても、体温はあるんだから」

　胸のうずきが強くなった。ほとんど無む意識のうちに、直人は綾乃の両肩かたに自分の手のひらを置いた。少しでも温めるつもりだったのかもしれない。かすかに身をすくめただけで、彼女はそれを振りほどこうとはしなかった。

　外ではまた一つ雷が落ちる。しかし、もう二人の耳にはほとんど入っていなかった。いつのまにか髪かみを拭ふく綾乃の手も止まっている。

「……直人」

　彼女はかすれた声で言った。

「……ん？」

「わたしが人間じゃないと分かって、怖いと思わなかった？」

「全然」

　直人はきっぱりと言いきった。

「思わなかったし、これからも思わない……つまんないこと気にすんなよ」

　彼女は顔を上げて、直人と見つめ合った。

　まるで静せい止ししているように、奇き妙みように長い時間が流れた。

「直人、わたし……」

　綾乃は口を開き──ふと、なにかに気付いたように顔を横に向けた。

「……あ、こんにちは、棗なつめ」

「え……？」

　おそるおそる綾乃の視線の先を追う。半分開ひらいたドアの向こうに、棗が真まっ青さおな顔で立っていた。何度まばたきしても消えない。幻まぼろしではなかった。

「く……倉くら野の？」

「ご、ごめんね二人とも……わたし、二人がこんなことになってるって知らなくって……」

　自分が置かれている状況に気付いて、慌あわてて背後に飛びのいた。

　背中からどっと冷ひや汗あせが噴ふき出してきた──部屋の中で下着姿すがたの綾あや乃のと見つめ合っている自分。

「こ、これはその……」

「あ……別に気にしないで……わたしが急にお邪じや魔ましちゃったから……その、ほんとにごめんね……その……わたし……」

　棗なつめはしどろもどろになりながら作り笑いを浮かべ、のろのろと向きを変えようとする。

「ま、待て、お、俺たち別にそんなんじゃ……」

　と、言い掛けたところに、棗の横から水みず穂ほが顔を覗のぞかせる。ぐるりと部屋を見回し、目を剝むいている直人に向かって一言。

「…………淫いん獣じゆう」

「い、いん……なんだそれ？」

　水穂は沈ちん痛つうな面おも持もちで、棗に向かって話しかける。

「これが真実です、倉くら野のさん……この二人は、同どう棲せい中。我が家やはすっかり、欲望の館やかたに……」

　なにもかもメチャクチャだ。直人は頭を抱えて座りこみたくなった。
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「……つまり二人は」

　と、棗なつめは言った。

「別に付き合っているわけじゃない、ってこと……？」

「ええ、当たり前じゃない」

　綾あや乃のは笑いながら言った。もちろん、もう服は着ている。

　直なお人とたちは岸きし杜もり家けの和室で話をしている。ひとまず三人だけで話したいと言って、水みず穂ほには席を外してもらっている。もっとも、直人や綾乃とは口を利きたくないようだったが。

「じゃ、じゃあさっきのは？　なんであんな……その……」

「髪かみを拭ふいてただけでしょ？　誰でもやるわよ」

　綾乃は平然と言い放った。棗はぎょっとしたように彼女の顔を見る。直人も内ない心しん大いに首をかしげていたが、この場は綾乃の非ひ常識に任せるしかないと思った。

「で、でも……普通はあんな格かつ好こうで……」

「だって家の中だもの。棗だって真夏になれば、ああいう格好で家の中をうろつくことぐらいあるでしょ？　前にそれでお母かあさんに叱しかられたって話を……」

「ちょ、ちょっと綾乃！　岸杜くん、違うよ。そ、それは中学の頃で……」

　今度は直人がぎょっとする番だった。中学生の棗を想そう像ぞうしないよう必死に努力した。

「……は、話はだいたい分かりました」

　と、棗は咳せき払ばらいをしながら言った。

「とにかく、事情があって一緒に住んでるだけ、っていうことなんだね」

　直人と綾乃は同時にうなずいた。その次に来るはずの質問に、直人は身み構がまえた。綾乃は肝かん心じんの「事情」の中身にまったく触れていないのだ。しかし、いつまで経たっても棗は座っているだけだ。逆に直人は居い心地ごこちが悪くなってきた。

「……綾乃」

　突然、棗が言った。綾乃は顔を上げる。

「わたし、綾乃に訊きかれたことの答えが分かった……どうして、二人のことが知りたかったのか」

　と、彼女は静かな声で言った。いつもの棗とはどこか違って見える。

「わたし、二人のことが羨うらやましかったの……あんまりにも仲が良さそうで」

「……別に仲良くなんかないわよ？　ねえ、直人」

　と、綾乃は言った。

「うん……まあ、そう……かな」

　直なお人とはさっき自分たちのしたことを思い出していた。本当に「仲良くない」なら、あんなことは起こらないはずだ。棗なつめたちが来なかったら、一体どうなっていたか分かったものではない。

「わたしには二人はそう見えるっていうことだよ。とにかく、心配だから二人の事情を知りたかったわけじゃないの。ただわたしが色々知しりたいだけ」

　彼女は顔を上げて、直人と綾あや乃のを交互に見つめた。

「わたしはもっと二人と一緒にいたい。本当に危険だとしても、一人だけ取り残されるのは嫌なの」

　直人は照てれ隠かくしに自分の顔を撫なでた。ここまで思ってもらえるのは嬉うれしかった。もし自分だけの問題だったら、迷わずすべての「秘密」を打ち明けているところだ。しかし、これは彼かれ一人が決めていいことではない。自分より綾乃の方が重い秘密を抱えている。直人にすら自分が夢ゆめ神がみだと知られたくなかったのだ。棗に話すのはもっと抵抗があるはずだ。

　棗も直人ではなく、綾乃の方を見ながら話している。話の成り行きが彼女次し第だいだと分かっているのだろう。

　綾乃の顔を横よこ目めで窺うかがう。どこか沈んだ目をしている。無理をしなくてもいいと思った──。

　しかし、彼女ははっきりと言った。

「……分かった。全部話はなすわ」




　綾乃の説明は手て際ぎわが良かった。夢と現実の二つの世界。夢神と「あらずの扉とび」ら。〈王おう国こく〉と番ばん人にん。「扉の民たみ」の存在。そして、今いま起こっている「パラダイスランド」の悪あく夢むについて。

（ん……？）

　途中で直人は首を捻ひねった。自分が夢神だということと、例の「罪」についての話にまったく触れようとしない。明らかにそのことを避けていた。

　まだ決心がつかないようだった。

「あの……訊きいていいのか分からないんだけど」

　説明を聞き終えた後で、棗はおずおずと言った。

「綾乃はどうして夢神のことに詳しいの？　それに、綾乃だけ悪夢を見ないのはどうして？」

　当然の疑問だった。

「わたしは……」

　綾乃は言葉を詰まらせる。直人が以い前ぜん同じことを尋たずねた時は、ここまで動どう揺ようしていなかった。

「わたしは……つまり……」

「……こいつも扉の民だよ」

　直人は横から口を挟んだ。あまり噓うそはつきたくなかったが、そうでも言わないとこの場が収まらない気がする。バレた時に責められるのは覚かく悟ごしていた。

　綾乃はなにも言わなかった。

「悪あく夢むに干かん渉しようされない体質なのもそのせい……俺とは遠い親しん戚せきなんだ」

「あ、そうなんだ。うん、分かった」

　棗なつめはちらっと意味ありげに直なお人とを見た。多分、なにか事情があることを察してくれたのだろう。それ以上はなにも尋たずねようとしなかった。

「じゃあ、今やらなきゃいけないのは、パラダイスランドの悪夢を見た人の名前を、水みず穂ほちゃんから聞くこと、でいいの？」

　と、棗は言った。

「うん。でも、あいつ俺らのことを誤ご解かいしてるし、口も利こうとしなくて」

「わたしがちょっと話をしてこようか？」

「倉くら野のが？」

　棗と水穂はほとんど面めん識しきがない。身み内うちの自分が尋ねても駄だ目めだったのに、棗に聞き出せるとは正直なところ思えなかった。

「こういうのはね、赤あかの他た人にんの方がうまく行くこともあるよ……それに、わたしちょっと彼女の気持ちも分かるし」

「え？」

「とにかく、ちょっと行ってきます」

　彼女はぱっと立ち上がると、軽い足取りで廊下へ出て行った。

　和室には直人と綾あや乃のの二人だけになった。

「……なんであんなこと言ったのよ……わたしが扉とびらの民たみだなんて」

　綾乃は前を向いたまま小声で言った。

「かえって不ふ自然じゃない……」

「だったら、違うって言えばよかっただろ」

「そうしたらあなたが噓うそついたことになるでしょう。そんなことできないわ」

　つい直人は噴ふき出しそうになった。

「なによ。どうして笑うの」

　いつも気が強くて、自信たっぷりで、頭もいい綾乃が、このことについては矛む盾じゆんしたことばかり言っている。そのギャップが可笑おかしかったのだ。

「決心がついたら、倉野には話せよ」

　と、直人は言った。

「別に噓ついたことになってもいい……っていうか、噓は噓なんだし。俺のことは気にすんなよ」

「直人……」

「でも俺、思うんだけど」

　と、珍しく強ごう引いんに言葉を遮さえぎった。綾乃に忠ちゆう告こくめいたことを言う機会は滅めつ多たにない。なんとなく気き恥はずかしかった。

「倉くら野のはお前が夢ゆめ神がみだって知っても、怖がったりしねえよ。あいつはそういうことしない……俺おれ以上に考えられないだろ」

　多分、こんなことは綾あや乃のにも分かっている。分かっていても言えないから、「秘密」なのだろう。直なお人とにはそのことも察しがついていたが、一いち応おう言っておこうと思った。自分が言うことに意味があるような気がする。

　その時、和室のふすまが開いて棗なつめが戻ってきた。思ったよりもずっと早い。

「……どうだった？」

　直人が尋たずねると、彼女はにっこり笑って一枚のメモを差し出してきた。

「この人だって」

　本当に棗は水みず穂ほから話を聞き出したらしい。直人は心の底から感心した。

　メモには見み慣なれた几き帳ちよう面めんな字で、「野の木ぎ幹みき央お」と書いてあった。




　幹央は庭園の芝しば生ふに寝ころんでいる。すぐ近くから心地ここちよい水音が聞こえる。パラダイスランドにいる夢を見ていた。作り物めいた青空には雲くも一つない。

　この夢は幹央のお気に入りだった。静かで穏おだやかな世界。ぼんやり佇たたずんでいるだけで癒いやされる。

　不意ににゅっとなにかが視し界かいに入ってくる。

　幹央は目を瞠みはった。

　ぴんと立った耳と大きな顔。四つんばいになった青い熊くまの着ぐるみが彼を見下ろしている。この場所で他の者を目にするのは初めてだった。

「……こんにちは」

　子供に話しかけるような調子で、笑いながら挨あい拶さつする。相手はひどく小こ柄がらだった。

　子こ熊ぐまはぺこりと頭を下げて、幹央の視界から出て行った。彼は体の向きを変えて子熊を目で追う。噴ふん水すい池いけの周りの芝生をころころと楽しげに転げ回っていた。

　幹央の口元に自然と笑えみが浮かんだ。子熊はなおも転がっていき、噴水池のコンクリートの縁ふちにごんと頭をぶつける。

「えっ」

　幹央は息を吞んだ。衝しよう撃げきのせいなのか、首が一八〇度がっくり折れている。枝に実った果か実じつのように、大きな頭がぶらぶらと揺れていた。これが生き物なら、間違いなく死んでいるはずだ。

　着ぐるみの両手が自分の頭をつかみ、ぐいと持ち上げる。なにごともなかったかのように元どおりになった。

（……なんだろう、今の）

　ごくりと唾つばを吞みこんだ。なにかの見み間ま違ちがいだと思う──いや、ここは夢の中なのだ。着ぐるみの中にいるのが普通の生き物とは限らない。

　子こ熊ぐまはちょこまかした動きで噴ふん水すい池いけに近づいていき、上じよう半はん身しんを乗り出して水の底を覗のぞきこむ。ばしゃん、と水しぶきを上げて両手を突っこんだ。今度は水遊びらしい。さんざん池の中をかき回した後で、両手を引き上げる。なにか白い棒のようなものを抱えこんでいた。一いつ瞬しゆん、なぜかボウリングのピンに見えた──いや、よく見ると形がまるで違う。

「う……」

　突然、胃の奥から吐き気がせり上がってきた。白い棒の尖せん端たんには五本の指がついていた。

　それは流りゆう水すいに晒さらされ、血の気を失った人間の腕だった。子熊はコンクリートの縁ふちにちょこんと腰を下ろし、両足をぶらつかせ始める。

　着ぐるみのあごに手がかけられ、頭部が上へずらされる。首くび筋すじにできた隙すき間まから、中にいる者の顔の下半分がわずかに覗のぞいた。

　皮ひ膚ふの色はくすんだ灰色で、子供のように細いあごを持っている。

　その怪かい物ぶつの口はみるみるうちに大きく広がっていく。獲え物ものを丸まる飲のみする蛇へびを思わせる動きだった。その巨大な口こう腔こうへと、死体の腕がずるずると差しこまれる。着ぐるみの頭を揺らしながら、灰色の怪物はその腕をかみ砕き、音を立てて吞みこんでいく。

　幹みき央おは両手で口を押さえたまま、目の前の光景を凝ぎよう視ししていた。口を塞ふさいでいる指の隙間から、押し殺した悲鳴が洩もれ始めた。




　目を開けると、幹央は夢の中と同じ姿勢でベッドに横たわっていた。全身にびっしょり汗をかいている。まだ時間は昼過ぎだ。枕まくら元もとには携帯が転がっている。ベッドの上で水みず穂ほに出すメールの文面を考えているうちに、ついうたた寝をしてしまった。

（なんだろう、今の夢）

　死体を食っている着ぐるみの姿が瞼まぶたの裏に焼き付いている。パラダイスランドにいる夢を見始めてから何日も経たつが、あんな不ぶ気き味みなものを目にしたのは初めてだった。

（……忘れよう）

　どうせただの夢だ。

　幹央は携帯を拾い上げた──パネルを閉じようとして、メールが一通届とどいていることに気付く。

　和かず葉はかもしれない、と思いながら受信ボックスを開くと、もっと意い外がいな相手からだった。

「え？　岸きし杜もり？」

　歓よろこびよりも驚きの方が先に来た。確かにメールアドレスと携帯の番号を交換したことはあった。幹央がそうしようと言ったからだ。しかし、今まで彼女からはただの一度も電話やメールが来たことはない。一体、なにがあったのだろう。

　メールの文ぶん面めんはごくシンプルだった。




「飯いい見み第三公園にいます。来てください。岸きし杜もり」




　なんの用事かは書かれていない。幹みき央おはベッドから降りて急いで着替え始める。断る理由はどこにもなかった。とにかくこれは水みず穂ほからの誘いなのだ。

　支し度たくを終えて一階に降りた。リビングから人の声が聞こえてくる。品しな子こがテレビを見ているらしい。一いつ瞬しゆんそちらへ行きかけたが、結局途と中ちゆうでやめた。昨日きのうの晩から母とはほとんど口を利いていない。

　後から考えると、ちょっとレシートを破り捨てただけのことだ。大したことではないような気もするのだが、なんとなく顔を合わせるのを避けてしまっていた。

「……ちょっと出かけてくる！」

　それでも、幹央は玄げん関かんから声をかけた。

「はい、行ってらっしゃい」

　返ってきたのはいつもの母の声だった。少しほっとして、幹央はドアを開けて外へ出た。




　うたた寝をしている間に雨は止やんでいた。幹央は濡ぬれた歩道の上を走っていく。指定された公園は、野の木ぎ家けからさほど離れていない。五分も経たたないうちに幹央は公園の門をくぐっていた。

　あたりを見回したが、水穂の姿は見当たらない。隅すみにある藤ふじ棚だなの下に、高校生らしいカップルがいるだけだった。彼らは幹央の方を指さしてなにか話し合っていたが、やがてこちらに近づいてきた。

　女の方はすらりとした髪かみの長い美人で、人ひと目めを惹ひく容よう姿しだった。手には携帯を持っている。男の方はこれといった特とく徴ちようがない。よく見ると顔立ちは悪くないのだが、目元が眠たげでなにを考えているか分からない感じだった。

「えっと……ノギミキオくん……って読むのか。ミキオウ？」

　男は手元のメモを見ながら首をかしげている。

「ミキオです」

　戸と惑まどいながら幹央は答える。

「俺はキシモリナオト。こっちは……」

「クゼアヤノです。こんにちは」

　幹央ははっとした。キシモリ、ということは──。

「あ、水穂の兄です」

　水穂の言っていた「モラルのない」「けだもの」だ。幹央は心の中で身み構がまえる。彼女をあそこまで悩ませていた男。確かにちょっと怪しげに見えなくもない。

「岸杜……水穂さんはどこなんですか？」

「いないわ」

　アヤノ、と名乗った女の方が平然と言い、手の中の携帯をひらひら振った。

「これ、よく見て」

　少し前に流行はやったシンプルなデザインの小型の機種。妹の和かず葉はも同じものを使っているし、ユーザーは結けつ構こう多いのだが──。

「……岸きし杜もりの携帯ですか」

　と、幹みき央おは言った。水みず穂ほがこれを使っているところを見たことがある。

　女はうなずいた。

「今のメール、わたしたちが送ったの。ちょっと人のいないところで話がしたくて」

　幹央の体から力が抜ける。と、同時に腹が立ってきた。水穂に誘われたと思って、浮かれていた自分が馬ば鹿か馬鹿しかった。しかし、彼女にはまったく悪びれた様よう子すがない。

「それ、岸杜の携帯ですよね？　勝かつ手てに持ち出すなんてどうかしてるんじゃないですか？」

「借りたんだよ。あいつ普段あまり携帯使つかわないし、そういうの気にしないみたいで」

　男の方がおずおずと言った。携帯の貸し借りなど普通ありえない──が、水穂ならありうるかもしれない。確かに携帯を使っているところをほとんど見かけない。

「それで、他人の名前で噓うそをついて呼び出したんですね」

　怒りを隠かくさずに言うと、二人はちらっと顔を見合わせる。
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　口を開いたのは水みず穂ほの兄だった。

「悪いとは思ったんだけど……その、どうしても訊きかなきゃいけないことがあったんで。それにほら、一いち応おう俺も『岸きし杜もり』だしさ」

　人を食ったようなのんびりした口く調ちように、ますます不快感がこみ上げてきた。確かに水穂の言う通り「モラルのない」人間だ。こんなことまでして、一体なんの用事なのだろう。

「最近、パラダイスランドにいる夢を見てないか？　ここ何日か続けて」

　幹みき央おは言葉を失った。




　　　　　　　　　９




　幹央はさかんに額ひたいの絆ばん創そう膏こうをいじっている。直なお人とが夢の話を出した瞬しゆん間かん、動どう揺ようしたように見えた。

「そういう夢、見てるのか？」

「どうしてそんなこと訊きくんですか？」

　彼は厳きびしい目つきで直人を見み据すえる。

「その夢を見ていると危険なのよ。最悪、命を落とすかもしれないわ」

　綾あや乃のが言うと、幹央はまばたきを繰り返した。

「でも、ただの夢なんですよね？　誰か本当に死んだ人でもいるんですか？」

「行方ゆくえ不明になった人ならいるわ……何人もね」

「……その行方不明が、夢と関係してるって証しよう拠こでもあるんですか？」

　なかなか目め端はしの利くタイプらしい。綾乃も言い返すことができないようだった。行方不明者しやが夢ゆめ神がみにさらわれているというのは、今のところ仮か説せつにすぎないのだ。

「ま、正直言いうとまだ証拠はないわね。でも、そのうちはっきりすると思うわ。商店街にあるハーブの店……見たことぐらいはあると思うけど、あそこのオーナーも昨日きのう姿を消しているのよ」

「えっ」

　幹央が目を丸くした。

「知ってるのか？」

　と、直人は尋たずねた。

「昨日、店で会いましたけど……あれ？　久く世ぜ？」

　幹央はまじまじと綾乃を見つめた。

「ひょっとしてマダム☆クゼーさんの……」

「娘よ」

「そうだったんですか」

　彼は少しほっとしたように表情を緩ませる。

「あの……どういう知り合い？」

　直なお人とが口を挟むと、幹みき央おにじろりと睨にらまれた。

「あなたにそんなこと関係ないです」

「え……」

　初しよ対面だというのに、なぜかこの相手にはあまりいい印いん象しようを持たれていないようだ。

「第一、どういうつもりでそういうことを調べてるんですか？」

「それは、なんていうか……」

　直人はちょっと考えこんだ。

「世の中には危険な夢、みたいものがあるんだよ、俺らはそういうのを見つけて、人を助けてるんだ」

「……へえ、そうですか」

　幹央は冷ややかに笑った。

「じゃあ、そんなわけの分からない話を人にして回ってるんですね」

　中学生に嘲ちよう笑しようされる俺ってどうよ、と直人は思った。話を信じてもらえないのは予想していたが、こんな風ふうに敵意を持たれるとは思ってもみなかった。

　しかし、幹央はパラダイスランドの夢を見ていないとは言わない──見ているのは確かなようだった。

「俺、帰ります……それと」

　彼はまた直人をじろりと睨んだ。

「あまり妹さんを心配させないように」

「え？　あ、はい……」

　思わずうなずくと、なにやってるのよ、というように綾あや乃のに肘ひじでつつかれた。幹央はくるりと背を向けて歩き出した。

「待って」

　綾乃が彼の背中に向かって言った。幹央は足を止めたが、こちらを見ようともしなかった。

「あなたの周りに、パラダイスランドの夢を見ている人がいるかもしれない。もしそういう人がいたら……」

「そんな人はいません。それじゃ」

「だったら、最近様よう子すのおかしい人はいない？　普段と違う行動を取っている人は？」

　びくっと背中を震わせたが、彼はなにも答えなかった。そして、無言のまま立ち去ってしまう。彼の姿が見えなくなってから、綾乃が口を開いた。

「……あなた、あの子になにか恨うらまれるようなことでもしたの？」

「知らねえよそんなの……今の、どう思う？」

「彼が悪あく夢むを生んだ『親』なのかもしれないし、彼自じ身しんも誰かから感かん染せんしたのかもしれない……今のところ、判断つかないわ。なにか知っている様よう子すだったけど」

　もし幹みき央おが悪夢の「親」で、なんらかの形で夢ゆめ神がみと結けつ託たくしているとすると、こういう形で接せつ触しよくするのはかえって危険かもしれない。こちらの手の内を晒さらすことになってしまうからだ。

「どうする？　これから」

「まず、彼についての情報を集めた方がいいわね……帰ってまた相談しましょう」

　棗なつめも交えて話した方がいいかもしれない。彼女は約束があったとかで、虹にじ子こに会いに行っている。

「……なにやってるんだ？」

　綾あや乃のは水みず穂ほの携帯でまたメールを打っていた。

「今の彼にこちらの連絡先さきを教えておこうと思って。それに、ちょっと言い忘れたこともあったし」

　と、彼女は言った。




　家に向かって歩いている途中で、メールの着信音おんが鳴った。

　ポケットから携帯を取り出す──また「岸きし杜もり水穂」からだった。最初は読まずに捨てようと思ったが、我が慢まんして中身を読む。




「もし家の中で白い扉とびらを見つけても、絶対に手を触れないで。わたしたちに連絡して。久く世ぜ」




　その後に彼女の携帯の番号とメールアドレスが記されている。

　幹央は首をかしげた。まったく意味が分からない。久世綾乃は岸杜直なお人とよりはいくらかまともな人間に思えたのだが、これを読む限りではだいぶどうかしている。

（あの二人、なんだったんだろう）

「危険な夢」だの「人を助ける」だの、妙みような妄もう想そうとしか思えない。きっとあの直人が元げん凶きようなのだろう。あんなことばかり口にしているのでは、水穂も苦労するはずだ。

　噓うそで呼び出された挙あげ句く、おかしな話ばかり聞かされてしまった──。

（最近様よう子すのおかしい人はいない？）

　ただ、その質問だけが気にかかった。一人だけ思い当たる人間がいる。普段と違う行動を取っている人。もちろん「夢」と関係があるとは思えないが。

「あら、幹央」

　思わず足が止まった。家の方から買い物バッグを手にした品しな子こが歩いてくる。

「ちょっと買い物に行ってくるわ。お腹なか空すいたら冷蔵庫に入ってるものを適当に食べて」

　母はにこにこしながら言った。妙に機き嫌げんがいい。プレゼントでも背中に隠かくしていそうな雰ふん囲い気きだった。

「うん。分かった」

「あんたはどこに行ってたの？」

「ちょっと公園。友達と会ってた」

　全ぜん然ぜん友達ではないが、ややこしい説明をする気にはなれなかった。

　それじゃ、と言って立ち去ろうとすると、ぐっと母に肩をつかまれた。

「友達って誰だったの？」

　と、母は上じよう機き嫌げんのままで尋たずねてくる。

「……クラスの奴やつだよ」

　幹みき央おは肩を置かれた手を見下ろした。普段、こんなことをいちいち訊きく母ではないのに。

「なんの話をしていたの？」

「……別に、大したことじゃないよ」

「言えないようなこと？」

　胃の奥に硬いしこりのような違い和わ感かんを覚えた。どうしてこんなことを訊くんだろう。

「関係ないだろ、母かあさんには」

　少し声を荒げると、品しな子こはぱっと手を放した。つかんだ時と同じように唐とう突とつだった。

「……それもそうね。じゃ、行ってくるわ」

　返事を待たずに、足早に立ち去ってしまった。幹央はのろのろと向きを変えて、家へ向かって歩き出した。母の様よう子すはどこかおかしい。なにか大事なことを隠かくしている気がする。かといって、それを確かめる方法も思い付かない。

　家に着いた幹央は、玄げん関かんのドアを開けた。靴くつを脱いで廊下に上がろうとした瞬しゆん間かん、さっきのメールの文章を思い出した。

（もし家の中で白い扉とびらを見つけても）

　白い扉、がなんなのかよく分からないが、どうやら異い変へんの現れということらしい。

　無意識のうちに息を殺して、幹央は階段をのぼっていった。もしこの家の中でそんなものが現れたとしても、大たい抵ていはすぐに気が付くはずだ。さほど広い家というわけではない。普ふ段だん彼が足を踏み入れない場所はほとんどなかった──ただ一カ所を除いては。

　幹央は母の部屋の前に立った。

　しばらくためらった後で、ドアノブをゆっくりと回した。

　フローリングから反射する光に目を細めながら、幹央は部屋の中に入った。六畳じよう間まの真まん中なかには電動式のベッドが置かれている。

　幹央にとってここは懐なつかしい部屋だ。以前、和かず葉はと一緒に使っていた子供部屋だった。母の病気がひどくなってから、部屋を交換したのだ。ここがこの家で一番日ひ当あたりのいい部屋だった。

　幹みき央おはベッドのそばに立って、部屋の中を見回した。ドレッサーと収しゆう納のう棚だなが壁を覆おおうように並んでいて、どこにも白い扉などありはしなかった。幹央はほっと息をついた。

（……バカバカしい）

　あんなメールを少しでも真まに受けること自体どうかしていた。幹央はそのまま部屋から出ようとする──。

　部屋の隅すみに観かん音のん開びらきのクローゼットがある。

　そこはまだ見ていない。念のため、と思いながら近づいていった。幼い頃、このクローゼットに入って遊ぶのが大好きだった。この中はかなり広い。兄妹二人で入っても十分に余よ裕ゆうがあった。

　幹央は取っ手を握りしめると、一気に扉とびらを開けた。防虫剤ざいの臭いが鼻をつく。家族全ぜん員いんの冬物の服がずらりとかかっていて、視し界かいが遮さえぎられている。

　震える両手を服の中に差しこむと、左右に服の群れを押しのけた。

「あ……」

　幹央は啞あ然ぜんとした。クローゼットの奥の壁に、あるはずのないものが出現していた。

　込み入った浮き彫りの装そう飾しよくを施ほどこされた、美しい白い扉。

（……どうなってるんだ？）

　どうしてこんなものがここにあるのだろう──それに、一体どこへ続いているのだろう。

　扉の金色の取っ手がきらりと輝いた。幹央の目がその一点に吸い寄せられる。見つけても絶ぜつ対たい触れてはいけない、というさっきのメールの忠ちゆう告こくはちゃんと憶おぼえている。しかし、それよりもこの扉の向こうを確かめる方が大事な気がする。

　幹央は腕を伸ばして、取っ手をぎゅっと握りしめる。そして、本能に導かれるまま回そうとする。

「え……？」

　ふと、扉の手前の床面に見み覚おぼえのあるものが落ちていることに気付いた。

　それは携帯電話だった。幹央は飛びつくようにそれを拾い上げる。ちょっと古いデザインの安い機き種しゆ。和かず葉はの使っていたものだった。長く放置されていたのか、電池が切れている。

「なんでこんなところに……」

　幹央の頭が混乱してくる。和葉は山やま梨なしの祖そ父ふの家にいる。もちろん、この携帯も持っていったはず──そうでなければ、幹央とメールのやりとりなどできるはずがない。

　どうしてそれがここにあるのだろう？

　どれぐらいクローゼットの前に座りこんでいたのか、幹央は憶おぼえていない。我に返ったのは、リビングで家の電話が鳴っていることに気付いたからだ。

　彼は慌あわてて立ち上がる。一いつ瞬しゆん迷ってから、和葉の携帯を元どおりクローゼットに収めて扉を閉めた。自分がここを見たことを母にはなるべく知られない方がいいと思った。

　幹みき央おは部屋を出て階段を駆け下りていった。リビングに飛びこんだ時には、もう留る守す番ばん機能が作動していたが、構わずに受話器を取った。

「はい、野の木ぎですけど」

『もしもし。本ほん家けの野木ですが』

　しわがれた太い声が受話器から聞こえてくる。幹央はほっと息をついた。山やま梨なしに住んでいる祖そ父ふだった。

「あ、こんにちは。幹央です」

　いつもより声を大きくした。祖父は少し耳が遠くなっている。

『ああ、幹央かい。元気か』

「うん。元気元気」

　反射的にそう答えてから、たった今目にした妹の携帯のことを思い出した。

「あの、今そこに和かず葉はっているの？」

『和葉？』

　祖父の声のオクターブが上がった。

「そう、和葉。もし家にいたら、ちょっとだけ代わって欲しいんだけど……」

『なにを言っとるんだ、お前は』

　電話口の向こうで、祖父はぶっと噴ふき出した。

『昼ひる寝ねでもして寝ぼけとるんだな……和葉が今うちにいるわけないだろうが』

「……え？」

『和葉なら、もう十日も前にそっちへ帰ったろう』

　全身がぞっと総そう毛け立だった。受話器を握っている手が震え始める。

「そんな……でも……」

　十日前──和葉からのメールが途と切ぎれた頃だった。

『なんでもやっぱりそっちの学校に通わせるとかいう話だったろう。それっきり連絡もないし、どうしたかと思って電話したんだが』

（なんともなかったわよ。学校で友達もできたんですって）

　母は一昨日おととい和葉と電話で話したと言っていた。あれは噓うそだったのだ。でも、どうしてそんな。

『ああ、それと品しな子こさんの具合はどうかね？　元気なのか？』

「う、うん……元気だけど……」

　突然、母の名が出てきたことに戸と惑まどった。

『そりゃよかった。この前はだいぶ具合が悪そうだったんで、ばあさんと二人で大だい丈じよう夫ぶかって言っとったんだ』

　この前、という言葉に飛び上がりそうになった。

「うちの母かあさんに会ったの？」

『そりゃそうだろう。先週、品しな子こさんが和かず葉はをうちまで迎えに来たんだろうが……幹みき央お、お前は本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　もしもし？　幹央？　もしもし……』

　もう祖そ父ふの言葉はほとんど耳に入っていなかった。和葉は祖父の家にはいない。そして、この家にもいない。

　一体、和葉はどこにいるのだろう──いや、違う。




　母は和葉をどこへやったのだろう？
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「やっと来たね。呼んでから何日経たってるんだい……それもこんな夜になって」

　虹にじ子こは呆あきれ顔で言った。

「……すいません」

　直なお人とは久く世ぜ家けの玄げん関かんで頭を下げた。もうすっかり夜も更ふけている。

「ま、とにかくお上がり」

　ガウン姿の虹子は居間へ戻っていった。直人は靴くつを脱いで玄関ホールに上がり、虹子に続いて居間に入る。そして促うながされるままに、彼女の正面に腰を下ろした。

　虹子の膝ひざには、黒いぶちの飼い猫がさっそく飛び乗った。

「どうだい、うちの娘は。あんたんちでうまくやってるかい？」

「え……はい、どうにか」

　今いま頃ごろ、岸きし杜もり家では綾あや乃のと水みず穂ほが話しているはずだ。「二人きりで話したいことがある」と綾乃が言ったので、少し不安だったが任せることにした。

「で、あんたはちゃんと責任を取るんだろうねえ」

「え？　責任？」

　虹にじ子こは突然サングラスを外す。そしてかっと目を見開き、

「うちの娘を傷きず物ものにした責任だよっっっっ！」

　と、一キロ四方に響ひびき渡るような大声で叫んだ。直なお人とはソファに座ったまま飛び上がる。もちろん傷物になどした覚えはない。ぶんぶん首を振って否定する。

「え……いや……あ、綾乃とはなにも……その……」

「………………なんちゃって」

　彼女は真ま顔がおで言った。サングラスを元どおりにかけて、何事もなかったかのように再び猫の背中を撫なで始める。

（なんちゃって……）

　そのオチはどうかと思うが、さすがにそこにツッコミを入れるほどの度ど胸きようはなかった。

「あの……話ってそれですか」

「そんなわけないだろう。まあ、長くかかる話じゃない。ちょっと頭の片かた隅すみに入れて欲しいことがあってね」

　一いつ旦たん言葉を切ると、虹子はソファの上で改まって背せ筋すじを伸ばした。つられて直人も同じ姿勢になる。

「あたしは岸杜家の男たちがなにをやってるのか、具体的には聞いてない。ただ、若かった頃に、孝たか臣おみく……あんたのお父とうさんにはちょっとした恩があってね。協力を惜しまない約束になってるんだ。ずっと端はたで見てきたから、あんたたちのことはよく知ってる自信がある……」

　直人は黙ってうなずいた。虹子が「孝臣くん」と言いかけたことにも気が付いていた。きっと「若かった頃」はそう呼んでいたのだろう。

「職業柄がらだと思うけど、あたしは人間関係の成り行きがなんとなく分かる。まあ、人と人の間にある『流れ』みたいなものが見通せる感じだね……特に間ま近ぢかで見ている人間のことはまず外さないね。あんたたちを見てて、感じることを今から話しとこうと思って」

「それって予言みたいなもんですか？」

「そんな大たい層そうなもんじゃないさ。別に超ちよう常じよう的な力じゃない……長年の経験と観察の結果に基づいた瞬しゆん間かん的な予測。分かりやすく言うと女の勘かんだ……話していいかい？」

「……はい」

　こほん、と虹子は咳せき払ばらいをした。

「今、あんたは綾乃に色々な面で助けられているね。二人でなにをするにも、知ち恵えを絞しぼってるのはほとんど綾乃の方だ……違うかい？」

「はい……そうです」

「それはこれからも当とう分ぶん続く……仕方のないことだけどね。でも、あんたはこれからもっと強くなる必要があると思う。あんたの方が綾あや乃のを助けなきゃいけない、そういう瞬しゆん間かんがきっと来る……助けるって言っても、それは簡単なことじゃない。あの子が打ちのめされて、本当に絶望して、あんたの助けを呼んだ時に、差し伸べるだけの強い手を持ってなきゃいけないんだ……分かるかい？」

「……すいません。いまいち」

　直なお人とは正直に答えた。追い詰められているだけならともかく、自分に助けを求めている綾乃、というのがうまく想そう像ぞうできなかった。

「まあ、そうだろうね。今のあんたじゃ」

　と、虹にじ子こは苦にが笑わらいを浮かべた。

「じゃあ、一つだけアドバイスだ。あの子の心の弱い部分……それをなるべく理解するように努めた方がいい。そうすれば、次にどうしたらいいかだいたい見えて来るだろうよ」

　綾乃の弱い部分──それならなんとなく思い当たる。未だに綾乃は棗なつめに自分が夢ゆめ神がみだと告げることができない。そして、そのことを知っているのは直人だけだった。

「はい。分かりました」

「それともう一つ……あの倉くら野のって女の子には注意が必要だよ」

「どういうことですか？」

　思わず直人は聞き返した。

「昼間、少しあの子と話したんだけどね」

　虹子はどこか物もの憂うげに言った。

「素直だし、芯しんが強くてとてもいい子だ……でもね、あんたと綾乃の関係には毒にも薬にもなる、そういうタイプの子だよ。それも頭の片かた隅すみにでも入れときな」

「とてもいい子」が「毒」になりうる──正直よく分からなかったが、忠ちゆう告こくどおりに憶おぼえておこうと思った。

「……さてね。あたしからの話はこれで終わりだけど」

　再び虹子はソファに深々と巨きよ体たいを沈めた。

「あんたの方からあたしに訊ききたいことがあるんだろ？」

「知ってたんですか？」

　直人は驚いた──まさにそのとおりだった。

「知るわけないだろう。女の勘かんさ」

　猫の喉のどのあたりを軽く撫なでながら、彼女はにやりと笑った。どう話を切り出そうか迷っていたのだが、これでその心配もなくなった。

「あの、野の木ぎ幹みき央おって中学生、知ってますか？　おばさんと面めん識しきがあるみたいなんですけど」

　夕方、綾あや乃のと棗なつめと三人で話し合って、幹みき央おについて調べてみることに決めた。直なお人とがここへ来たのは、もちろん虹にじ子こに呼ばれていたこともあるが、幹央のことを尋たずねるためでもあった。

「ああ、あの子か。知ってるよ」

　虹子は上じよう機き嫌げんにうなずいた。

「あたしの知り合いの息子むすこなんだ。昨日きのう、ちょっと話したんだけど、なかなかいい子だね。しっかりしてるし、素直だし」

　素直かどうかは首をかしげざるを得ない。昼間、直人は幹央からかなりひどい扱いを受けている。

「あんまり気になるようなところのある子じゃなかったけどね。どっちかっていうと、あの子の親の方が……」

　虹子は口をつぐんだ。少し表情が曇くもっている。

「なにかあるんですか？　親の方に」

　ふう、と彼女は深いため息をついた。

「まあ、これは秘密ってわけじゃないから、話しちまうけどね……あんた、『ノギアイス』って知ってるだろ。屋や台たいのアイスクリーム売りで、町中を回ってる……」

「あ、こないだ食いました。有名な店っすよね……あれ、ノギってことは……」

「その子の父親がやってる店なんだ。あんた、そこでしょっちゅう買ってるかい？」

「え？　俺、あんまりアイス食わないし……駅前にアイス屋もできたから、そっちにはたまに行くけど……」

「だろう？　みんなそうなんだよ。店を始めた頃はうまく行ってたんだけど、駅前にチェーン店ができてからあまり景けい気きが良くないみたいでね。それだけならともかく、奥さんの具合があんまりよくなかったんだ。ここ何年か、ちょっと難しい病気を患わずらってた……」

「野の木ぎ幹央の母親、ですよね」

「ああ」

　と、虹子はうなずいた。

「それでそこの奥さん……まあ、あたしの高校時代の同級生なんだけど、なんだかんだですっかり塞ふさぎこんじまってさ。よくうちの店に来てたんだよ……昔からちょっと生き真ま面じ目めというか、融ゆう通ずうの利かないところのある人でね」

　彼女の表情がさらに暗く、沈んだものに変わった。多分、占うらないではなく相談をしに来ていたのだろう。「マダム☆クゼー」の店には、そういう目的で訪れる者も多いと聞いている。

「ん？　でも、『患ってた』ってことは、今はもう治ったってことですか？」

　微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。

「うん……まあ、そうだね。病気の方は治ったそうだよ……」

　奥おく歯ばにものが挟まったような言い方だった。

「まあ、あたしの目から見ると、治ったにしちゃ様よう子すがおかしい気がして……これ以上はあたしの口からは話せないよ。なんかの間違いかもしれないんでね……」

　直なお人とは頭の中で虹にじ子こから聞いた話を整理した。幹みき央おというより、野の木ぎ家けそのもの──特に母親になにかがあるようだ。マンションに戻って、綾あや乃のにそのことを話してみようと思った。




「ノギアイス」のワゴン車が自宅のガレージに戻ってきたのは、夜の十時を回ってからだった。最近はかなり遠くまで販売に出かけていて、帰ってくるのが深夜になることも珍しくなかった。

　幹央は業ぎよう務む用ようの冷凍庫のかげに隠かくれて、父が現れるのを待っていた。

　今日は「具合が悪い」ということにして、午後からずっと部屋にこもっていた。品しな子こと顔を合わせるのが怖かったのだ。さっき母が風ふ呂ろに入っている間に、そっと家を出てこのガレージに潜ひそんだ──もちろん和かず葉はのことや、白い扉とびらのことを父に相談するためだった。

　綾乃に連絡することも考えたが、結局やめてしまった。今日会あったばかりの連れん中ちゆうに、家族の重じゆう大だい事じを話す気にはとてもならなかったのだ。

　ワゴン車のエンジンが停まり、運転席から父の巨きよ体たいが口くち笛ぶえと一緒に降りてくる。いつもどおりの父の姿に、幹央の緊きん張ちようが雪のように溶けていった。

「……と、父とうさん」

　震える声で呼びかけると、謙けん司じは振り返って息子むすこの姿を見つけた。きびきびとした足取りで近づいてくる。

「おお、幹央。どうしたんだこんなところで」

　と、彼は言った。

「今日も本当に疲れちまったよ……母かあさん、まだ起きてるか？」

　ガレージのドアの方に向かおうとする父を、幹央は必死に止めた。

「なんだ？　どうしたんだ？」

　父は笑えみを湛たたえた目で幹央を見つめる。

「だ、大事な話があるんだ……二人だけで」

　息子の様子が普通ではないと気付いたのか、謙司の口元から笑みが引っこんだ。

「……そうか。とにかく、話を聞こう」




　幹央はできるだけ整理して、自分が見聞きしたことを順番に話していった。まず和かず葉はからのメールが来なくなったこと、母がマダム☆クゼーの顔を忘れていたこと、会ったことすら認めようとしなかったこと、妙みような二人組が現れて話を聞き出そうとしたこと、母がこっそり和葉を迎えに行っていたこと──。

　最初は明らかに半はん信しん半はん疑ぎの様子だったが、祖そ父ふから電話が来たことを話したあたりから、みるみるうちに表情が引き締まっていった。

　すべてを話し終えてからも、謙けん司じはしばらくの間腕うで組ぐみをして考えこんでいた。

「和かず葉ははどこにいるんだろうな……」

　沈ちん黙もくが流れた。幹みき央おが一番知りたいのもそのことだった。

「お前の目から見て、どうだ？　母かあさんはどうなってるように見える？」

「わ、分からないよ、そんなの」

　ずっと上じよう機き嫌げんで口くち数かずが多い。確かに幹央の知っている母のはずなのだが、取っている行動が明らかにおかしい。どういう原因でこんなことになっているのか、見けん当とうもつかなかった。

「……そうか」

　と、謙司は言った。

「とにかく、後は父とうさんに任せるんだ。今夜中に母さんと話してみるから」

　幹央は父の横顔を見つめる。なぜか嫌な予感がした。本当に父ちち一人に任せていいのだろうか。その不安を察したのか、父は笑いながら大きな手でぽんぽんと幹央の頭を軽く叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。きっと和かず葉はのことも、その占うらない師さんのことも、なにか事情があったんだろう……母さんはそんな間違ったことをするような人じゃない。明日にはちゃんとお前に全ぜん部ぶ説明できると思う」

　自信に満ちた父の言葉に、幹央はようやくうなずいた。
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　パジャマ姿の水みず穂ほが、背せ筋すじを伸ばして畳たたみの上に正せい座ざしている。

「確かここにあったはずなのよね……」

　目の前では綾あや乃のが背を向けて、自分のトランクの中を探っていた。彼女も風ふ呂ろ上がりで、寝ね間ま着き代わりのスウェットを身に付けている。

　さっき「話がある」と言われて、強ごう引いんにこの和室に引っ張りこまれた。もちろん、水穂の方に話したいことはなにもない。今すぐ部屋を出て行きたい気分だった。

「あ、あったわ」

　振り返った綾乃が手に持っているのは、二本の棒つきのキャンディだった──レッドグレープ味とチョコバナナ味。

「どっちがいい？」

「いりません……そんなもの。第一、もう夜ですから」

　そう言って顔を背ける。

「あら、そう。じゃ、わたしはいただくわ」

　綾乃はレッドグレープ味の方を選ぶと、丁てい寧ねいに包ほう装そうを解いてキャンディを口に入れる。かすかに果か汁じゆう系けいの甘い香りが部屋に漂い始めた。

「あ……」

　つい唇くちびるが半はん開びらきになった。兄の直なお人とも知らないことだが、彼女は甘いものに目がなかった。このキャンディもたまに隠かくれて買っている。しかも、チョコバナナ味が一番の好こう物ぶつだった。限定販はん売ばいなので、この近くのスーパーにはなかなか置いていないのだ。

　突然、綾あや乃のは鼻はな歌うたまじりにチョコバナナ味の方の包ほう装そうも解き始める。水みず穂ほはめまいを起こしそうになった。まさか二本同どう時じに食べるつもりなのだろうか。

　どこまで意い地じ汚くて意地悪わるなんだろう。こんな人と一秒でも同じ部屋に──。

　いきなりにゅっと綾乃の手が伸びてきて、水穂の唇にキャンディを軽く押しつけてきた。

「えっ？」

　食べろ、ということらしい。鼻のすぐ下からカカオの香りがほんわり漂ってくる。結局、誘ゆう惑わくに負けてぱくりとキャンディをくわえた。

「ありがとう、ございます……」

　敗はい北ぼく感をおぼえながら礼を言った──それでも美味おいしい。

　しばらくの間、二人は黙って向かい合っていた。無む心しんにキャンディを味わっているのは、他人が見たらきっと変な眺ながめだと思う。

「あなたの家では、おやつによくこれが出てきたわね」

　と、綾乃が言った。水穂はつい目を伏せた。

　いつも家にはこのキャンディが沢たく山さん置いてあった。その時間になると、キッチンにいる母のところへ走っていって、一つだけ手に載せてもらうのだった。おぼろげにしか憶おぼえていないが、水穂にとっては数少ない母との思い出だった。

「初めてこれを食べた時、世界にこんな美味おいしい物があるなんて信じられなかったわ」

　綾乃は妙みように遠い目で言った。水穂も同感だった。ただ、それは大事な人に食べさせてもらったせいかもしれない。もしくれたのが母親でなかったら、あそこまで美味しいとは思わなかった気がする──。

「直人から事情は聞いた？　今夜のこととか」

　突然、水穂は我に返った。

「……聞きました」

　つい声に不満がにじんでしまう。今夜もまた水穂はあのパラダイスランドの夢を見るはずで、直人もそこに現れるらしい。夢の中では決して直人から離れないように、ということだった。

　この世界には見ると危険な夢があって、水穂はそれに引きずりこまれている、岸きし杜もり家の男性はその危険から人々を守る仕事を担になってきた、父が死んだ今は自分がそれを受け継いでいる、綾乃はその手伝いをしてくれていて、一緒に住んでいるのもそのせいだ──もっともっと複雑な事情が絡んでいるのは、直人の歯切れの悪さで嫌と言うほど伝わった。

　まったく説明されないよりはましだが、それ以上のものではなかった。

「……話したくても話せないこともあるのよ」

　それは全部知しっているから言える話だ。そういう上から見下ろすような態度が嫌いなのだ。

「話はそれだけですか？」

　じゃあ部屋に戻ります、と言えないのは、まだ口の中にキャンディが残っているからだ。貰もらうものだけ貰って帰る、と思われるのは嫌だった。

「あなた、わたしにいなくなればいいって言ったわよね？」

　不意に綾あや乃のが言った。水みず穂ほは一いつ瞬しゆんひるんだ。確かに昼間そう言った。

「……言いましたけど？」

　今でも悪いことを言ったとは思っていない。あんなことを言うものではないと叱しかるつもりだろうか。もしそうなら、キャンディを吐き出してでも自分の部屋へ戻ってしまおうと思った。

「そのことだけど、安心して」

　綾乃は静かな声で言った。

「え？」

「わたし、いずれいなくなるのよ。ずっとここで暮らしていくわけじゃない……放っておいても、ここから出て行くことになっているわ」

「クゼーおばさんの家に帰る、ということですか？」

「違うわ。もっと別の遠い場所に行くの……一度そこへ行ったら、もう二度とここへ戻ることはない。直なお人ともそのことを知っているし、母かあさんも薄うす々うす分かっているわ」

　そう言って綾乃は微笑ほほえんだ。

「だから、安心して……それが言いたかったの」

　水穂は黙っていた。これまでのことを考えれば、確かに安心できる話だった。でも、まったく嬉うれしくない。むしろどこか後あと味あじが悪い──彼女の態度は、まるで不ふ治じの病を告こく白はくする人のようだった。

（どこへ行くんですか）

　そう訊きけばいい話なのに、なぜかその言葉が出てこない。水穂は自分の膝ひざを見つめたまま、綾乃とただ向かい合っていた。




　幹みき央おがふと我に返ると、プールサイドのベンチに座っている。

　また夢の中のパラダイスランドに来ていた。

　ついさっきまで、現実の幹央は同じ姿し勢せいでベッドに座っていた。両親は母の部屋にこもって話し合っている。内容まではもちろん聞こえなかったが、ひょっとすると父が話をしに来るかもしれない──ベッドに座って待っていたのだった。

　いつのまにか眠りに落ちてしまったらしい。

　幹みき央おは顔を上げる。目の前には水を抜かれた円形のプールがある。

　プールの中心に、着ぐるみの子こ熊ぐまが背を向けてちょこんと座っている。食事の最さい中ちゆうらしく、子熊の頭部は小こ刻きざみに動いている。足元には黒ずんだ血だまりが広がっていた──この怪かい物ぶつの血でないことは間違いない。

　子熊のそばには別の着ぐるみも立っている。体の模も様ようからすると虎とららしい。背の高さは幹央とさほど変わらないようだ。大きな頭を傾けて、子熊の「食事」をじっと見守っている。

　なんの前まえ触ぶれもなく、虎の着ぐるみが顔を上げて幹央を見た。

「あ……」

　幹央の心しん臓ぞうがどくんと鳴った。虎は大おお袈げ裟さなしぐさで子熊の肩を叩たたく。そして、指を差して幹央の存在を教えた。子熊はくるりと振り返って幹央に視線を定める。両腕と頭は赤と青のまだらになっていて、幹央はぶるっと体を震わせた。

（……来る）

　不ふ吉きつな予感が全身を貫つらぬいた。幹央は慌あわてて逃げ道を探す。プールサイドのベンチの先には売店が並んでいる。あそこなら身を隠かくせるかもしれない。

　プールの方を見ると、あの子熊はもう立ち上がっていた。血まみれの両手を突き出すようにして、とことこと幹央の方へ走り出す。

　幹央は立ち上がろうとする──が、全身がひどく重い。そういえば、この世界では体の自由がうまく利かないのだ。彼はざらついたプールサイドに両腕をついて、四つんばいで進んでいった。

　ぺた、と背後で物音がする。振り向くと子熊はもうプールから上がってきていた。一いつ瞬しゆん、幹央を見失ったらしい。ゆっくりと首を動かし、幹央のいる方向でぴたりと止めた。

　そして、幹央めがけてまっすぐ突進してくる。

　声にならない悲鳴を洩もらしながら、彼は必死に前へ這はい進もうとする。しかし、ほんの一メートルも行かないうちに、どすんと右肩に重い衝しよう撃げきを受け、バランスを崩して肘ひじを地面にこすった。

　投げつけられたものが目の前に転がる。それは血ち飛沫しぶきで汚れた子熊の頭だった。くりっとした愛あい嬌きようのある瞳ひとみが彼をじっと見つめていた。

「うわあっ」

　反射的に体を起こして後ずさりする──ただの着ぐるみの頭、と認にん識しきするまでしばらく時間がかかった。頭の部分だけを脱いで投げつけただけだ。

　どん、と背中になにかがぶつかった。地面に誰かの影がくっきり映っている。頭上から動物のように荒い息いき遣づかいが降ってきた。

（……すぐ、うしろにいる）

　幹央は首をぎこちなく動かして、肩かた越ごしに背後を見た。

　首から下は青いもこもこした衣装で包まれたままだった。

　幹みき央おはその上にある顔を凝ぎよう視しする。

　灰色の皮ひ膚ふと赤い目──明らかに人間ではない。しかし、その顔かたちには見み覚おぼえがあった。細い三つ編みの髪かみ。ふっくりとした丸い頰ほお。少し受け口の唇くちびる。生まれた時からよく知っている顔だった。

「……和かず葉は」

　幹央は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　灰色の怪かい物ぶつの顔は、和葉にそっくりだった。

「おに、おに……おにい、ちゃん」

　和葉に似たものは、しゃがれた声でゆっくりと喋しやべった。自分の声せい帯たいがちゃんと使えるかどうか、確かめているかのようだ。そして、幹央に向かってぎこちなく笑いかけきた。

「また、また、あとで……ね……」




　幹央は目を開ける。部屋の中はすっかり明るくなっていた。時計を見るともう昼近い時刻だった。ずいぶんゆっくり眠ってしまった。

　体の中にまだ夢の余よ韻いんが残っているような気がする。あの和葉に似た怪物は一体なんだろう。あの言葉はどういう意味なのだろう──。

　階下でばたばたと騒そう々ぞうしい足音が聞こえてきた。

「……あ」

　慌あわてて飛び起きた。そうだった。夢を気にしている場合ではなかった。昨日きのう、父は母と話し合ったはずなのだ。

　幹央は部屋を出て、おそるおそる階段を降りていく。足音はキッチンから響ひびいてくる。母がなにかをやっているのだ。

　キッチン以外の場所からはなにも聞こえない。テレビの音もしない。父はどこにいるのだろう。

　キッチンへ行く前に玄げん関かんを覗のぞきこんだ。父の靴くつが土ど間まに見当たらなかった。いつも靴くつ箱ばこの上に置かれている車の鍵かぎもない。

（出かけた……？）

　別に約束したわけではない。しかし、なにか分かったら説明してくれるとばかり思っていた。いつもの父ならそうするはずだ。

　結局、心配するほどのこともなかったのかもしれない。しかし、なにかちぐはぐな気がしてならなかった。

　ばたん、ばたん、ばたん。

　キッチンの方でまた大きな音がした。次々と戸と棚だなを開け閉めする音。幹央は忍しのび足でキッチンへ歩いていった。廊下から顔だけ出して中を覗のぞきこむ──。

　幹みき央おは目を丸くした。

　テーブルの上に様々な食材が所ところ狭せましと並べられている。脂あぶらの乗った肉の塊かたまりもあれば、色とりどりの野菜もあり、パンやチーズが塊のまま置いてある。ワインの瓶びんも何本か並んでいる。

　品しな子こはシンクの方を向いたまま包ほう丁ちようを動かしている。

「おはよう、幹央」

　振り返ろうともせずに彼女は言った。幹央はごくりと唾つばを吞みこむ。

「おはよう……どうしたの、これ」

「今日はお祝いよ」

「お祝い？　なんの？」

　家族の誕生日からも離れているし、両親の結けつ婚こん記念日でもない。

「……後で分かるわ」

　うふふ、と母が背中を震わせた。心底嬉うれしそうな声に、つい幹央の顔もほころびそうになった。

「父とうさんは？」

「仕事に行ったわよ」

　一いつ瞬しゆん、幹央は言葉を失った。いつもどおりに仕事に行ったのだ。和かず葉はの行方ゆくえが分からなくなっているのに、どうして仕事になど行けるんだろう？

「あの……母かあさん」

「なあに？」

「昨日きのうの夜、父さんからなにか話がなかった？」

「別になにも……いつもと変わらなかったわ」

　品子が上じよう機き嫌げんに答える。幹央は混乱してきた。また母は噓うそをついているのだろうか。一応、父の携帯に電話した方がいいかもしれない。

　キッチンを離れかけた時、ふとドアのレールの上で、半はん透とう明めいの丸いものが光っていることに気付いた。背を屈かがめてそれを拾い上げる。

　コンタクトレンズだった。

　それも黒い色が入っている。野の木ぎ家けには近きん眼がんの人間はいない。一体、誰がこんなものを使っているんだろう──。

「あら、こんなところにあったのね。ありがとう、幹央」

　突然、視し界かいの外から手が伸びてきてレンズを取り上げる。今まで背を向けていた母の目元がはっきり見える。幹央は雷かみなりで打たれたように動けなくなった。

　品子の右の瞳ひとみはぎらぎらと赤く光っていた。夢の中で見た怪かい物ぶつにそっくりの目だった。

　レンズを水道で軽くゆすぐと、彼女はそれを右目にはめた。そしてなにごともなかったかのように再び料理を始める。

「……母かあさんは、いつからコンタクトしてるの？」

　ほとんど無む意識のうちに、質問が口をついて出た。

　彼女はなにも答えなかった。ただ上じよう機き嫌げんに鼻はな歌うたを歌っているだけだ。ふと、品しな子こが虹にじ子この顔を忘れていた、という話を思い出した。きっとその時もこんな反応をしたのだろう。

　幹みき央おははっきりと確信していた──。

　今、自分の目の前にいるのは母親ではない。

　ひょっとすると、人間ですらないかもしれない。




　直なお人とと綾あや乃のと棗なつめは、岸きし杜もり家のリビングに集まっている。水みず穂ほは近所のコンビニに出かけていて、マンションにいるのは三人だけだった。

「……美術部の後こう輩はいの弟さんが流る手て川がわ中学に通っててね」

　と、棗は手元のメモを見ながら説明する。

「その子が野の木ぎ幹央くんと水穂ちゃんと同じクラスなの。それで、電話をかけて色いろ々いろ話を聞いてみたんだけど……」

　直人は感心しながら耳を傾けていた。ほんの一晩のうちに、彼女は知り合いのつてを頼って「野木幹央」についての情報を集めてしまった。自分や綾乃にはできそうもない。

「クラスの評判では『すごくいい奴やつ』みたいだよ。陸上部の高たか飛とびの選手で、女の子にも人気があるけど、男の子と一緒に遊んでる方がずっと多くて……『いい奴すぎてちょっとウソくせえ』……」

「……な、なにそれ？」

「昨日きのう、話してくれた子がそう言ってたの。結けつ構こうお喋しやべりな子で……あ、でも別に反感は持ってないみたい。『あいつとはゲームでよく対たい戦せんやってます』って」

「なんだかすごくどうでもいい情報ね」

　綾乃が渋しぶい顔で言った。野木幹央の人物像ぞうは、水穂や虹子の話とだいたい一致する──真ま面じ目めで人気者で頭がいい。しかし、それ以上のことは結局分わからなかった。

「野木幹央のことで、他になにか変わったことはなかったの？」

「色々訊きいたけど、関係なさそうなことばっかりで……例えば、先週から部活は休んでるとか。家で転んで頭を打って……」

　そういえば、幹央の額ひたいには絆ばん創そう膏こうが貼はってあった。確かにかなりどうでもいい。

「うーん……あと、これはほんとに関係のないことだと思うんだけど……最近、ちょっと彼のことがクラスで噂うわさになってるんだって」

　なんだろう。直人は少し興味をそそられる。

「水穂ちゃんが彼と付き合ってるっていう噂が流れてるんだって」

「え……」

　直なお人とは絶ぜつ句くした。そういう可能性をまったく考えていなかった。水みず穂ほと恋愛というのが頭の中でどうしても結びつかない。言われてみれば、メールアドレスと携帯の番号を交換しているのだ。

「でも、それはあくまで女の子たちの噂うわさで、真しん相そうはちょっと違うみたい。野の木ぎくんの方が水穂ちゃんを好きで、クラスで話しかけたり、一緒に帰ろうとしたりしてるんだって……『野木、超ちようマニアック』って。失礼な話だよね」

　棗なつめはむっとした顔でメモを閉じた。直人は黙っていた。正直に言うと、その気持ちは分からなくもない──。

「確かに失礼ね。とても」

　綾乃もうなずいている──ちらりと彼女の横よこ顔がおを窺うかがった。昨日きのうの夜、綾あや乃のと水穂がなにを話したのかよく分からないが、二人の関係は少し変わった気がする。水穂は綾乃への態度が少し柔らかくなったし、綾乃もいちいちからかったりしなくなった。

（そういや、水穂帰かえってくるの遅いな）

　コンビニに行っただけなのに、ずいぶん時間がかかっている。直人たちが大事な話をしているので、席を外してくれているのかもしれない。

「わたしの方もちょっと二人に見て欲しいものがあるんだけど」

　綾乃は一枚の紙をローテーブルの上に広げた。直人と棗は頭を寄せて覗のぞきこむ。それはこの飯いい見み町ちようの周辺の地図だった。パソコンからプリントアウトしたものらしい。

　ところどころに矢や印じるしの形をしたマーカーが立っている。

「この矢印、なんなんだ？」

「行方ゆくえ不明者がいなくなったとされる場所よ。なにか法則があるんじゃないかと思って、地図にしてみたんだけど……ちょっと見けん当とうがつかなくて」

　直人は矢印の場所を一つ一つ見ていく。飯見町を中心とした半径五キロほどの範はん囲いで、人々は消えてしまっていた。場所は住宅地もあれば線せん路ろの近くもあり、堤てい防ぼうの上もあれば山沿いもあった。

「これ、多少の誤ご差さはあるんだよね？」

　と、棗が言った。

「ええ……最後に目もく撃げきされた場所を中心に印を付けてあるの。人通りの少ない場所、という以外は特に共通点もないのよね」

「いなくなった時間帯は、夜が多い？」

「だいたい夕方から夜にかけてみたいだけど、それも誤差がかなりあると思うわ」

　夢ゆめ神がみの身しん体たい能力は人間をはるかにしのぐ。人ひと一人を攫さらっていくことぐらいはやすやすとできるはずだ。直人は「ヨミジ」のことを思い出した。悪あく夢むを生んだ「親」である駒こま江えを引きずって、何キロも先の橋まで追おっ手てを振りきりながら平然と走り抜けていた──。

「……あれ？」

　直なお人とは改めて地図を見下ろした。

「一つの悪あく夢むで開く『あらずの扉とびら』って一カ所だけだよな？」

「ええ。それがどうしたの？」

「だったら、範はん囲いがいくらなんでも広すぎじゃないか？　人間一人ひとりを抱えて何キロも走るわけで……」

「夢ゆめ神がみにはそれぐらいできるわよ」

　綾あや乃のは呆あきれ顔で言った。

「岸きし杜もりくんが言ってるのって」

　そこで棗なつめが口を挟んだ。

「人に見られないように移動するのが難しいってことでしょ？　いくら人のいない時間帯やルートを選ぶとしても、怪かい物ぶつがいたら目立っちゃうんじゃないかな」

　一いつ瞬しゆん、綾乃の顔がかすかに歪ゆがんだ。怪物、という言葉に反応したのだろう。直人は慌あわてて口を開いた。

「そうそう。だから、怪しまれないような移い動どう手段が必要なんじゃないかって……例えば車とか」

　棗が首をかしげた。

「でも、夢神って運転なんてできるの？　人間とは全然違ちがう生き物だよね？」

　直人はつい綾乃の方を見てしまった。彼女の顔は少し青ざめていた。

「どうしたの？　綾乃」

　と、棗が言った。

「なんでもないわ」

　綾乃は首を横に振った。

「……知能が高ければ、運転ぐらいすぐに憶おぼえられると思う。ただ、現げん場ば近くに見み慣なれない車があったら、それはそれで目立つんじゃないかしら」

　確かに彼女の言うとおりだ。

　しかし、直人は腕を組んで目を閉じた。昨日きのうの虹にじ子この話が少し引っかかっていた──いつも知ち恵えを絞しぼっているのは綾乃の方。自分もたまには知恵を絞らなければと思った。

「見慣れてる車に乗ってれば、目立たない…………いや、なんでもない」

　そりゃそうだろう、と我ながら思った。今の綾乃の言葉をただ言い換えただけだ。

　目を開けると、綾乃と棗がぽかんと口を開けて直人を眺ながめていた。なにか驚くべきことを耳にしたという顔つきだった。

「え？　あの……」

「……確かに見慣れている車、かもしれないわね」

　綾あや乃のが言うと、棗なつめもうなずいた。

「このへんに住んでいる人だったら、そうだね」

「え？　あの……」

「とにかく、行ってみましょう。調べるだけの価か値ちはあるわ」

　綾乃が立ち上がった。

「え？　どこに？」

「野の木ぎ家けに決まってるでしょう？　あなたが今そう言ったんじゃない」

「あ……」

　直なお人とは自分がなにを指し摘てきしたのか、ようやく気付いた──この町の人間なら、しょっちゅう目にしている車。この一帯を走り回っていても、不ふ審しんに思われない車。




「ノギアイス」のワゴン車だった。
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　幹みき央おはキッチンから後ずさりする──。

（どうしよう）

　混乱する頭を抱えた。なにも考えられない。絆ばん創そう膏こうの下の傷がずきずき痛んだ。キッチンから響ひびいてくる、でたらめな鼻はな歌うたがさらに大きくなる。ほとんど獣けもののうなり声のようだった。

（……逃げよう）

　このままここにいたら、もっと恐ろしいことが起こる気がする。とにかくこの家から離れなければ。幹央はよろめきながら廊下を歩いていった。裸足はだしのまま土ど間まへ下りて、ドアを開けようとする──ノブに手が触れる直前、ひとりでにドアが外側に開いていった。

「……あ」

　幹央はその場に棒ぼう立だちになる。半なかば開いたドアの隙すき間まから、いきなりキャスター付きの大きなスーツケースがからからと音を立てて飛びこんでくる。思わず幹央は廊下まで逆ぎやく戻もどりしてしまった。

「ただいま、幹央」

　スーツケースを押しながら、父が笑顔で玄げん関かんに入ってくる。母と同じような鼻歌を歌いながら、謙けん司じはよっとかけ声をかけてそれを廊下に上げた。

「父とうさん……」

「ん？　どうしたんだ？」

　謙司は玄関のドアをぴしゃりと閉め、鍵かぎをかけてしまう。

「母かあさんと、話をしたんだよね……？」

「話なんかしていないぞ」

　チェーンまでかけ終えてから、どこかうきうきした声で謙けん司じは言った。

「え？　でも、昨日きのうは……」

「あれは噓うそだ」

　幹みき央おは啞あ然ぜんとした。

「噓って……どういうこと？」

「ああ言わなければ、お前は他の誰かと連絡を取ってしまうからな。そうしないでいてくれるように噓をついた」

　謙司は背中をドアに預けて立っている──外に出さないつもりなのだ。幹央の歯がかちかちと鳴る。悪い予感が現実のものとなり始めていた。

「母かあさんと和かず葉ははどこへ行ったんだよ？」

「母さんなら、すぐそこにいるだろう」

　謙司は笑いながらがしゃがしゃと騒そう々ぞうしい物音を立てているキッチンの方を指さした。

「あんなの母さんじゃない！　本物の母さんはどこなんだよ！」

　かたん、と背後で音が聞こえる。振り向くと品しな子こ──いや、品子によく似たものがキッチンから外へ出てきていた。右手には出で刃ば包ぼう丁ちようをぶら下げている。

「幹央」

　謙司が静かな声で言った。

「これは全部、お前のためにやっていることなんだ」

「噓をついてただろ！」

　そう叫んだ途と端たん、頭がぴしりと鋭く痛む。頭を押さえながら、へなへなとその場にへたりこんだ。傷の痛みは今までよりもさらに激しくなっている。

「あ……」

「まだ、分からないか？」

　謙司が靴くつのまま廊下に上がると、床ゆか板いたがみしりと軋きしんだ。いつのまにか彼の手には大きな白い鍵かぎが握られている。繊せん細さいな装そう飾しよくがほどこされた美しい鍵だった。謙司は膝ひざをつくと、幹央に向かって、まるで捧ささげるかのようにその鍵を差し出してくる。

「あ……」

　幹央は直ちよつ感かんする。これはあの白い扉とびらの鍵なのだ。

　彼は目の前の鍵を凝ぎよう視しする。なぜか懐なつかしいその鍵は、自分を誘っている気がした。

　本能に導かれて、幹央はその鍵に手を伸ばした。指先がその硬い表面に触れた途と端たん、周囲の世界が急速に色を失い、はるか彼方かなたへと遠ざかっていった。




　もっと早く気が付いていれば、と言うことは誰でもできる。

　でも、本当に「もっと早く」気が付ける人間は誰もいない。

　違い和わ感かんはずっと感じていた。両親はここしばらく塞ふさぎこんでいて、話しかけても返事もろくにしなかった。そのくせ夜になると、二人で部屋にこもってひそひそとなにか話しこんでいた。

　あの日、部活が終わって家に帰ると、出迎えてくれたのは和かず葉はだった。

　なんでここにいるの、と驚いて訊きくと、お母かあさんが迎えに来たから、という返事にさらに驚いた。祖そ父ふたちには「こちらの学校に通わせる」と説明したらしい。せっかく向こうの学校に通おうとしていたのに。腹を立てて文もん句くを言いに行くと、母の説明は予想とはまったく違うものだった。

「旅行会社のクーポン券を貰もらったんだけど、あと少しで期限が切れてしまうの。だから、急だし平日だけど、今すぐ温おん泉せん旅行に行こうと思って」

　キッチンでレモネードを作りながら、母はなぜか疲れた顔で言った。和葉の学校のことは、そうでも言わないとすぐに連れ帰れなかったからで、また時期を見て祖父の家に戻すという話だった。唐とう突とつだし強ごう引いんすぎると思ったけれど、母の行動としてはそう珍しいことではない。病気になってから、その傾向は強くなっていた。

　ただ、旅行に行くこと自体は悪くないと思った。どうも父の仕事があまりうまく行っていないみたいで、もう何年も家か族ぞく旅行に行っていなかったからだ。だから、学校をサボって旅行と聞いてわくわくしてしまって──色々なことを見落としていた。

　具合が悪かったのに、母は出発前に家中を完かん璧ぺきに掃除してちり一つなく磨みがき上げていた。大おお掃除みたいだと思ったけれど、今いま考えれば引っ越しの前のような気でいたのかもしれない。

　もう戻ってくるつもりがなかったのだから。




　車で町を出ようとして、鉄てつ橋きようを渡りかけたところで、父は急にパラダイスランドの跡あと地ちへ行こうと言い出した。

「お前たち、今どうなっているか見ていないだろう？」

　あまり興味はなかったけど、ちょっと寄り道するぐらいならいいかと思った。パラダイスランドは父の愛する職場だったからだ。

　父の車は資し材ざいの搬はん入にゆう口ぐちから園内に入って、庭てい園えんの噴ふん水すいのそばで停まった。もう夜になっていて、荒れ果てたパラダイスランドは本当に気味が悪かった。和葉もかなり怯おびえていたと思う。

　突然、母が水すい筒とうに入ったレモネードをここで飲みたいと言い出した。早く出て行きたかったけれど、それぐらいのワガママには付き合ってもいいかと思った──もうすぐ温泉にも入れるのだから。この時もまだ旅行の話は本当だと信じていた。

　レモネードを飲んで、真まっ先さきに眠ってしまったのは和葉だった。おかしいと思ったのはその時からだった。父も母も泣いていたからだ。でも、もうなにもできなかった。すぐに体が重くなってしまって、土の中に引きずりこまれるみたいに眠ってしまった。

　両親が具体的にどういう方法で心しん中じゆうしたのか、実ははっきり分からない。レモネードに睡すい眠みん薬やくが入っていたのは間違いないけど、その程度ではなかなか死ねないと思う。あの状況だと、排気ガスを利用した一いつ酸さん化か炭たん素そ中ちゆう毒どく──そんなところだと思う。

　その後でほんの少しだけ意識を回復すると、アイスクリームの屋や台たいの中でみんな意識を失っていた。やたらとうるさかったのは、多た分ぶん車のエンジン音だろう。

　ひょっとすると、あの時とき和かず葉はも意識が戻っていたのかもしれない。いつのまにか手をつないでいたからだ。とにかく、必死に体を動かそうとしたことははっきり憶おぼえている。和葉だけでも助けたいと思った。自分はどうなってもいいつもりだった。

　どういうわけか、頭の中にあったのは和葉がメールに書いてきた、顔も名前も知らないザリガニ釣つりの得意な女の子のことだった。きっとその子なら、和葉の友達になってくれる。和葉はその子とザリガニ釣りや、それよりももっと楽しいことを沢たく山さんやらなければならない。

　だってせっかく和葉は楽園に着いたのだから。こんな馬ば鹿か馬鹿しい大人おとなたちの都つ合ごうに巻きこまれて、死んでしまうなんてあまりにもひどすぎる。

　結局、体を動かすなんてそう簡単にできなかった。一時は起きあがりかけたけど、力が抜けてアイスクリームのケースの角に頭をぶつけてしまった。額ひたいが切れて血が溢あふれてくる。

　気を失いそうになりながら、次は神様に祈った。どうかどうか、和葉だけでも助けてください。他の命を引き替えにしてもいいので、和葉だけは助けてください。どうかどうかどうかどうかどうか……。




　もちろん、そんな都合のいい神様がいるはずがない。

　代わりに現れたのは、夢ゆめ神がみだった。




　気が付くとパラダイスランドの夢の中にいた。目の前に着ぐるみが三さん体たい立っている。象ぞうと虎とらと熊くま。父と母と和葉に体たい格かくがそっくりだった。

　その中で一番知ち恵えの回るのが象だった。あいつだけは最初から言葉を喋しやべることもできた。

「一いつ気きに現げん世せと夢をつなぐ扉とびらが出現したんだよ。なにしろ、死にかけた人間の夢だからな。かなり強い力を持ってたわけだ」

　象が父そっくりの声こわ音ねで言い、白い鍵かぎを手渡してくれた。

「これを使って扉を開ければ、現世に戻れるぞ。他にお前が生き残る方法はない」

　正直、そんなことはもうどうでもよかった──自分一人ひとりで戻っても仕方がない。

「俺たちに任せてくれれば、お前の望むとおりの家族も取り戻せるんだが」

　和葉を取り戻せるなら、現世とやらに戻ってもいい、と言った。あと、和葉が戻って来るのに相応ふさわしい両親も欲しい。どんな時も優しく明るく健けん全ぜんな家族。

「分かった。任せとけ」

　象ぞうの奴やつが自分の胸を叩たたいたので、扉とびらを開くことにした。

　ただ、一つだけ気がかりなことがある──こんな得え体たいの知れない願い事をするような人間は、そういう健けん全ぜんな家族の資格がない。

　そのことも話してみると、夢ゆめ神がみの答えは簡単だった。

「このことをお前が忘れれば済む話だろう」

　なんでも「赤い目」を持っている夢神には、人間の記き憶おくを消す力があるらしい。誰からだか知らないけど、そういう力も授かっているんだそうだ。

　もちろん、それをやってもらうことにする。さしあたって両親が「戻ってきた」ら、記憶を消してもらうつもりだ。多少の後こう遺い症しようは残るかもしれないが、頭の怪け我がを理由にすればいい。




　その後はゆっくり、和かず葉はが戻ってくるのを待つことにしようと思う。




「あ……」

　幹みき央おは我に返る。彼は白い鍵を握りしめたまま、床の上にうずくまっていた。

「思い出したか、幹央？」

　と、父が言った。もう隠かくす必要はないと思ったのか、黒いカラーコンタクトは外している。多分、こいつがあの「象」なのだろう。

　体がひとりでにがくがく震え始めた。

　家族はもう、誰もいない。父も、母も、和葉も。この家にいるのは自分一人だけだ。この十日、自分が一緒にいたのは夢神たちだったのだ。

　ふと、幹央は昨日きのう直なお人とたちが言っていたことを思い出した。

「行方ゆくえ不明者が大おお勢ぜい出てるって、どういうことなんだ？」

　あのハーブ店の店長も、行方不明になったと聞いている。

「夢神の肉体を三つも作り上げるのは、そう簡単じゃなくてな……これでも、なるべくこの世から消えていい人間を選んだんだぞ」

　幹央の全身がぞくっと粟あわ立だった。夢の中で彼らが食らっていたのは、本当に人間だったのだ。

「俺たち二人に関しては、生活に関係ない部分はあまりちゃんと再現しなかった。なるべく早く復活しないといけなかったんでな」

　父の姿の夢神は、着ていたＹシャツをまくる──つるりとした太たい鼓こ腹ばらの皮ひ膚ふは灰色のまだらになっている。人間と同じ姿をしているのは、人ひと目めに触れる部分だけなのだろう。

　その時、床に置かれたスーツケースの中から、かすかに物音が聞こえた。

（……まさか）

　ケースに飛びついてロックを解かい除じよする。蓋ふたを開けると、両手と両足を縛しばられた少女が押しこめられている。幹央の顔が蒼そう白はくになった。

「岸きし杜もり……」

　中に入っているのは水みず穂ほだった。彼女はかすかに眉まゆをひそめて身じろぎをする。どうやら、気を失っているだけらしい。

「岸杜も殺すのか？」

　震える声で夢ゆめ神がみたちに尋たずねた。

「そんなことはしないさ。お前が殺して欲しくないなら」

　夢神は笑顔で言った。

「この娘は保険なんだ。あの連れん中ちゆうがここへ来た場合を考えなきゃならんからな」

　あの連中、というのは直なお人とと綾あや乃ののことに違いない。幹みき央おは昨日きのう自分が取った態度を悔くやんだ。彼らの話をもっとちゃんと聞いておけばよかった。正しいことを言っていたのだ。

　ふと、幹央は自分のポケットに携帯が入っていることを思い出した。

（わたしたちに連絡して）

　今、夢神たちから水穂を解放することはできないだろう。でも、彼女が捕まっていることを教えることぐらいはできる。

　幹央は立ち上がると同時に、斜め前にある洗面所の中へ飛びこんだ。脱だつ衣い所じよも兼ねているので、ここなら鍵かぎもついている。夢神たちが反応する前に、ドアを閉めて鍵をかけた。

　ジーンズのポケットから携帯を出すと、昨日綾乃から来たメールを表ひよう示じする。メールを打つか？　いや、それよりも電話をかけた方が──。
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　とんとんとんとん。

　頭上から階段を降りてくる足音が聞こえた。聞き慣れた足音に、幹みき央おの全身が凍りつく。

　誰なのかすぐに分かった──「またあとで」と夢の中でも言っていた。

「……お兄にいちゃん」

　ドアの向こうから声が聞こえた。十日前に起こった出来事も、自分が見ていた夢のことも、今の自分の置かれた状況も、すべて頭の中から吹き飛んだ。

「…………和かず葉は」

　名前を呼んだ途と端たんに、目から涙が溢あふれてきた。

「ただいま、お兄ちゃん」

　とんとん、とドアがノックされる。

「ここを開けて。和葉、やっと帰ってきたんだよ」

　幹央はドアの錠じようを凝ぎよう視しした。もし直なお人とや綾あや乃のがここへ来たら、和葉はどうなってしまうのだろう。おそらく彼らは夢ゆめ神がみに対抗する者たちだ。和葉が無事で済むとは思えない。今、この瞬しゆん間かんをずっと待っていたというのに。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん……」

　胸の奥からこみ上げてくる熱いものに息が詰まった。耐えきれなくなって彼はドアの錠を押し上げた。

　がらりとドアが開く。

「和葉……」

　そこには妹が立っていた。十日前のあの日、学校帰りの自分を出迎えてくれた時と、まったく変わらない姿だった。

「お兄ちゃん！」

　和葉は幹央の腰のあたりにしがみついてきた。幹央も腕を回してしっかりと抱きしめる。

　これでなにもかもが元に戻った、そう思った。




　妹の体は、かすかに血の臭いがした。




　　　　　　　　　４




　直人たちは立ち止まって野の木ぎ家けを見上げる。

　緩い坂の途中にある一いつ戸こ建てで、広めのガレージがあること以外に、これといった特とく徴ちようはない。ガレージの中にはギンガムチェックのワゴン車が停まっている。

「家の中にいるみたいだな」

　と、直なお人とは言った。しかし、窓の向こうに動くものはまったくないし、なんの物音も聞こえてこない。妙みように人の気け配はいのしない家だった。

「今日、普段は定休日じゃないのに」

　棗なつめはぽつりとつぶやいた。言われてみれば、人ひと出での多い休日は稼かせぎ時のはずだ。

「…………行きましょう」

　綾あや乃のは門を開け、玄げん関かんへ向かう短い階段をのぼっていく。直人と棗がドアの前で追いついた時には、もうインターフォンのボタンを押すところだった。ドアの向こうで呼び出し音が山やま彦びこのように響ひびく。しかし、応おう答とうもなければ足音も聞こえなかった。

　そして、彼女はドアの取っ手を引く──鍵かぎはかかっていなかった。三人はドアの隙すき間まから家の中を覗のぞきこんだ。

「……ごめんください」

　挨あい拶さつをしたのは棗だった。それでも返事はかえってこない。

「どうする？」

　直人は綾乃に問いかける。彼女はじっと天てん井じようを凝ぎよう視ししていたが、なにかの気配を察したらしい。突然、靴くつのまま廊下に上がり、階段を上がっていってしまった。

「あ、綾乃？」

　棗が驚いて声をかける。

「行こう、倉くら野の」

　綾乃の後を追って二階へ向かった。ここは綾乃の直ちよつ観かんを信じた方がいいと思った。ポケットから「番ばん人にん」の黒い鍵──モーフィアスを出して握りしめた。




　直人と棗が日当たりのいい二階の洋間に入っていくと、綾乃はクローゼットに上じよう半身を潜もぐりこませていた。彼女の肩かた越ごしにクローゼットの中を見る。

　奥の壁面に白い「あらずの扉とびら」が出現していた。綾乃は鍵かぎ穴あなの前に手をついて、夢の世界を覗きこんでいる。

「……やっぱり、あったんだな」

　やはりこの家にあの悪あく夢むを生み出した「親」がいる。ただ、それが具体的に誰なのか、直人にもまだはっきり分かっていない。相手の手の内が分からないのは不ぶ気き味みだった。

「二人とも、見て」

　綾乃は立ち上がって他の二人を促うながした。直言われたとおり順番に向こうの世界を覗きこんだ。この扉は夢の中でもどこかの建物の中にあるらしい。正面には外への出口があり、その先にメリーゴーラウンドが見えている。夢の中で水みず穂ほが乗っていたアトラクションだ。こんな場所に「あらずの扉」があったとは。

　低い柵さくの前に全身を赤く染めた象ぞうの着ぐるみが立って、この扉の方を見つめている。

「……あれが夢ゆめ神がみなの？」

　と、棗なつめが言った。今回、夢神の姿を目にしているのはこの中で直なお人とだけだ。

「うん。そうだけど……これは……」

「罠わなね。どう考えても」

　と、綾あや乃のは言った。

「……行くしかねえよな」

　夢神がいるのは確かなのだから。「ヨミジ」の時は「あらずの扉とびら」を開けないように気を遣つかっていたが、今回はもうその必要はない。とっくに扉は開かれて、夢神も二つの世界を行き来しているからだ。このまま中に入っていける。

　直人と綾乃は互いの目を見て、かすかにうなずき合った。

　以前、「ヨミジ」の悪あく夢むから棗を助け出した時は、「あらずの扉」を開けるわけにはいかなかった。夢神が現実の側に出て来てしまうおそれがあったからだ。

　人間のように夢を見ない綾乃が夢神の悪夢に入りこむ手段はなく、直人一人ひとりが「眠って」夢神に立ち向かうしかなかった。

　今回は「あらずの扉」が既すでに開いているせいで、こちらに一つだけ有利なことがある。夢神の悪夢を見ない綾乃も、この扉を通って悪夢の中へ入りこむことができるのだ。彼女の助けを得られるのはありがたかった。

「棗にはここで待っていてもらうわ……鍵かぎを持っていない人間は、夢の世界で動くことはできないもの」

　綾乃は言った。悪夢の中に入りこんだ人間は体の自由が利かなくなる。「制せい御ぎよできない状態」こそ、悪夢の条件の一つだった。例外は「あらずの扉」の鍵を持っている直人のような人間だけだった。だからこそ、鍵を手放すことだけは絶対に避けなければならない。

「うん……じゃあ、綾乃もここで待ってるんだよね」

　と、棗は言った。綾乃は虚きよを突かれたように視線を彷徨さまよわせた。

「わ、わたしは……」

　綾乃は夢神で、あちら側の方がむしろホームグラウンドだ。動けないことなどあるはずがない──しかし、まだ棗に秘密を打ち明けられないようだった。

「綾乃、俺が一人で行く」

　と、直人は言った。

「直人……」

　彼女の返事を待たずに、直人は扉の取っ手をつかんで回す──鍵はかかっていないらしい。大きく深しん呼吸をしてから、彼は「あらずの扉」を開けて夢の世界へ入っていった。




「あらずの扉」を後ろ手に閉めた途と端たん、直人は自分の右隣どなりに誰か立っていることに気付いた。

「えっ」

　思わず飛び退のいて身み構がまえる。幸いあまり強そうな相手ではない。体格は良くも悪くもなく、目元がどことなく眠そうで、手には黒い鍵かぎが──。

「俺かよ……」

　目の前にあったのは、ただの鏡かがみだった。ようやくここがミラーハウスだということを思い出した。鏡と透とう明めいなアクリルで区切られた迷めい路ろ。曲がり角かと思うとまっすぐの通路だったり、出口だと思ってまっすぐ進んでみると、

「いてっ？」

　ぶつかる場合もある。

　直なお人とは額ひたいを押さえながら、出口から外へ出た。普段、精神だけが悪あく夢むに引きずりこまれている時と、「あらずの扉とびら」から肉体を伴って入っている今と、身しん体たい感覚が微び妙みように違う。今はもう一枚厚いコートを羽は織おっているような感覚だった。

「やっぱり、来ちまったんだな」

　メリーゴーラウンドの前に立っている着ぐるみの象ぞうが言った。背後のアトラクションは停止していて、自動オルガンの騒そう々ぞうしい音楽も聞こえない。

　相手が喋しやべったことに直人は驚いた。それだけの知能を持っていることになる。

　そして、その声にはどこかで聞き覚えがあった。体格を考え合わせれば、誰なのかはすぐに想そう像ぞうがついた。

「あんたは……アイス屋の店長だよな」

　そうするはずはないと思っていたが、相手はあっさりとかぶりものを取った。下から五分刈がりの丸まる顔がおが現れる。この前、塩アイスをおまけしてくれた時とまったく同じ、陽よう気きで気前のいい中年男おとこの風ふう貌ぼうだった。

　それがかえって油ゆ断だんのならない印いん象しようを与える。直人の全身に緊きん張ちようがみなぎった。

「さて……ここで手を引いてもらえるとありがたいんだがな」

　と、男は言った。

「はあ？」

「もともと俺たちは人間に殺さつ意いを抱いてないんだよ。現実の世界で生活できるだけの肉体を作る必要があって、その分だけエサを食わなきゃならなかっただけだ。これからは、ただ静かに暮らしていければいい」

　直人はその話を聞きながら、野の木ぎ家けの他の人間はどうしているんだろうと思った。姿が見えない。この店主が夢ゆめ神がみだったとすると、他に悪夢の「親」がいるはずなのだ。

「……そのために何人も死んでるんだぞ？　そんなことできるわけないだろ」

「うーん……参ったな。もうちょっと考えてくれると思ったんだが……」

「ふざけんな！」

　直なお人とはモーフィアスを構えて走り出そうとした。

　それから先のことは、一いつ瞬しゆんで起こった。ミラーハウスの屋根が背後でぎしりと鳴って、頭上から強い殺さつ気きが降ってきた。

　思わず身をよじろうとしたが、避けきることはとてもできなかった。背中を強く切りつけられて、ぱっと血ち飛沫しぶきが飛ぶのが分かった。

「あ……」

　直人は顔をこするように、地面にどっと倒れた。

（夢ゆめ神がみ……他にもいたのか……）

　背中に熱い激げき痛つうが走ると同時に、体からだ全体が急速に冷えていった。




　鍵かぎ穴あなを覗のぞきこんでいた棗なつめは、直人が倒れるのと同時に悲鳴を上げた。

「岸きし杜もりくん！」

　彼を襲おそったのは、長いクッキングナイフを両手に持った虎とらの着ぐるみだった。倒れている直人を見下ろして、ナイフを交差させながらくるりと一回転する。どうやら喜んでいるらしい。

「どうしよう、綾あや乃の？　ねえ」

　棗は目を瞠みはった。綾乃の顔は紙のように白くなっている。

「……綾乃」

　その声が彼女の耳に届いた様よう子すはなかった。綾乃はふらりと立ち上がると、「あらずの扉とびら」の取っ手に手をかけた。

「えっ。待って、綾乃！」

　棗は彼女の腕をつかんだ。

「わたしたちは助けに行けないんだよ。悪あく夢むの世界で人間は動けないんでしょう？」

　綾乃は取っ手をつかんだままうなだれている。そういえば、直人が向こうへ行く前も同じような目をしていたと思う。

「……そうね。人間には動けないわね」

「うん、だから……」

「わたし、行くわ」

「えっ？」

「棗はここから絶対に動かないで」

　彼女は一気に扉を開けて、現実の世界を出て行ってしまう。すぐに扉は元どおり閉ざされる。棗は鍵穴に飛びついた。綾乃はミラーハウスの迷めい路ろを走り抜けて、建物の外へ飛び出していった。いつもとなにも変わらない、軽やかな動きだった。

（……どういうこと？）

　扉の前で、棗は呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。




　着ぐるみを身にまとった夢ゆめ神がみは、虎とらの頭部を投げ捨てた。その下から「品しな子こ」の顔が現れる。仰あお向むけに倒れている番ばん人にんの前で、彼女は鼻はな歌うたまじりにもう一いつ回転する。殺せなかったのは少し残念だったが、この結果には満足だった。

「やれやれ、駄だ目めじゃないか、品子」

　と、彼女の「夫」が言った。

「一応、交こう渉しようの最さい中ちゆうだったんだぞ」

「しょうがないじゃない。あなたを倒そうとしていたんだから」

　すると「夫」は仕方ない、というように肩をすくめた。

「仕方がない……だったら早くとどめを刺すんだ」

　彼女はうなずいた。二本のクッキングナイフをくるりと逆さか手てに持ち替えて、心しん臓ぞうと喉のどを同時に狙ねらう。人間ならそれで死ぬはずだ。

　いきなり鳩尾みぞおちに衝しよう撃げきを受けて、彼女はよろよろと後ずさりをした。長い髪かみの女──「番人」に協力する夢神の「罪つみ人びと」が中ちゆう段だん蹴げりを放ったのだった。

「……あ」

「夫」のため息が聞こえる。彼女は後こう悔かいしていた。夫の言うとおり、とどめを刺しておけば良かった。間かん髪はつ入いれずに相手との間ま合あいを詰める。一いつ刻こくでも早く失敗を取り返すつもりだった。
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　二本のナイフをばらばらに振って攻撃する。女はかろうじてかわしながら、円を描くように移動していた。おそらく身しん体たい能力は互ご角かくだろう。ただ、武器を持っている分、こちらの方が有利だ。現に最初の一いち撃げきを除けば、敵は避けることで手て一いつ杯ぱいだった。

「品しな子こ」は身を低く縮めて、相手の下か半身に切りつけた。刃は先さきが相手の太もものあたりをかすめ、がくんと片かた膝ひざをついた。

（……今だ）

「品子」は突きの姿し勢せいに入る。女のすぐ背後には「番ばん人にん」が倒れている。味方を背にしている以上、横に避けることはできない。それを見み越こしての攻撃だった。

　女は身をよじって一本目のナイフをやりすごすと、そのまま「品子」の腕を抱えこんで固定する。しかし、それは予測のうちだった。既すでにもう一本のナイフを振り上げている。刃先が女の皮ひ膚ふに触れる直前、「品子」はぴたりと静止した。

　それは本人の意い思しによるものではなかった。

　足元に目を遣やった「品子」は絶ぜつ句くした──倒れていたはずの番人がいつのまにか体を起こし、黒い鍵かぎを彼女の足に突き立てている。この「武器」を体内に差しこまれると、夢ゆめ神がみは動くことができなくなる。

「……直なお人と、お願い」

　と、女が言った。「番人」は息を荒げながら、黒い鍵をくるりと回した。「品子」の全身を満たしている力もまたくるりと反転する。大きく開いた口から、取りこんだはずの人間の魂たましいが光こう球きゆうとなって吐き出されていく。彼女の肉体はあっという間に不ふ定てい型けいな灰色の塊かたまりへと逆ぎやく戻もどりしていった。




　　　　　　　　　５




　灰色の塊はぐったりと地面に横たわっている。

　激げき痛つうに耐えながら、直人はできる限り素す早ばやく動いた。背中の傷からの出血が多すぎる。ぐずぐずしていると、意識を失いかねなかった。

〈王おう国こく〉への鍵──モーフィアスを地面に突き立てる。まるで浮かび上がるように、横よこ倒だおしになった扉とびらが出現する。直人は鍵を回し、一気に取とっ手てを引き上げた。〈王国〉へ通じる長ちよう方ほう形けいの穴が開いた。

　綾あや乃のは灰色の塊を抱えこんで、持ち上げようとしている──。

「俺の奥さんを〈王国〉なんかへ落とさないで欲しいんだがな」

　妙みように陽よう気きな声で「父」役の夢神は言った。

　直人は綾乃に目め配くばせをする。構わないから落とせ、という合あい図ずだった。

「そうか……じゃ、これを見てもう一回考えてくれ」

　ゆっくりと「父」の背後にあったメリーゴーラウンドが動き始め、半はん周しゆうしたところで再び止まった。天てん蓋がい付つきの小さな馬車に、メガネをかけた少女がぐったりと横たわっている。

　直なお人とは息を吞んだ。

「……水みず穂ほ」

　歯は軋ぎしりをしながら、地面に置いた拳こぶしを握りしめる。

「人ひと質じち、か」

「うん。そういうことだな」

　笑顔で夢ゆめ神がみは言った。綾あや乃のも一いつ旦たん灰色の塊かたまりから離れ、水穂の方をじっと見つめている。

　直人は馬車の傍かたわらに別の人ひと影かげがあることに気付いた。一人は野の木ぎ幹みき央おで、その隣となりに細い三つ編みを垂らした小学生の女の子が立っている。幹央としっかり手をつないでいる──が、その目は真まっ赤かに光っていた。

「その子も夢神なんだな」

　直人は幹央に向かって言った。この悪あく夢むを生み出した「親」はやはり幹央だったのだ。直人の手にしているモーフィアスに目を留めると、少女は怯おびえたように幹央に抱きついた。

「今日は帰ってください。殺されますよ」

　幹央は冷ややかに言った。

「こんなとこに水穂置おいて帰れるわけねえだろ」

「岸きし杜もりは俺が後でちゃんと帰します……命が惜しかったら、これ以上俺たちに関わらないでください」

「な……」

　直人は絶ぜつ句くした。

「ここはあの子たちの楽園なんだ……楽しみだけがずっとずっと続く場所だ」

　そう言って、「父」はよく通る声で笑った。

「あんたたちが邪じや魔ましないって約束してくれるなら、今日は帰してやってもいいんだが」

　どうしたらいいか分からなかった。まさか夢神がこんな汚いやり方まで取ってくるとは思ってもみなかった。ふつふつと怒りが湧わき上がってきた。

「お前、それ本物の家族じゃねえだろ？」

　夢神たちに語りかけても仕方がない。直人は幹央に向かって叫んだ。

「本物の家族だったら、こんなとこにずっといようなんて言わねえよ！」

「あなたになにが分かるんですか」

　震える声で幹央は言った。

「うちの妹だったら俺がいたいって言っても引きずって帰るぜ……そこにいるのはお前の妹じゃねえ。お前自じ身しんの心の一部が……」

「聞かないでいい、幹央」

　夢ゆめ神がみは直なお人とに向き直った。

「……あんまり、うちの息子むすこを悩ませないでくれ」

　そう言うや否いなや、唐とう突とつに夢神は直人に向かって突進してくる。思ったよりもずっと機き敏びんな動きだった。

　綾あや乃のは直人の方に駆け寄ろうとしたが、完全に虚きよを突かれていた。もう直人の目の前に「父」役の夢神が立ちはだかっている。

（……殺される）

　直人は大きく目を見開く。しかし、夢神は単に直人の手からモーフィアスをもぎ取っただけだった。

「えっ？」

　鍵かぎの力を失って、途と端たんに体の自由が利かなくなる。突とつ然ぜん加わった重みに耐えかねて、直人は地面にうつぶせに潰つぶれた。どうにか目だけを持ち上げて、夢神の動きを追う。

「父」の夢神は、飛びかかる綾乃の肩にずぶりと黒い鍵を突き刺した。彼女は棒のように動けなくなる。

「俺にはもちろん、この鍵を使いこなして夢神を封じたりはできんが」

　夢神は明るい声で言い、腰にぶら下げていた木き槌づちの柄えを握りしめた。

「この鍵の力を利用することはできる……こんな風ふうにな」

　木槌で綾乃を殴なぐりつける。彼女は声を上げることもできずに、ミラーハウスに向かってごろごろと転がっていった。

「綾乃！」

　直人は声を振りしぼった。夢神に対抗する武器がこんな風に利用されるとは、思ってもみなかった。

「父」はくるりと振り向くと、鼻はな歌うた交まじりにゆっくりと近づいてきた。夕日に染まり始めた地面に、夢神の長い影が伸びていた。




　夢神は直人の前で立ち止まった。晴れ晴れとした気分だった。この「番ばん人にん」を倒せば、自分たちの団らんを邪じや魔まする人間はいなくなるはずだ。

　──永遠の楽園が続くはずなのだ。

「さよならだ、番人」

　木槌を高く振り上げた夢神は、ふと動きを止めた。この周囲の地面がなぜか赤い色に染まっている。ここには一日の太陽の動きなど存在しないはずなのに。

　彼は空を見上げる。まるで夕暮のようだった。彼ははっとミラーハウスを振り返った。どうもそこからこの赤い光は発せられているらしい。

　あそこにあるものと言えば──。

「……『あらずの扉とびら』？」

　突然、建物の出口から、重たげな足取りで小こ柄がらな人ひと影かげが現れる。あの倉くら野の棗なつめという少女だった。もちろん、ただの人間のはずだ。「あらずの扉」の鍵かぎも持っていない。なぜ、この空間の中で立って動けるのだろう？

「まさか……」

　夢ゆめ神がみは驚きよう愕がくした。全身に戦せん慄りつが走る。

「『あらずの扉』を開いたままにしてるのか！」

　夢と現実の二つの世界が繫つながり始めている──混じり合った空間ではどちらの世界の法則も効果が薄れる。常じよう人じんの棗でもかろうじて動き回ることができる。しかしほんの数分、その状態を放っておくだけで、世界が崩ほう壊かいしかねない。危険きわまりない行為だった。

　棗は綾あや乃ののそばにうずくまると、その肩から黒い鍵かぎを引き抜いた。綾乃は肩を押さえながら立ち上がる。体の自由を取り戻した綾乃がすくっと立ち上がった。

「くっ」

　夢神は木き槌づちを振り下ろす。せめて「番ばん人にん」の直なお人とだけでも殺しておくつもりだった。

　どすん、と木槌が地面に振り下ろされる。

　直人はその攻撃を転がって避けた。「あらずの扉」が開かれたせいで、明らかに動きが軽くなっている──しかし、まだ鍵を手にしていない。十分に追いつける速さだ。間ま合あいを詰めてもう一度攻こう撃げきを仕掛ける。直なお人との両目が大きく見開かれた。
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　今度こそ確実に殺せる。自分を止めるものなどもうなに一つ──。

「あ……」

　突然、夢ゆめ神がみは木き槌づちを振り下ろす途と中ちゆうの姿し勢せいで静止する。

　綾あや乃のが体当たりをするように、彼の丸くふくらんだ腹にあの黒い鍵かぎを突き刺している。

「……さっきのお返しよ」

　そして、彼女はすっと一歩引いた。地面を蹴けった直人がみるみるうちに近づいてくる。

　もはや夢神にはなにもできることはなかった。

　直人の手が鍵をつかみ、ためらいなくくるりと回す──彼の体内に満ちあふれていた力が一気に逆ぎやく流りゆうを開始した。




　綾乃は棗なつめと一緒にミラーハウスの中へと急いで戻った。

　なによりも先に「あらずの扉とびら」を閉めなければならなかったからだ。綾乃が外側に、棗が内側に分かれて、錆さび付いたような固い扉を動かそうと試みる。

　既すでにかなり時間が経たってしまっている。一いつ刻こくも早く閉めなければ危険だった。

「ごめんね……助けに入る方法を他に思い付かなくて」

「いいのよ。わたしが棗でも同じことをしたと思う」

　扉を押しながら綾乃は言う──棗はさっきから時とき々どき綾乃の肩の傷を見ている。すでに血は止まり、元どおりに塞ふさがろうとしている。

　まだ彼女に自分が夢神だと知られるのが恐ろしかった。しかし、もうそのことを避けては通れないと思う。自分たちのことをどうして知りたいのか、という綾乃の問いに、棗はきちんと答えた。どうして自分が正体を知られたくないのかを、そろそろきちんと考えるべきだと思った。

　ゆっくりと「あらずの扉」が動き始める。綾乃は扉の内側にいる棗に向かって言った。

「……わたし、後で棗に話したいことがあるの」

　扉のむこうがわで、棗はにっこり笑った。

「うん。分かった……後でね」




　綾乃はメリーゴーラウンドの前に戻る。

　直人は黒い扉の前にうずくまっていた。すでに灰色の塊かたまりはどこにもない。直人が一人で〈王おう国こく〉へ落としたらしい。

「……傷は？」

「ん、とりあえず血は止まったっぽい」

　青ざめた顔で直人は言った。それでもおそらく入院しなければならないだろう。これは自分のミスだと綾乃は思った。あの時、一緒に「あらずの扉」をくぐっていれば、こんな怪け我がをさせずに済んだかもしれない。

「あんまり気にすんなよ……俺の不注意でもあるんだから」

　綾あや乃のの気持ちを察したように、直なお人とが言った。

「……それよりあれ」

　と、彼はメリーゴーラウンドを指さす。馬車の中ではまだ水みず穂ほが意識を失っている──しかし、幹みき央おともう一体の夢ゆめ神がみの姿が見えなくなっていた。




　幹央は和かず葉はの手を引いて、アトラクションの間を歩き回っている。もうどこへ行ったらいいのか分からなかった。

　このまま外へ出すわけには行かないだろう。彼の「家族」を演じていた夢神たちは、今まで大おお勢ぜいの人間たちを殺し、食ってしまった。今後もそんなことをしてしまうかもしれない。かといってここで永遠に過ごすわけにも行かない。

　和葉に戻ってきて欲しいと願ったばかりに、無関係な人々が大勢亡なくなってしまった。どう考えても、直人たちにすべてを委ゆだねるしかない。最初から分かりきっていたことだ。しかし、まだどうしても決心がつかない。

　せっかく、和葉はこうして戻ってきたのだ。

　いつのまにか二人は庭てい園えん沿ぞいの花か壇だんのそばを歩いている。すぐ目の前に観かん覧らん車しやがそびえていた。和葉が一番好すきだったアトラクションだった。

「……観覧車、乗ろうか」

　と、幹央は言った。




　ゴンドラはゆっくりと上昇していく。和葉は窓にしがみつくようにして、外を眺ながめている。しかし、彼女の視線の先にはなにもなかった。この遊園地の外側にはなにもない。砂さ漠ばくのような空白が広がっているだけだった。

「和葉、なに見てるの？」

「……外だよ」

「なにが見える？」

　答えは返ってこない。沈ちん黙もくが流れるだけだった。

「和葉はこの遊園地が好き？」

「うん、大好き」

「……ずっとここにいたい？」

「うん、ずっとここにいよう、お兄にいちゃん」

（本物の家族だったら、楽園にずっといようなんて言わねえよ）

　直人の言葉が頭をよぎった。

「……和かず葉はは、なにかしたいことはない？」

「ここにいたい」

「学校には行きたくない？　山やま梨なしの」

　彼女は外を向いたまま首を横に振った。

「ザリガニ釣つりもしてみたくないんだ」

　うん、と彼女はうなずいた。

「わたし、ここにいたい」

　幹みき央おは唇くちびるを嚙かみしめた。多分、なにを聞いても同じ返事だろう。

（和葉じゃ、ないからだ）

　和葉に似た偽にせ物ものでしかない。本当は彼女が戻ってきたわけではないのだ。このパラダイスランドも本物ではない。本物は山の中でとっくに朽くち果てている。

（俺は、偽物になれない）

　だから、ずっとここにはいられない。

　偽物でない人間が、この楽園に居い続つづけることはできないのだ。

　なにもかも最初から全部分わかりきっていたことだ──この十日間、目を背けていただけで。

　ゴンドラはいつのまにか下ってきている。幹央は和葉の横よこ顔がおをじっと見つめていた。これから先、動いている和葉を見ることはもう永遠にないだろう。
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「和かず葉は」

「なに、お兄にいちゃん」

「……ごめんな」

　なぜか和葉は振り向いてにっこり笑った。

　ゴンドラの降り口が近づいてくる。綾あや乃のがそこに立っているのが見えた。彼女がこの和葉を連れて行くのだろう。




　幹みき央おは綾乃に向かって、深々と頭を下げた。













　　　エピローグ







　わたしは夢ゆめ神がみなの、と綾あや乃のは言った。




　綾乃と棗なつめは外げ科か病びよう棟とうのロビーで、長なが椅い子すに並んで座っている。

　時刻はそろそろ夕方近くで、あまり通りすぎる人もいない。二人は直なお人との病室を訪れた帰りだった。今、直人は別の見み舞まい客きやくと話している。

　三日前、野の木ぎ家けを出た後、直人はすぐに病院に担かつぎ込こまれた。それなりに深い傷で、相当縫ぬう必要はあるけれど、命に別べつ状じようはないということだった。

「こっちでの生活なんて、どうでもいいと思っていたの」

　と、綾乃は言った。棗は黙って耳を傾けている──彼女は普通の人間と違うことは薄うす々うす感じていたが、人間でないとまでは予想していなかった。ただ、どちらかというと、どうして必死に隠かくそうとしているのかが不ふ思し議ぎだった。

　普段、他人にどう思われても気にしないように見えるのに。

「……いずれ帰るわけだから。でも、帰ったとしても、わたしが接した人たちの記き憶おくに残るのよね……わたしはわたしを夢ゆめ神がみではなくて、久く世ぜ綾あや乃のとして憶おぼえておいて欲しい。正体を知られて敬けい遠えんされたり怖がられたりするのはいいけど、そのことだけを印いん象しように残しておいて欲しくなかったの。どうせ帰れば嫌と言うほど夢神として扱われるんだから」

　本当は帰りたくないんだ、と棗なつめは思った。夢神としてより、人間としての自分の方がずっと愛あい着ちやくがあるのだろう。幼い頃から、ずっとこちらで生活していたのだから当然だ。

（でも、綾乃はそう思っちゃいけないんだ）

　それが許されない立場にいる──彼女は夢神だから。

「わたし、もし今すぐ綾乃が帰ってしまっても、綾乃の色々なことをちゃんと憶えてると思うよ」

　と、棗は言った。

「でも、できれば綾乃にはなるべく長くこっちにいて欲しいな……岸きし杜もりくんもそう思ってるんだろうけど」

　棗は病室の方を指さしながら言った。

「そうかしら」

　と、綾乃は首をかしげる。

「直なお人と、わたしに『必ず故こ郷きように帰す』って言ってるわよ」

　一いつ瞬しゆん、棗はなぜか次の言葉をためらった──が、すぐに口を開いた。

「それは綾乃が帰らなきゃいけないと思ってるからだよ。帰って欲しくないのは山々だけど、言うべきじゃないって思ってるんじゃないかな」

　棗は綾乃の顔を見つめた。

「本人に訊きけば、きっと分かるよ」

「……そうかしらね」

　そう言いながら、綾乃は口元に笑えみを湛たたえている。きっと本人も意識していないだろう。

　突然、棗は不安になった。今言ったようなことは、見ていれば分かる。直人や綾乃には自分よりも人間関係に不ぶ器き用ようなところがある。もし、今も自分がなにも言わなければ、綾乃は本当に直人の気持ちを知らないままだったかもしれない。

　もしやろうと思えば、いくらでもこの二人を引き離すことができるだろう。それだけの信頼を勝ち得ている。例えば、綾乃の代わりに自分が親しくなるとか──。

（なに考えてるんだろ、わたし）

　自分という人間が恥ずかしかった。そんなことは今後絶ぜつ対たいに考えないようにしよう。棗は自分に言い聞かせた。

（わたしは、二人の友達なんだから）




「じゃ、明日その……山やま梨なしだっけ？　そっちに行くんだ」

　ベッドの上から、直なお人とが話しかけてくる。幹みき央おはベッドサイドの椅い子すに座っていた。

「……はい。転校の手続きとかは全然まだですけど、とにかく一度祖そ父ふの家に行って、しばらく生活するってことになって」

　幹央は何日も続いた警察の事情聴ちよう取しゆから解放されたばかりだった。それで直人のところに挨あい拶さつに来たのだった。両親と和かず葉はがいなくなったことも、連続行方ゆくえ不明事じ件けんの一いつ環かんとして捜そう査さされているらしい。

　多分、他の事件と同じように、永遠に解決することはないだろう。

「あの、色々すいませんでした。失礼なことばっかり言って」

　直人は驚いたように手と首を同時に動かして否定した。結局、直人たちは一度も幹央を責めなかった。

「お前の夢から夢ゆめ神がみは生まれたけど、お前自身は誰か死ぬことを望んだわけじゃないだろ」

　と、直人は言った。

「もう、夢は見ないんだよな」

　幹央はうなずいた。パラダイスランドの夢を見ることはなくなった。ただ、今度はあまり眠ることができなくなった。和葉のことを考えると、ひどく胸が苦しくなる。

　和葉は自分のことを「だめな人間」とよくメールに書いていた。あれを読むたびに、自分の方がそれに相応ふさわしい気がした──今回の事件も含めて、幹央のしたことは、全ぜん部ぶ自分のためでしかなかった。

　ひょっとすると、和葉も自分をそういう風ふうに見ていたかもしれない。

「俺……結局、和葉のためになんにもできなかったんですよね」

　気が付くと幹央はそうつぶやいていた。どうしたんだよ急に──そう言われても仕方がないと思ったが、直人は静かに首を横に振った。

「……できてたと思うよ」

「そんなの分からないじゃないですか」

「分かるって」

「適当なことを言わないでください」

　他人に八やつ当あたりだ──幹央はぐっと唇くちびるを嚙かんだ。

　直人は手を伸ばして、枕まくら元もとの棚たなから携帯を取り出す。

「今日、渡そうと思ってた……あの時、お前んちのクローゼットで間違えて拾っちゃったんだよ。水みず穂ほのかと思って」

　その機種には見み覚おぼえがある。和葉の携帯だった。幹央が目にした時と違って、電源が入っている。

「……メールの下した書がき、読んでみな」

　幹みき央おは言われたとおりにした。日付は最後のメールの次の日だった。多分、打ち終わる前に品しな子こが迎えに来たのだろう。




　昨日きのう、わたしはパラダイスランドのことを書いたよね。

　あそこにずっといられたら、

　ほんとに、そうだったらよかったのにって。




　わたしはついそんなことばかり考えてしまいます。

　本当は、ずっと楽しいことだけしてるわけにいかないのに。

　いつか、そんな風ふうに思わなくなる日が来るのかな？




　お兄にいちゃんは、絶対にそういうことを言わないね。




　わたしは、お兄ちゃんみたいになりたいです。

　お兄ちゃんみたいに、やさしくて、強い人になりたいです。

　そうしたら、わたしもいつか







「……できてただろ？」

　直なお人とが静かに言った。

　幹央の視し界かいがぼやける。しばらくの間、彼は顔を上げられなかった。








〈了〉















　　　あとがき







　小学生の頃、ぼくのいた小学校では「スケート教室」というのがありました。わりと近くにあった遊園地内ないのスケート場にバスで行って、何時間か滑って帰ってくるのです。ぼくの住んでいた町では、ほとんどの子供がそこでスケートをした記き憶おくがあるはずです。

　正直に言うと、当時は別に思い入れのある場所ではありませんでした。

　ぼくが生まれる前からある遊園地でしたが、施設がだいぶ古くなっていて、お客さんは多いとは言えませんでした。その頃からつけていた日記には「レンタルのスケート靴ぐつが汚れていた」とか「中で売っていた食べ物が高かった」ぐらいしか書いてません……まあ、退たい屈くつしていたんだろうと思います。




　今はもうその遊園地はありません。何年か前に閉へい園えんしてしまいました。




　一度だけ跡あと地ちに行ってみたことがあります。ただの更さら地ちになっていて、本当になにも残っていませんでした。悲しいとか寂しいというより、ざっくりと意い表ひようを突かれたような不ふ思し議ぎな感じ。ただ、うまくその言葉にできないその気持ちを、ずっと憶おぼえていようと思いました。

「なくなってしまったもの」についての話を書こうと思った時、真まっ先さきに思いついたのがその遊園地のことでした。この話に出てくる「パラダイスランド」は、ぼくの記憶の中にあるその遊園地がモデルになっています。

　当たり前だと思っていたものがある日突とつ然ぜん消えてしまう、ということは誰にでも絶対に起こります。それがどういうことなのか、考えながらこの話を書いていました。

　なにかを感じていただけたら幸いです。




　さて、わりと早いペースで二巻を出すことができました。担当の鳥とり居いさん、イラストの椎しい名な優ゆうさん、大おお勢ぜいのスタッフの方々、そしてなによりもここまで読んで下さった皆さん、本当にありがとうこざいました。

　三巻の準備もぼちぼちと……なるべく早く書いていくつもりです。

　よろしければ次巻もお付き合い下さい。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。外出時にはデジカメで目に付いたものを撮影することにしていますが、撮った画像を整理しないので、後から見ても思い出せないことがたまにあります。この画像はそんな一枚。多分地底。なんかの工事中。俺はここでなにをしてたんだろう……。
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